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伊勢国の南部、南勢地方と呼ばれているところは、今の松阪市・伊勢市・飯南郡・多気郡・度

会郡が相当します。ここは古来より特に伊勢神宮との関係が深いところで、多気郡・度会郡およ

び現在の松阪市南部に相当する飯野郡は特に「神三郡」と呼ばれた神宮領であり、文化的な背景

を考える際には神宮との係わりで検討せねばならないことが多々あります。

今回調査が実施されました度会郡玉城町岩出地区は、平安時代の後半から室町時代にかけて、

神宮の最高責任者である祭主が居住していたところで、 「岩出祭主」の名で知られています。ま

た、南北朝時代には南朝方、北朝方の戦乱の舞台ともなっておりますし、戦国時代から安土・桃

山時代にかけては岩出城が築かれ、城下町も形成されていたところであります。現在でこそ静か

なたたずまいの集落である岩出地区は、このような華やかでしかも波瀾に満ちた歴史を持ってい

るのですが、明確な資料も少なく、その歴史について具体的に語られる機会は少なかったように

思われます。

今回の発掘調査では、岩出祭主が活動していた時代を中心に、岩出城が築城される直前頃まで

の遺跡が濃密に確認されました。岩出地区内遺跡群の調査自体は、今回も含めて 4回にわたりま

すが、風流な人物の存在を想定させる絵の描かれた土器や、祭祀の匂いのする墨書土器、また伊

勢では珍しい鎌倉時代のカイロ（温石）？、多様な貿易陶磁器などが出土しており、岩出祭主の

存在とその周辺に形成された集落の質の高さを紡彿とさせます。このような貴重な成果を得なが

らもその遺跡が記録保存というかたちでしか残せなかったのは残念というほかありませんが、調

査の実施によって明らかになった事実を今後深く追求していくことにより、文化財保護への関心

が皆様により強く感じていただけるのであれば、これに勝る喜びはありません。

調査に際しましては、玉城町・度会町・伊勢市在住の皆様方、玉城町教育委員会をはじめ、県

土木部道路建設課• 伊勢土木事務所の関係各位からは、多大な御協力とともに暖かい御配慮をい

ただくことができました。調査の成果はひとえにこれら方々の文化財保護への深い御理解にあり

ます。文末とはなりましたが、各位の誠意あるご対応に心からのお礼を申し上げ、冒頭の挨拶と

いたします。

1 9 9 6年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長川村政敬
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本書は、県道岩出新田線道路改良事業に伴い緊急発掘調査を実施した度会郡玉城町岩出地内に所在する岩出地区

内遺跡群の発掘調究報告書である。

岩出地区には、旧石器時代～中・近世に至る遺跡が複合的に確認されている。これまでの発掘調究では、成閻遺

跡・蚊山古墳群と呼称され、報告されてきたものがある。しかし、岩出地区内における遺跡の状況を鑑み、当報告

以降、以ドのように把握する。

（旧 称） （改 称）

角垣内遺跡……………岩出遺跡群角垣内地区（旧石器）

蚊山古墳群……………左郡古墳群（古墳）

蚊山遺跡••……………•岩出遺跡群（中枇～近世）

岩出城跡•……………••岩出城跡・岩出城下町跡（近世初頭）

岩出地区内遺跡群
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調査は、平成 2 年度と平成 4 年度の 2 次にわたっている。平成 2 年度は字ケカノ辻• 角垣内・左郡地内、平成4

年度は字蚊山地内である。なお、以前の調査との混乱を避けるため、便宜上平成 2 年度調査区を「ケカノ辻• 角垣

内地区」、平成4年度調査区を「蚊山地区」と呼称する。調査の体制は以下の通りである。

く平成2年度＞

調査主体

調査担当

三重県教育委員会

三重県埋蔵文化財センター（調査第一課）

主 事

研修員

田中久生•福田哲也

小川専哉• 宮崎宜光・東山則幸

く平成4年度＞

調査主体

調査担当

三重県教育委員会

三重県埋蔵文化財センター（調査第一課）

技 師 伊藤裕偉 研修員 東 良樹
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当報告書の作成業務は三重県埋蔵文化財センター調査第 1 課および管理指導課が行い以下の方々の援助•協力を

得た。写真は、遺構関係を伊藤• 田中・東が、遺物を伊藤• 田中が撮影した。執筆および全体の編集は伊藤裕偉が

行った。

足立純子、石橋秀美、岩崎道代、尾家 恵、柿原清子、川方裕美、北山美奈子、楠 純子、倉田由起子、小林

佳代子、須賀幸枝、杉原泰子、瀧川ひとみ、武村千春、田中美樹、豊田幸子、中村美智代、中山豊子、西田衣

里、西山秋子、浜崎佳代、林由起子、藤村美智子、前村浩子、松井美幸、松月浩子、森島公子、脇坂栄子、
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報告書作成にあたっては、乾 哲也氏（和泉市教育委員会）、駒井正明氏 ((lit)大阪府埋蔵文化財協会）、近藤康
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司氏（堺市埋蔵文化財センター）、坪之内徹氏（奈良女子大学）、中野晴久氏（常滑市歴史民俗資料館）、藤澤良

祐氏 ((lit)瀬戸市埋蔵文化財センター）、村井幸洋氏（三尊寺）のご教示を得た。

蚊山地区検出の瓦窯の考古地磁気測定については、広岡公夫氏• 田中彰子氏（富山大学）に御世話をいただぎ、

玉稿も賜った。

調査にあたっては、玉城町岩出• 勝田・山岡・中角• 岡出• 宮古、度会町葛原、伊勢市中須町在住の方々、玉城

町教育委員会、および県土木部道路建設課・伊勢土木事務所から多大な協力を受けたことを明記する。

挿図の方位は、ケカノ辻・ 角垣内地区については座標北で、蚊山地区については真北で示している。当調査区は



国土座標第VI系に相当する。当地の磁針方位は西偏6°20' (平成元年）である。

9 写真図版の遺物番号は、実測図の番号と対応している。写真図版は、特に断らない限り縮尺不同である。

10 当報告書での用語は、以下の通り統一した。

なべ……………「鍋」および「禍」があるが、 「鍋」を用いた。

わん……………「椀」 「碗」 「境」があるが、 「椀」を用いた。

11 当報告書の遺構は、発掘調査当時の呼称を改め、全て通し番号となっている。旧呼称との対応関係は本文中の表

で行っている。また、煩雑となるような挿図では「S」あるいは「SK」などの記号を省略したものがある。

12スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、スケールバーを参照ください。
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ー 前 言

1 調査の契機

平成5年4月で近畿自動車道・勢和～伊勢線が供

用開始となる。度会郡玉城町岩出地内にも、集落の

南側を東西に横断するようにその道が走る。県道岩

出新田線は岩出地区内を南北に走る道で、今回近畿

自動車道の下を潜るかたちで新たな路線が設置され

ることなった。現岩出集落内を通る当該道路は、狭

いにもかかわらず大型自動車の通行も頻繁であり、

当該道路の改良は交通緩和と地域振興を図るために

も必要な措置と考えられる。このため、既に近畿自

動車道建設にかかる埋蔵文化財調査で周知の遺跡と

なっていた岩出地区内遺跡群（旧称・蚊山遺跡）の

調査が必要となった。

今回の道路改良事業予定地内における遺跡の範囲

を確定するために、平成元年10月20日から同年11月

1日にかけて当埋蔵文化財センターが試掘調査を実

施した。その結果、字ケカノ辻• 角垣内・左郡地内

と、字蚊山・塚名地内の約6,500面が調究必要範囲

として認識されるに至った。開発工事の関係上、ケ

カノ辻• 角垣内地区は平成2年度に、蚊山地区は平

成4年度に調査を行うこととなった。

近畿自動車道にかかる当該遺跡の調究は、所り垣

地区および左郡地区でそれぞれ行われている。した

がって当遺跡の調査は都合4次にわたることになる。

混乱を避けるため、近畿自動車道にかかる第 1-2 

次調査を所り垣地区・左郡地区とし、県道改良事業

にかかる平成 2 年度の第 3 次調査をケカノ辻• 角垣

内地区、平成4年度の第4次調査を蚊山地区として

扱う。

なお、文化財保護法（昭和25年法律第214号• 以

下、 「法」と呼称）にかかる諸通知は、法第57条の

3第1項にかかる通知を平成2年7月11日付け道建

第771号（県知事通知）で、法第98条の 2第 1項に

かかる通知を平成2年8月23日付け教文第1350号、

および平成4年9月30日付け教文第1862号（共に県

教育委員会教育長通知）で、それぞれ文化庁長官あ

てに行っている。

2 調査の経過

平成2年度の発掘調査は 9月25日から開始し、同

年12月28日に全て完了した。最終的な調査面積は、

計3,500面である。平成4年度の発掘調査は10月12

日から開始し、同年11月19日に全て完了した。最終

的な調査面積は、計1,010面である。

現地調査は、下記の方々の御参加により、恙なく

進行し、終了することができた。ここに御芳名を記

して感謝の意を表したい。

（現地調査作業員•平成2·4年度を一括）

青木勇青木茂池田小昭池山晶子岩崎あ

き 岩崎つね岩崎とみ岩崎ゆきゑ内田ちよの

荻田ちよ 沖見千津子沖見富男奥野せつ子

神谷幸子河合はる子河村さつ子北岡みさよ

小辻喜巳小林きよ小林ひさ小林鉦司小林正

彦阪井市蔵阪井き代司阪井文子坂口とみ子

里中義美茂谷良子茂谷やす子清水きく 清

水とみ杉田逸男竹郷愛子谷口おとゑ谷ロミ

サヲ 田村良男辻本チヨウ堤のり子出口久

永井さだ子中川一子中北利読中瀬さき 長

尾ます中西みとえ 中西八重子中山とめ西川

あや子西村かづ野口清子野口敏子野口美知

藤川かね子古田君子堀之内えみ子松井美代

松井ゆきへ松田綾子松田君代松田照子松

田利郎松田とくの松田とよ松田廣美松田正

男松田良高間宮美智子見置千代見置まさ子

宮本清宮本重子宮本信子宮本ミヨコ村

井テル村田まさ 山川きぬ山路喜代子山口久

米次山口節山本きみへ山本くにへ渡辺喜

代子渡辺幸太郎

3 調査の方法

a小地区設定について

今回の調査では、調壺区内を 4m四方の枡目で切

ることによって小地区を設定した。両地区とも北か

らアルファベット、西から数字を付け、枡目の北西

隅の番号をその小地区の符号とした。なお、この小

地区設定は座標軸とは全く無関係である。
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b 遺構図面について

調在区平面図の作成は、ケカノ辻• 角垣内地区は

航空測量、蚊山地区は1/100の平板測量による。蚊

山地区のうち、掘立柱建物の確認された一画は1/

20の実測図を作成した。遺物出土状況や中世墓• 各

遺構の土層などについては個別に実測図を作成した

ものもある。航空測量図は1/50を基本としている。

個別遺構図は1/10を基本としているが、各々の性

格によって違った縮尺のものもある。

c 遺構番号等について

遺構番号は通し番号とし、ケカノ辻• 角垣内地区

と調査区が接する左郡地区との混乱を避けるため、

ケカノ辻•角垣内地区は300-400番台、蚊山地区は

500番台とした。また各遺構の見た目の雰囲気によっ

て頭の略記号を以下のように付加した。

SA…………柱列 SB…………掘立柱建物

S D・・・・・・・・・・・・溝 S E ・・・・・・・・・・・•井戸

S K ・・・・・・•….. 土坑 S F・・・・・・・・・・・・窯

sz…………落ち込み・ sx…………墓

土坑群等 pit………ピット・柱穴

4 遺跡名称について

例言でも触れたように、当遺跡はすでに蚊山遺跡

として報告書が刊行されている地区がある。しかし、

岩出地区における遺跡の重複関係から、今後は以下

のように把握することとする。

岩出遺跡群

旧石器時代 字角垣内において、旧石器時代を中
① 

心とした遺跡が確認されている。ただし、同時代の

遺物が左郡地区でも採取されており、所り垣地区で
② 

は下層にその時代の遺跡の存在が確認されている。

さらに、後述するように蚊山地区でもその可能性の

あるものが出土している。したがって旧石器時代の

遺跡については岩出地区内に広く散在的に分布する

ことが想定されるため、大きく岩出遺跡群として把

握し、個別に地区名（字名）を冠することで将来に

備えたいと考える。

中世 中世では、現在までのところ左郡・塚名・

所り垣・ケカノ辻• 角垣内・蚊山などの地内におい

て調査がなされ、その時代の遺構が確認されている。

また、採集資料ではあるが、後の岩出城跡付近でも
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中世のものが確認されている。これらのことや中世

における岩出の意義（第II・VI章参照）から考えて、

岩出地区内全域にわたって中世の遺跡が展開してい

るものと考えるのが妥当である。なお、中世遺跡に

は居館跡・寺院跡・中世墓などの遺跡が複合して確

認されると予想されるため、遺跡名に「群」を付加

することとする。

左郡古墳群

岩出地区における古墳群は、字左郡・塚名に及ぶ

ことが確認されるとともに、字角垣内・蚊山にまで

は及ばないことも判ってきた。したがって、調査が

なされた中心部分の字を採り、左郡古墳群と呼称す

ることとする。

岩出城跡・岩出城下町跡

近世 近世初頭には岩出城が成立するが、その存

続時期は極めて短い（第II章参照）。しかし、岩出

城が成立した段階では総構え（外郭）も構築され、

一定の整備がなされている。この事実を積極的に考

慮に入れ、ほんの短い期間ではあるがこの時期の岩

出城関連遺跡を「岩出城跡・岩出城下町跡」として

把握する。なお、岩出城下町跡については、外堀

（外区画）の存在から総構え的な状況を呈している

ものと考えられ、さらにその外側に「鷹匠町」「新

田町」などの字があることから、外区画を境とした

区分も可能と考えられる。しかし、外区画外側がど

の程度の広がりを持つのかは現状では判然としない。

以上のことを鑑み、現在のところ当地にはfig.2

のように遺跡が展開しているものとして把握する。

註

① 奥義次「第 1章考古 第 1 節旧石器•縄文時代」 （「三重県

玉城町史」上巻 1995) 

② 稲本賢治「蚊山遺跡所り垣地区」 （「近畿自動車道（勢和～

伊勢）埋蔵文化財発掘調査報告」第4分冊 三重県埋蔵文化財

センター 1992) 

③ 瀬古吉久ほか「岩出の遺跡」（ 「歩跡」第 3号 皇学館大学

考古学研究会 1976) 



II 
位置と環境

岩出地区内遺跡群は、度会郡玉城町岩出地区内全

域に広がる面積約490,000面の広大な遺跡である。

地形的に見ると、宮川左岸の中位～低位段丘上に立

地しており、標高は20m前後の平坦な立地である。

近畿自動車道にかかる埋蔵文化財発掘調在によっ

て、当遺跡は既に第 1 次•第 2 次の調査結果が公表
① 

されている。これによって当該遺跡は旧石器時代・

縄文時代・古墳時代および奈良時代以降の近世まで

の遺跡であることが明らかとなり、特に古墳時代の

群集墳と中世の集落が顕著に認められる遺跡である

ことが判明している。

当遺跡周辺の環境についてはすでに上記の報告書

に記載されている。また、古墳時代の背景について
② 

は落合古墳群の報告で、中世の背景については楠ノ
③ 

木遺跡の報告でそれぞれ概略を記述しているので繰

り返さない。したがって、岩出地区内遺跡群にかか

る問題のうち、最も重要である“岩出”について掘

り下げ、この章を構成しよう。

1 中世「岩出」にかかる問題点

中世以降の岩出地区については、平安時代後期の

11世紀初頭から室町時代末期の16世紀前葉までの約

500年間、伊勢神宮祭主大中臣氏の居館が存在して

いたとされている。このことに関しては岡田荘司氏
④ 

の優れて示唆的な論文があるので、それを基に見て

゜
ぅこヽし＞

「岩出祭主」と呼ばれるのは、長保3(1001)年の

大中臣輔親からといわれ、この頃から祭主が岩出に

居館を構えていたのではないかと推定される。その

後、明応年間(1492----1501)頃までは「岩出殿」な

どと呼ばれる祭主が確認でき、以降にはみられなく

なる。したがって、おおよそ500年間については岩

出に祭主の居館が存在していたのではないかと想定

される。

特に平安時代の末頃には祭主の下にある神宮検非

違使の役割が顕著なものとなり、祭主機構が独自な
⑤ 

中世的権力として形成されている。このため、南北

朝期までの間、神三郡（飯野・多気・度会郡）は祭

主により実質的な運営がなされている。したがって、

～問題の所在～

祭主館の存在した当地が、神三郡のなかでも際立っ

て重要な場所であったことは論を待たない。

なお、祭主に実質的権限があった平安末期から鎌

倉時代前期には、岩出地内に複数の仏堂（寺院）が

建てられていた。 「古今著聞集」には「瞭西上人圏

綸和歌曼陀羅事」として「祭主神祇伯親定伊勢国い

はでといふ所に堂を立て、瞭西上人を請じて供養を
⑥ 

とげクり。 （後略）」とあり、 「文保記」 「一掘

墓稼事」には「建保五年四月五日、掘岩三位能隆新

御堂塚之時、掘出鉢瓶各一口之間、被定fttケ日橡了
⑦ 

（後略）」とある。親定の祭主就任期間は1092~112

2年、建保5年は1217年であり、平安時代末～鎌倉

時代にかけての時期に祭主を願主とした仏堂（寺院）

が最低2基存在したことが知れる。今回の調査によっ

ても平安末期～中世と考えられる瓦がいくつか見つ

かっており、また字一原町から新田町にかけての地

内には口承地名として「寺屋敷」と呼ばれるところ

がある。 「寺屋敷」については中世後期以降に成立

した地名である可能性も大きいが、いずれにしても

岩出地内に祭主の居館と仏堂（寺院）の存在は確か

である。

中世後期に至ると、南北朝期の内乱が当地にも大

きな影響を与えている。延元2(1337、建武4)年

7月日付けの加藤定有軍忠状（「南狩遺文」）によ

れば、当時の伊勢国守護畠山高国が岩出に来襲して
⑧ 

いることが窺われる。このことから、当地が軍事的

な要地であるとともに、当地に南朝政権側の何らか

の施設等が存在していたことが想定されよう。

また、 「醍醐寺文書J所収「法楽寺領拝領人数注
⑨ 

文」によれば、法楽寺（現度会郡度会町棚橋の蓮華

寺の前身）領の給人に「宮子刀祢職 岩出今大路」、

「常幡寺領八段 岩出松本」の名が見える。法楽寺

は南北朝期に南朝方• 北朝方による熾烈な争奪戦が

繰り広げられたところであるが、それ以前の鎌倉中

期に神宮祭主の子息に伝領された経緯を持つ。南北

朝期前後における岩出と法楽寺との関係の深さはこ

のことからも推察されるとともに、神宮祭主あるい

はその関係者の拠点が政治的・軍事的に重要な場で

あったことを、上記の守護・畠山氏の行動が示して
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いると考えられる。

その後は南北朝期後半期に南朝政権の影響により

北畠氏が伊勢国司として入部し、以降の南勢地域を

大なり小なり規定する存在となる。その段階でも岩

出に祭主館が存在していたらしいことは上記のとお

りであるが、公的権力としては実質は衰退に向かっ

ていたものと考えられる。

岩出周辺地域では、 14世紀第2四半期中に田丸城

（度会郡玉城町田丸）が北畠氏支配ドにおける支城

として配置され、その後、 15-16世紀にかけては北

畠氏領域における多気（美杉村）に次ぐ重要な拠点

として機能している。特に16世紀における田丸城は、

伊勢参宮の公卿• 山科言継を北畠氏が接待するため
⑩ 

に用いられており、北畠氏の領域支配における中核

的な城であるとともにその周囲には町場が形成さ
⑪ 

れ、都市的な機能を有していたことが推察される。

15-16世紀にかけての岩出がどのような状況に置

かれていたのかはよく判らない。考古学的に見た場

合、中世岩坂郷（村）に比定されると考えられる楠
⑫ 

ノ木遺跡が15世紀中葉頃には実質的に消滅したりし

ており、中世前期までの秩序とは明らかに異なった

状況下にあったであろうことが想定される。岩出遺

跡群においても南北朝期以降のあり方は前代までと

は異なりが見られ、祭主の実質的機能の低下に伴っ

て岩出集落も何らかの変貌をきたしていたものと想

定される。

以上、中世における岩出周辺の状況を見てきた。

岩出遺跡群は極めて大規模な遺跡であり、特に中世

のそれは神宮祭主とその居館および付属施設の存在

を前提としたうえで考察すべき対象といえる。広大

な面積を有し、数多くの建物跡や区画溝などが確認

されている岩出遺跡群は、発掘調査によって明らか

となった中世集落の典型的なもののように見える。

しかし、上記の点を看過してしまえば、岩出遺跡群

の評価はおろか、中世集落の本質をも見失う結果と

もなりそうである。

2 近世「岩出」にかかる問題

中世末期から近世初頭にかけては、岩出城が存在

している。この城がいつ頃築かれたのかは定かでは

ないが、北畠氏が織田氏の支配下に入った永禄12
⑬ 

(1569)年直後に田丸城の破城が実行されており、そ

れ以降田丸城に代わり当該地域周辺における中核的

な場として改めて機能していることは間違いない。

岩出城は、最終的には総構形態の城下町として成

立していたらしいことが、地籍図や絵図あるいは小
⑭ 

字名によって想定される。豊臣秀吉による朝鮮侵略

にあたっても当時の岩出城主牧野利貞が岩出から

fig. 1 岩出周辺地形図 (1: 100, 000) (国土地理院発行 1/50,000「伊勢」から）
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⑮ 

出兵しており、当該時期における岩出の中核的な機

能が推察される。しかし、関ケ原の合戦の年 (1600)

には廃城となっているようで、当該地域の中心は再

度田丸へと移り、明治維新を経て現在に至っている。

岩出の地は、その後は「町」として再開発される

ことはなかった。ここには近世初頭の城と城下集落

がそのまま埋蔵されているものと見なされ、意欲的

な城下町調査が行われれば城下集落に関する貴重な

事例が数多く確認されることであろう。戦後の開墾

によって主郭部分が表面的に確認できなくなってい

るのは、全く残念という他ないが、堀・建物跡等の

遺構はそのまま残っている可能性が極めて大きく、

今後の積極的な調査・保存が大切である。

さて、岩出城下の消滅後の17世紀初頭には、田丸

藩領•津藩領を経て、元和5 (1619)年以降は和歌

山藩田丸領となり、岩出村と呼ばれている。岩出村

はそのまま現在の岩出に相当すると考えて大過ない。

現在、岩出地内の寺院には大字宮古の広泰寺の末寺

である曹洞宗聯渓山三尊寺がある。 「三尊寺過去

帳」⑯によれば万治2 (1659)年に開山し、天保15

(1844)年前後には本堂が総瓦葺きにされていると

いう。しかし、当寺院の山門の鬼瓦には「元禄十七

口申年」 (1704年）の銘が見え、その頃にはいくつ

かの建物が瓦葺きであったものと考えられる。

3
 
「蚊山」の地名について

上記の事柄とは少し関係ないが、 「蚊山」の地名

について若干考えておく。

御巫清直 (1812~1894) の著作による「神宮神事
⑰ 

考証」所収の「岩出村祭主居住ノ事」には「岩出村

薔跡略図」とする絵図面がある。この絵図には現在

の字蚊山に相当する場所に「カヤハ」とあり、岩出

の字として「カヤバ」とある。この「カヤバ」が

「茅場」であるとするならば、茅の栽培がなされて

いた場所「カヤバ」が時代を追うにしたがって「カ

ヤマ」へと転訛したものと考えることもできる。

この呼称は何時成立したのかは不明とせざるを得

ないが、第11I章で触れる蚊山地区の近世瓦窯の廃絶

以降と考えられる。

註

① 稲本賢治「蚊山遺跡所リ垣地区」 （「近畿自動車道（勢和～

伊勢）埋蔵文化財発掘調査報告」第4分冊 三重県埋蔵文化財

センター 1992)および前川嘉宏「蚊山遺跡左郡地区」（「同上J

第6分冊 三重県埋蔵文化財センター 1993) 

② 伊藤裕偉「落合古墳群」 （「同上」第 7分冊 三重県埋蔵文

化財センター 1992) 

③ 伊藤裕偉「楠ノ木遺跡」（「近畿自動車道（勢和～伊勢）埋蔵

文化財発掘調査報告」第 3分冊 三重県埋蔵文化財センター

1991) 

④ 岡田荘司「中世の大中臣祭主家」 （「大中臣祭主藤波家の歴

史」藤波家文書研究会 1993)

⑤ 西山克「南北朝期の権力と惣郷ー伊勢神宮検非違使の消滅を

めぐって一」 （「中世日本の歴史像J創元社 1978) 

⑥ 「古今著聞集」巻5 「新訂増補国史大系」第19巻 吉川弘文館

⑦ 「群書類従」第29輯雑部

⑧ 金子延夫「玉城町史」第 1巻（三重県郷土資料刊行会 1983)

などに掲載。

⑨ 稲本紀昭「九鬼氏について」（「三重県史研究」創刊号 1985)

なお、 「法楽寺領拝領人数注文」は欠年号であるが、稲本氏は

その成立年代を、 「醍醐寺文書」中の関連史料から応永6(1399) 

年前後の成立と考えている。妥当な見解であろう。

⑩ 「言継卿記」弘治 3 年 3 月 24~25 日条（「松阪市史」第 3 巻

史料編古代・中世 1980所収）

⑪ 「鏑矢伊勢方記」 （「東京学芸大学付属嵩等学校研究紀要J

N・V)所収、明応8(1499)年5月日付山田三方神役人等目安

に「近年構数多人家麓」等の記述からそ机が知れる。

⑫ 楠ノ木遺跡に隣接する道が“岩坂道”、遺跡の付近に“岩坂

不動”と呼ばれる祠のあることから推察される。なお、この件

については別稿を予定している。

⑬ 「信長公記J永禄12年10月4日の条（角川文庫 1969) 

⑭ 瀬古吉久ほか「岩出の遺跡」 （「歩跡」第 3号 皇学館大学

考古学研究会 1976)

⑮ 「秀吉公名護屋御陣之図二相添候覚書」 （天保6(1835)年閏

7月筆写、弘化3 (1846)年2月転写）（「特別史跡名護屋城跡

並びに陣跡」 3 文禄•慶長の役城跡図集解説編 佐賀県教育

委員会 1985)所収、および註⑧金子氏文献

⑯ 三尊寺蔵

⑰ 御巫清直「神宮神事考証」 （「大神宮叢書J臨川書店）

参考文献

「三重県の地名」日本歴史地名大系24(平凡社 1983) 

・「角川日本地名大辞典」 24 三重県（角川書店 1983) 
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調杏の成果
この章では、岩出地区内遺跡群の基本層位と、各

調査区毎の遺構の概略を記述する。個別遺構の状況

は遺構一覧表(tab. 1 -----8)を参照されたい。

1 基本層位

調査区の層位はHl左郡地区の層位と大きな違い

はない。基本的には上から順に耕作土• 黒褐色系士

（黒ボク） •砂礫混じり黄灰色系粘質土（遺構基盤

層）となっている。

ケカノ辻• 角垣内地区では、特に SD402以北の

部分に黒褐色系砂質土が厚く堆積しており、遺物包

含層を形成している。調査区は、南端部で標高約23

mで、北へ向かうにつれて漸次下降し、北端部では

標高約18mまで下がっている。

蚊山地区には黒褐色系土の上に中世の遺物包含層

に相当する淡褐色系砂質土が堆積しており、その上

に瓦窯に伴う近世の遺物包含層が若干認められる。

蚊山地区では、明治年間頃の圃場整備により、調

査区中央の耕地境の段により上下に分かれる。その

うち、下段部分の耕作土直下には灰褐色系砂質土が

数10cm堆積しており、その中に多量の焼土•炭に混

じってやはり多量の瓦が包含されていた。この瓦は

全て近世に所属するものであり、焼土の量から推察

すると、今回確認された瓦窯以外にも数基の窯が存

在していた可能性が高い。

調査区が等高線に対して並行に近いケカノ辻• 角

垣内地区では上記の基本層位であるが、等高線に対

して直行する蚊山地区では南部ほど黒褐色系土の堆

積が薄くなり、南端では全く認められなかった。こ

れは左郡地区の報告にあるように、戦前から行われ

た当地の圃場整備などによる開墾行為によって、そ

の大部分が削り取られた結果と考えられる。

2 ケカノ辻• 角垣内地区の遺構

平成2年度に調査をおこなった部分である。調査

段階では、現道の関係で南からA-----C区と呼称して

いる。なお、調査区内を南北に縦断するかたちで導

水施設が存在しているため、中央部分には調査不能

部分が帯状に存在している。

一層位と遺構一

ケカノ辻• 角垣内地区では古墳・区画溝・溝．掘

立柱建物•井戸・墓• 土坑などを検出している。時

代的には、古墳以外では一部平安時代のものを含む

ものの、その大部分が鎌倉～室町時代（以下、戦国

時代までを含めて「中世」と呼称する）のものであ

る。出土遺物中には縄文時代かと思われるものもあ

るが、その時期の明確な遺構は確認されていない。

a 古墳時代の遺構

古墳

左郡地区で確認された 21基の古墳のうち、 5号

墳と 6号墳の周溝の一部を今回の調査区でも確認し

た。また、新たに22・23号墳を確認している。いず

れも円墳で、 22号墳は直径約12.5m、23号墳は直径

約8.0mである。今回の確認によって、 「左郡古墳

群」として認識されるものが最少23基の古墳によっ

て構成されていることが判明した。

b 中世の遺構

溝

溝は、耕作溝に相当するような小規模のもの以外

は区画を意識したものと見なされる。そのうち、東

西方向のSD304・311・390・398・402、南北方向

のSD358·391·392·445は、幅• 深さとも大規模

で、大区画溝として認識されよう。

このうち SD304・305は、その関係から道状遺構

の側溝のようにも見える。しかし、時期的に近接し

て中世墓SX305が作られているため、例えばそれ

ぞれ別々の区画を構成する溝として認識すべきかも

知れない。

S D391・402については時期的にも並行し、また

溝底が平坦でないなどの共通点があり、同時存在と

考えられる。そうすると、この 2本の溝で囲まれた

方形の区画を西側に想定でき、大規模な屋敷地の存

在も想定される。

なお、 SD341やSD412には多量の土器廃棄が

見られる。しかもこれらは土師器皿類を中心とした

もので、溝内土器廃棄としては特別な意味を持つ可

能性も考えられる。
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S B473・474の一群の、大きく 4つの建物集中箇所

が存在している。井戸が存在する周辺には建物が多

く確認されているような傾向も見受けられる。

確認された建物は全て掘立柱建物である。時期的

には第W章で述べる II期~III期と考えられるが、ピッ

トからの出土遺物が極めて少ないため、時期の特定

は難しい。いくつかの建物には根石が認められる。

建物の棟方向はそれぞれの付近にある区画溝の方向

にほぽ沿っている。そのため、集中箇所単位で一定

の棟方向が決定されているような状況と換言でき、

全ての建物群が一定の方向性を持つものではないと

いえる。

なお、 S D358にはそれと並行する建物がまとま

らない反面、北側に約 lm間隔で溝が付設する、古

代の遺構ならば「布堀り」としたくなるような柱列

S A458がある。これは、所属時期こそ違うものの、

秋田県払田柵跡などに見られる「板塀」に類似して
① 

おり、おそらく同様のものと考えられる。これを積

極的に解釈すれば、 SA458以北にこの柱列が付属

するような大規模な建物群が存在する可能性も考え

られる。

井戸

8基確認された。調査区南部の18-20ラインに 3

基、北端部の82-84ライン付近に 4基が、それぞれ

集中している。確認されたものは素掘りの井戸が中

心であるが、 S E337の底には木枠が確認されてお

り、上部まで続いていたものと考えられる。そもそ

も岩出遺跡群の上部基盤層は脆弱であり、調査時点

で素掘り状態のものについても、石などの投入があ

るものについては何らかの石組が、石の少ないもの

については木枠などが、それぞれ設置されていたと

考えるべきであろう。
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墓

いわゆる土城墓で、不明確なも

のも含め調査区全体で17基確認さ

れた。検出された場所は12ライン

以南と35-41ラインの間に集中す

る。土城内からは人骨などの有機

物は全く確認できなかった。墓と

判断した根拠は、土師器皿• 小皿

などの遺物が完形でまとまって認

められることが第一義で、その周

辺にそれらと良く似た形状の土坑

が認められた場合も墓と見なして

いる。結果的にではあるが、土坑

の形状が円・方を問わず人体埋葬

が過不足なくできる規模で明瞭に

掘削されているもの、とも言えそ

うだ。出土遺物は多くが土師器皿・

小皿等のみが認められるものであ

る。

このうち、 S X305 (fig.12~ 

（
造
ユ
(
•
(
[
9
4
)

歯
廂
土
(
,
a
r
正
ぶ
知
毎
咄
・

e
 

□
u
8
 

』',,.,

fig.8 SE377付近掘立柱建物集中部分平面図 (1 : 50) 

13)からは木棺痕跡が確認され、

副葬品として完形の青磁椀のほか、

短刀 (2本） • 土師器類が認めら

―
―
―
•
も

れた。また土城の周囲にはL字形

の溝が認められ、この墓に伴うも

のとして注目される。この周溝の

存在により、この墓には盛土の存

在が想定されるが、墓城はこの周

溝の深さよりも深いため、古墳や

方形周溝墓のように明瞭な盛土を

有していたとは考えにくい。また、

周溝が極めて浅く、幅も狭いこと

から、盛土後に墓城を設定するも

のではなく、墓城掘削後に盛土を

行うような方法であった可能性が

想定される。

土坑

性格不明であるが明確な掘形の

ある坑は全て土坑として扱ってい

る。中には廃棄土坑• 墓•井戸な

ども含まれている可能性がある。
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-

ー 1 6 |  
戸“ ◎'
::
 
+
 

"'
-~

· 
幽

'¥
:"
: 

2
0
.
H
 

0
 
... 
.. ""T"
"
"
 
.. 
.... 

＋
 
14
6 

・
単
独
数
字
は
ピ
ソ
ト
番
号
（
グ
リ
ッ
ド
毎
）

・
破
線
は
遺
構
カ
ー
ド
作
成
時
に
確
認
し
て
い
る
遺
構

如

f
 ig
.9
 
S
 A
4
5
8
周
辺
掘
立
柱
建
物
集
中
部
分
平
面
図
(1
:
 10
0)
 



人

3

咆

（
ー
~
／
’

z
“
~／
 
fj
口

ト
S
●
_
・•• 
,
 u困

＋
 

fig.10 S D391周辺掘立柱建物集中部分平面図 (1: 100) 

69t8S 

大規模な廃棄土坑と考え

られるものにS2409・442 

がある。これらは 2時期

以上にわたって同じ場所に

土坑が継続的に掘削された

ものであり、埋土の土質も

極めて類似していたことな

どから、 1基毎の土坑を層

位的に確認していく調査が

現場作業段階ではできなかっ

たものである。しかし、出

土遺物はこのような土坑ほ

ど多種多様であり、若干悔

いが残る結果となった。

小土坑などからは絵が描

かれた山茶椀が出土してお

り、注目される。

3 . 蚊山地区の遺構

平成4年度に調査した部

分で、 A・Bの2地区があ

る。

a
 

A地区の調査

A地区は字蚊山にある。

ここでは溝・掘立柱建物・

瓦窯•土坑などを検出して

いる。時期的には中世（鎌

倉時代） • 江戸時代（以下、

「近世」と呼称） ・ 時期不

明のもの、がある。出土遺

物にはチャート剥片、中世

土器類、近世土器類および

瓦がある。

中世の遺構

中世のものには、掘立柱

建物 2 棟•土坑 1 基• 溝2

条およびピットがある。

掘立柱建物

2棟確認している (fig. 

16)。そのうちの 1棟 (s

B522)は建物敷地内の南東

-17-
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• 単独数字はピット番号（グリッド毎）

・破線は、遺構カード作成時に確認して
いる遺構

,,., 
fig.11 S D445付近掘立柱建物集中部

分平面図 (1:100) 

隅に土坑 (SK510)を有するものである
。この 2

棟の掘立柱建物は重なっており、同一
系列にある人

物ないしは集団の占有による建て替え
であることが

窺われる。時期的にはnb期前後のものと考えられ

る。

溝

3条ある。 II期のものである。 SD503・50
8は深

さ・幅とも似通っており、平行に走る
ことから、こ

の間が道に相当する可能性があろう。

なお、 SD503・508については、 j5-------i6付
近にも

この遺構が及んでいるものと考えられ
るが、この付

近は近世の粘土採掘坑群が集中してい
たため、確認

-18-

できなかった。

近世の遺構

近世の遺構には、瓦窯• 土坑がある。土坑には、

粘土採掘坑と考えられるものが多数ある
。

瓦窯SF501 (fig.17-----18) 瓦窯は調査区
中央付

近で検出した。遺構の南半にあたる焼
成部は削平さ

れているものの、その南側には関連す
る遺構は見い

だされず、いわゆる「ダルマ窯」とい
うよりは平窯

と考えてよかろう。窯は 1回の修復が見られ
る。遺

構の残存長は約1.9mである。

窯の北方には炭および焼土層が2層分認めら
れ、

灰原に相当するものと考えられる。し
かし、それぞ
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れは薄いもので、遺物は桟瓦の小片以外は殆ど含ま

ないものである。また、瓦窯に近接してある土坑s
K517の上部埋土は下層の方の灰原層と繋がってい

る状況が観察された(fig.15)。

第1次窯 遺構は、幅約1.4mの遺構掘形に桟瓦

を碑積みにして窯壁とし、燃焼室～焼成室を形成し

ている。碑積みは、通常の平桟瓦を用い、水平方向

に並べた後、粘土を充填してさらに上方に積み上げ

る方法によっている。傾向としては、焼成室に近づ

くほど小口積みとなっている。この段階では、窯壁

は碑積みした状態のまま用いている。燃焼室から焼

成室の内法は最大1.05mである。遺構残存部では、

窯壁は垂直に立ち上がっている。

焼成室には 2本のロストルが構築されている。ロ

ストルも桟瓦を用いて碑積みしており、方法は窯壁

の構築方法に準拠している。焼成室のロストル間は

燃焼室から約26° の傾斜を持たせており、火通りの

叶°

p
 

E
U
Eー

M
 

ための工夫かと思われる。

燃焼室は緩やかに焚口部に向かって上昇している。

燃焼室の床面には粘土は貼られておらず、明確な被

熱も見られなかった。

焚口部は窯壁の碑積みが途切れている。使用の便

を図ったものであろう。

第2次窯 第1次窯をそのまま利用する。窯壁・
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 fig.15 各部土層断面図

燃焼室床面・焼成室には改めて粘土を貼付している。

その結果、窯壁内法は第 1次窯よりも 2cmほど小規

模となっている。ロストルは第 1次窯のものを利用

し、それに裁断した桟瓦を補足した後、全体を粘土

で覆っている。燃焼室床面にも粘土を貼付しており、

その部分にも被熱が認められ、固く焼け締まってい

る。これは、第 1次窯の状況を見る限り、瓦焼成時

の被熱によるものと考えるよりは、第2次窯の使用

前に空焚きを行った結果、焼け締まったものと考え

ておくべきであろう。

出土遺物は、ロストルや第 1次窯の壁に用いられ

た瓦以外は小片の瓦が少量認められたにとどまる。

桟瓦がほとんどで、窯壁に用いられていた軒桟瓦の

模様から、近世でも中葉頃のものと考えられる。

当瓦窯については考古地磁気測定を行っているの

で、第V章の広岡公夫• 田中彰子両氏の報文を参照

されたい。
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fig.17 S K507平面• 断面図 (1: 20) 

7,  

なお、層位の項で触れたように、当調査区の焼土

の出土量からは、さらに数基の瓦窯が存在していた

可能性は高い。

土坑SK 517 (fig .15) 瓦窯SF501の東に近

接して存在する直径約1.6m、深さ約0.9mの土坑で

ある。土層図に見るとおり、土坑上層北側には瓦窯

S F501から排出されたと考えられる灰層が堆積し

ており、当該遺構が瓦窯と併存していたことを物語っ

ている。埋土は、粘土を基本とした炭・焼土混じり

の薄い層が幾層も重なった状況である。土坑内の埋

土堆積状況を見ると、土坑が一旦埋没した後に直径

約l.Omの土坑を再度掘削している状況が観察され

る。これらの埋土は極めて締まりのよいものであり、

後述する土坑SK511とは全く違った印象を与える。

おそらくは粘土水溶液状のものが順次この土坑内に

入っていったのであろう。その意味でこの土坑は瓦

生産に深く関連した施設と考えられる。出土遺物は、

瓦片が少量あるのみである。

なお、 SK517の上層部を削り込んで作られた土

坑SK511には、土以上に瓦が多く投棄されていた。
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fig. 18 S F 501 (1 次）平面•立面図及び 1• 2次瓦窯土層図 (1: 20) 

粘土採掘坑群 瓦窯の周囲に認められるもの

で、土坑SK504やSK516、SZ 513などがそれに

あたる。不定形の連続した土坑群であり、瓦製作用

の粘土を採掘した跡と考えられる。湧水が激しく、

完掘は不可能であった。埋土中に瓦片が少量含まれ

ている。

時期不明の遺構

時期不明の遺構には、土坑がある。

土坑SK507(fig.19) 調査区中央付近で検出し
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た直径約1.2m、深さ約0.4mの円形の土坑である。

埋土は小礫混じり黒褐色系土の単一土層であった。

底は平坦に成形されており、中央には4カ所のピッ

トが穿たれている。形態からは縄文時代によくある

陥し穴に類似しているが、出土遺物が全くないため

断定できない。なお、検出面付近からはチャートの

剥片が出土しており、関連も考えられる。

b 8地区の調査

A地区の北方約50mにあり、やはり字蚊山地内で
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fig. 19 S F 501 (2 次）平面• 立面図 (1: 20) 

ある。基本層序は、表土として約40cmの客土があり、

その直下に約20cmの黒色土（黒ボク）を経て黄褐色

系粘質土に至る。黒色土は北側ほど薄くなっており、

最北端部では全く認められなかった。遺物包含層に

相当するものは認められなかった。

明確な遺構は小溝のみであった。また遺物も表土

直下で須恵器壷片と陶器小皿（山皿）、および少量

の土師器片を出土したのみである。これらのことか

ら、当該調査区周辺は近畿自動車道にかかる調査の

左郡地区と今回のA地区に挟まれた、居住地ではな

かった部分に相当するものと考えられる。

註

① 秋田県教育庁払田柵跡調査事務所「払田柵跡」第88-91次調

査概要(1992)
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遺構番号 性格 時期 小地区・現場記号 特徴・形状・計測数値など

5号墳 古墳 古墳 c,el-SDl 円墳左郡地区の調査区でも検出。

6号墳 古墳 古墳 a2-SD1 円墳左郡地区の調査区でも検出。

22号墳 古墳 古墳 b-d5-7-SD 円墳直径12.5m 土師器甕片

23号墳 古墳 古墳 clO-SDl 円墳直径8.0m

S K301 中世墓 II a e2-SK1,2 平面長方形長1.7m 幅1.0m

S K302 中世墓 II b e3-SK1 平面台形長1.0m 幅0.6m

S K303 土坑 n a e7-SK1 遺物からは、SD304よりも古

S D304 溝 IIb-m b-d7-SD1 断面逆台形 区画溝？幅2.2m深さ0.6mSD311と並行。火鉢片。

S X305 中世墓 a d8-SK1,b~d8-SD1 周溝有木棺長1.7m幅不明墓坑長2.35m幅1.2m 木質付着した釘。短刀2本。

S K306 中世墓 II a -b b9-SK1 平面長方形長1.5m 幅0.9m SX305より新。火鉢片。

S K307 中世墓 ill c9-SK1 平面長方形長1.3m 幅0.9m

S K308 中世墓？ II b blO-SKl 平面隅丸方形 幅1.0m 短刀あり。墓とするには土器片多い

S K309 中世墓 II b clO-SKl 平面長方形長1.4m 幅1.lm 火鉢片

S K310 中世墓 II a cll-SKl 平面長方形 長1.5m 幅1.0m 古墳時代土師器（杯・甕片）混入。

S K311 大溝 II a blO,dll-SDl 断面逆台形 区画溝？ 幅2.7m 深さ1.lm 舗羽口片あり SD311と並行。

S K312 土坑 d9-SK1 平面方形一辺0.65m

S D313 溝 II a b~cl2-SD1 SD311と並行

S K314 土坑 c12-SK1 平面円形径1.4m

S D315 溝 c13-SD1 不定形

S D316 溝 d15-SD1 不定形

S K317 土坑 II a~b b17~18-SK1 平面平行四辺形建物に伴う土坑の可能性あり

S K318 土坑 皿a c17-SK1 平面長方形 長1.lm 幅0.8m 墓とするには土器片多い

S K319 土坑 II c17-SK2 平面円形

S K320 土坑 II b c18-SK1 平面長方形建物に伴う土坑の可能性あり

S K321 土坑 IIb~IIIa c18-SK2 平面長方形建物に伴う土坑の可能性あり 木質付着した釘

S E322 井戸 e18-SK1 平面円形深さ1.4m

S K323 土坑 a18-SK1 平面長方形

S K324 土坑 II a a18-SK2 平面円形

S K325 土坑 II bl8-SK2 平面円形

S K326 土坑 II a a18-SK3 不定形

S K327 土坑 a19-SK1 不定形

S K328 土坑 II a b19-SK1 平面円形

S K329 土坑 皿？ b19-SK1 平面円形青白磁

S K330 土坑 II b c19-SK2 平面長方形

S K331 土坑 c19-pitl 平面円形

S K332 士坑 b20-pitl 平面円形

S K333 土坑 b20-pit2 平面円形

tab. 1 ケカノ辻• 角垣内地区遺構一覧表 (1)
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遺構番号 性格 時期 小地区・現場記号 特徴・形状・計測数値など

S E334 井戸 IT b b20-SK2 平面方形深さ1.4m

S E335 井戸 II b b20-SK1 平面円形深さ1.6m

S K336 土坑 II b c20-SK1 平面円形

S E337 井戸 II b b21-SK1,SE1 円形素掘り 木枠あり。鉄鍋・用途不明銅製品出土。

S K338 土坑 II b d22-SK1 浅い。平面図には未記入

S K339 土坑 d22-SK2 2基の土坑が重なる。

S K340 土坑 II b-ffi a e21-SK1 大半が調査区外。

S D341 溝 Ilb-Na b,c22-SD1 幅1.2m 深さO.Bm 土師器皿類多量

S K342 土坑 II b e23-SK1 平面円形

S D343 溝 b24-SD1 SD344と一連

S D344 溝 d25-SD1 SD343と一連

S D345 大溝 II b・N b, c, e25-SD 1, d25-SD2 幅2.9m深さ1.0m短刀片あり

S K346 土坑 c25-SK2 不定形

S D347 溝 II b b-e26-SD1 SD345と平行

S D348 溝 Ila・N b-e27-SD1,b26-SD2 幅1.2m 上層には焙烙、瀬戸大窯期の播鉢• 天目茶椀含む。

S D349 溝 N d27-SD2 幅0.8m

S D350 溝 b27-SD1 ,c.e27-SD2 幅0.8m

S K351 土坑 c27-SK1 平面円形 SD349と重なるも前後不明

S K352 中世墓 II a~b d35-SK1 平面隅丸長方形長1.3m 幅1.15m

S K353 中世墓 II a d39-SK2 長1.8m幅不明 木質付着した釘

S K354 中世墓 lib-Na d39-SK1 平面隅丸長方形長1.35m 幅0.8m

S K355 中世墓 II b40-SK1 平面隅丸長方形長2.lm, 幅0.9m, 木質付着した釘

S K356 中世墓 II a c40-SK1 平面長方形長1.45m 幅1.05m 木質付着した釘

S K357 中世墓 n d40-SK1 平面長方形長1.5m 幅0.9m 木質付着した釘

S D358 溝 I~II b c42-SD1,d47-SD1ほか 調査区確認長52.5m

S K359 土坑 e42-SK1 平面楕円形

S K360 土坑 II e43-SK1 SK361と重なる

S K361 土坑 II e43-SK2 SK360と重なる

S K362 土坑 II a c43-SK1 SK363と重なる

S K363 土坑 II a c43-SK2 SK362と重なる

S K364 土坑 II a~b c44-SK1 平面円形

S K365 土坑 II b c44-SK5 

S K366 土坑 c44-SK3 重なりあう。前後不明確

S K367 土坑 II a c44-SK4 四葉硯

S K368 土坑 IT c44-SK2 

S K369 土坑 II a e43-pitl ピット状 輔の羽口あり

S K370 土坑 II a e44-SK1 大部分調査区外木質付着した釘

tab. 2 ケカノ辻• 角垣内地区遺構一覧表 (2)

-26-



遺構番号 性格 時期 小地区・現場記号 特徴・形状・計測数値など

S K371 上坑 e44-pitl ピット状

S K372 土坑 JI b e45-SK1 

S K373 土坑 II a b45-SK1 

S K374 土坑 n c46-SK1 平面楕円形

S K375 土坑 II b c46-SK2 不定形

S K376 土坑 II b c46-SK3 不定形

S E377 井戸 II a e47-SK1 円形素掘り 深さ1.8mまで確認

S K378 土坑 II a e48-SK1 大部分調査区外

S K379 土坑 II b b50-SK1 

S K380 土坑 II a c50-SK1 

S E381 井戸 II a e50-SK1 円形素掘り 深さ1.lmまで確認

S D382 溝 c52-SD1 幅1.7m

S D383 溝 I・II b52-SD 1, c52-SD2ほか 2本の溝がある

S D384 溝 II a c53-SD1 幅0.5m

S K385 土坑 d52-SK1 平面方形

S K386 土坑 e52-SK1 不定形

S E387 土坑 b54-SK1 不定形

S K388 土坑 c54-SK2 平面隅丸方形

S D389 溝 II c54-SD3 不明瞭

S D390 溝 illb b.c54-SD2,d.e54-SD1 北肩不明（調査区外）

S D391 大溝 II a c58-71-SD3ほか 区画溝溝底不統一途中で数回途切れる 調杏区内確認長68m

S D392 溝 I -II a d65-71-SD1 SD391と平行

S K393 土坑 e59-pitl 平面円形

S K394 土坑 II a e60-SK2 

S K395 土坑 II b e60-SK1 平面円形

S K396 土坑 II d64-SK2 平面長方形

S K397 土坑 II a~b d65-SK1 平面長方形 SD392と重なるも前後不明

S D398 大溝 m c~e72-SD1 幅2.7m 深さ0.7m 8D391より新

S K399 溝 n a c73-SK1 SD391 の延長

S K400 土坑 n a e74-SK1 平面長方形

S K401 土坑 II a・ID e74-SK2 平面方形 大部分調査区外

S D402 大溝 Ila・III b-d75-SD1 SD398と平行不定形

S K403 土坑 n a d75-SK2 底面から土坑2基

S K404 中世墓 III d76-SK3 平面方形上部に瀬戸天目茶椀あり

S K405 中世墓 III d76-SK2 平面円形

S K406 士坑 ma c76-SK1 深さ1.3m

S K407 土坑 m b d76-SK1 平面円形

tab.3 ケカノ辻• 角垣内地区遺構一覧表 (3)
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遺構番号 性格 時期 小地区・現場記号 特徴・形状・計測数値など

S K408 土坑 ma b76-SK1落ち込み SK449と一部重なる 小刀片• 輛の羽口、 土器多量、皿類中心灯明皿あり

S Z409 土坑群 ma b~c77落ち込み 溝と土坑が重なる

S K410 土坑 II b c77-SK1 平面円形

S D411 溝 m d77-SD1 S D412と同一？

S D412 溝 ma c~d78-SD1 幅1.2m 北端はSZ409と重なり不明瞭

S K413 土坑 皿 a78-SK1 大部分が調査区外

S K414 土坑 m a78-SK2 大部分が調査区外

S K415 土坑 II c78-SK2 2基の土坑が重なる

S K416 土坑 IIb~a? c78-SK1 

S K417 土坑 m d78-SK3 平面長方形

S D418 溝 皿 d78-SD2 不明瞭

4 1 9 抹 消

S K420 土坑 平安・後 a79-SK1 平面円形平安の遺物多い

S K421 土坑 皿a a80-SK1 平面隅丸方形調査区外に広がる 木質付着した釘

S K422 ピット b79-pitl 

S K423 土坑 平安 b79-SK1 平面歪な円形土錘

S K424 土坑 b79-SK2 製塩土器（平安時代以前）が混入

S K425 土坑 I~II b b80-SK1の1 SK426と重なる

S K426 土坑 lib-ma b80-SK1の2 SK425と重なる

S K427 中世墓？ I b80-SK2 平面円形径0.7m

S D428 溝 イ81-SDl

S E429 井戸 II b a81-SK1 平面円形平安時代の遺物混入

S K430 土坑 II b c81-SK1 平面隅丸方形

S E431 井戸 II b b82-SK1 平面楕円形

S K432 土坑 r~ma b82-SK2 

S E433 井戸 II b82-SK3, b83-SK1 円形素掘り ・深さ不明 灰釉陶器混入

S K434 土坑 II a b83-pitl 水鳥と柳• 梅• 桜を描いた山茶椀

S D435 溝 11-N イ83-84-SDl SE436付近で途切れる 瀬戸大窯期の播鉢あり

S E436 井戸 I・皿？ イ84-SKl.SEl,ロ84-SEl 円形素掘り 深さ4.25mまで確認。

S D437 溝 II b イ～口83-86-SDl-5 

S D438 溝 m-w ロ84-8D3,ロ85-8D2 SD445の上層

S D439 溝 イ85-86-SDl SK441の上

S K440 土坑 11-m イ85-SKla-d 不定形埋土中に焼土を含む

S K441 土坑 ma イ85-SK2 不定形温石

S Z442 土坑群 I・II・ill a~ ハ86~88-SKl,2 複数の土坑が重なる S D445よりも古

S Z443 土坑群 II b ハ88-SK3 溝の可能性もある

4 4 4 抹 消

tab.4 ケカノ辻• 角垣内地区遺構一覧表 (4)
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遺構番号 性格 時期 小地区・現場記号 特徴・形状・計測数値など

S D445 溝 嘔 SD4,ロ84-SD4,ロ85-SDS口87-SD4I幅 2.lm深さ1.6mSD451を含むS2442よりも新土師器皿類多量

S D446 溝 b51-SD1 耕作溝？

S D447 溝 b51-SD2 耕作溝？

S K448 溝 e58-SK1 不定形

S K449 土坑 III a a-c77-79-SK1ほか 不定形土器多量

S K450 土坑 平安中葉 b80-SK3 

tab. 5 ケカノ辻• 角垣内地区遺構一覧表 (5)

遺構番号 性格 時期 小地区・現場記号 棟方向 軸方向 根石 特徴・ 形状・計測数値など

S B451 掘立柱建物 不明 b14~15付近 不明 N 7°E 有 南北4(5?)間（約10.0m)、東西3間（約4.0m)以上

S B452 掘立柱建物 不明 b15~16付近 東西 N19°E 南北3間（約6.3m)、東西l間（約2.0m)以上

S B453 掘立柱建物 不明 b16-18付近 不明 N 7°E 南北3(4?)間（約8.2m)、東西2間（約4.2m)以上

S B454 掘立柱建物 不明 b.cl8付近 不明 N 5°E 南北2間（約4.0m)以上、東西3間（約7.4m)

S B455 掘立柱建物 II a b~d19.20付近 東西 N 9°E 南北2間（約4.8m)、東西5間（約7.3m)

S B456 掘立柱建物 不明 d20~21付近 南北 N 5°E 南北5間（約9.6m)、東西2間(3.3m)以上

S B457 掘立柱建物 II a b.c45~46付近 不明 N 9°E 南北4間（約8.2m)、東西3間（約4.7m)以上

S A458 柱列 不明 c45~48付近 南北 Nl7°E 17間（約16.9m)分を検出柱間は布掘り状につながる

S B459 掘立柱建物 不明 b45付近 不明 Nl0°E 南北2間（約4.2m)、東西2間（約3.5m)以上

S B460 掘立柱建物 II b b46付近 不明 N 9°E 有 南北2間（約4.2m)、東西l間（約2.2m)以上

S B461 掘立柱建物 II a b47~49付近 不明 N 7°E 南北4間（約8.lm)以上広東西l間（約2.2m)以上

S A462 柱列 不明 b49付近 南北 Nl3°E 3間（約4.4m)分を検出

S B463 掘立柱建物 不明 c~e46~47付近 南北 Nl1°E 南北3間（約6.4m)、東西 2間（約4.9m)

SA464 柱列 不明 c46~47付近 南北 N 9°E 3間（約6.4m)分を検出SB463の関係？

S B465 掘立柱建物 不明 e46~48付近 不明 N 9°E 有 南北5間（約10.2m)、東西l間（約2.0m)以上

S B466 掘立柱建物 不明 c48-49付近 不明 Nl0°E 有 甫北3間（籾lm)、虹2間（紐7m)肛、前評で椀

S B467 掘立柱建物 II a d57~58付近 南北 Nl5°E 南北2間（約4.lm)、東西2間（約4.0m)

SA468 柱列 II a d58付近 東西 Nl8°E 2間（約3.8m)分を検出

S B469 掘立柱建物 不明 d.e58-60付近 南北 N15°E 有 南北4間（約8.2m)、東西3間（約6.9m)

S B470 掘立柱建物 不明 d60~61付近 南北 Nl7°E 南北3(4?)間（約8.2m)、東西1(2?)間（約4.7m)

S B471 掘立柱建物 不明 d60~e61付近 南北 Nl8°E 南北4間（約8.8m)、東西1間（約2.lm)以上

SA472 柱列 不明 c75付近 東西 N27°E 2間（約4.2m)分を検出

S B473 掘立柱建物 Ill a イ 82~a83付近 南北 N23°E 南北5間（約9.lm)、東西3間（約6.6m)

S B474 掘立柱建物 II b イ 82~a85付近 不明 N23°E 有 南北5間（約11.6m)、東西1間（約3.0m)以上

tab. 6 ケカノ辻• 角垣内地区掘立柱建物・柱列一覧表 (6)
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遺構番号 性格 時期 小地区・現場記号 特徴・形状・計測数値など

S F501 瓦窯 近世 d7-SF501 ロストル2本修復1回

S K502 土坑 近世 f4-SK502 円形、ピット状瓦片含む

S D503 溝 II a -b l 2-k4-SD503 SD508と並行

S K504 土坑 近世 g.h6-SK504 粘土採掘坑

S K505 土坑 近世 e6-SK505 極めて浅い

S K506 土坑 不明 k2-SK506 

S K507 土坑 縄文？ f7-SK507 円形底部に4個のピット 遺物なし

S D508 溝 II a -b k2~j4-SD508 SD503と並行。

S K509 土坑 近世 g3-SK509 

S K510 土坑 II b c8-SK510 掘立柱建物に伴う

S K511 土坑 近世 d7-SK511 円形直径0.6m瓦投棄土坑

S D512 溝 II b g7-f10-SD512 

S Z513 土坑 近世 g3-SZ513 粘土採掘土坑

S K514 土坑 近世 f4-SK514 

S K515 土坑 II c9-SK515 平面円形。

S K516 土坑 近世 h7-SK516 粘土採掘土坑

S K517 土坑 近世 d7-SK517 S F501と関連 粘土・炭が互層になって固く堆積

S D518 溝 近世 i6-7-SD518 粘土採掘土坑上面部分

S Z519 土坑群 近世 k5tiカヽSZ519 粘土採掘土坑上面部分

S K520 土坑 近世 i5-SK520 粘土採掘土坑上面部分

S K521 土坑 近世 i6-SK521 粘土採掘土坑上面部分

tab. 7 蚊山地区遺構一覧表 (7)

遺構番号I性格 I時期 小地区・現場記号 棟方向 I軸方向 I根石 特徴・形状・計測数値など

:::::1::1 ;~1:=:::: 東西 IN7°E 南北4間（約5.Bm)、東酉4問（約7.9m) 南東隅に土坑

東西 IN 6°E I 有 I南北3間（約5.5m)、東西4間（約6.lm)

tab. 8 蚊山地区掘立柱建物一覧表 (8)
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Wi 
調究の成果

今回の調査によって出土した遺物は、ケカノ辻・

角垣内地区からは317箱、蚊山地区からは67箱であ

る。以下、それぞれの遺物について概要を記す。個々

の詳細は遺物観察表(tab.9 ----30)を参照していた

だきたい。また、各遺構から出土した遺物の所属時

期については、以下の時期区分により、遺構一覧表

tab. 1 ---8に示している。

1 ケカノ辻• 角垣内地区出土の

遺物(fig.20"'-'38) 

この地区の出土遺物はその大部分が平安時代末頃

から戦国時代（以下、中世とする）のものであり、

少量の古墳時代以前および平安時代の遺物を含む。

a 古墳時代以前の遺物

明確な遺構は全くないが、 d7・C 2 5グリッド

から磨石状の遺物が出土している。

b 古墳時代の遺物

古墳時代の遺物としては、土師器杯・甕、須恵器

杯蓋がある。いずれも古墳の周溝から出土したもの

であるが、明確な遺物が出土したのは22・23号墳の
① 

みである。 22号墳からは、田辺昭三氏による編年の

TK47型式に並行すると思われる須恵器(1)が出土

している。

c 平安時代の遺物

良好な資料とはいえないが、 SK423から土師器

杯・甕類および土錘が出土している。杯は、図示で

きないが、内面に暗文を施したものもある。また、

包含層出土ではあるが、 899の獣足壷は出土例も少

なく、珍しい。これらは、平安時代でも比較的早い

時期のものを中心としていると思われる。また、灰

釉陶器皿 (636)や土師器甕 (723)などは、平安時

代でも後半のものと考えられる。

d 中世の遺物

中世の遺物には、土師器・陶器・磁器などの土器

類、鍋• 小刀・釘などの金属製品類、鍋• 温石・紡

錘車などの石製品類がある。

中世の遺物は膨大な量がある。楠ノ木遺跡では、
② 

中世相当時期を I----Nの4期に大別したが、これは

南勢地域の中世時期区分としても今のところ妥当な

～出士遺物～

ものと考えるので、これに準拠して区分を行う。な

お、蚊山遺跡では、左郡地区の報告において前川嘉
③ 

宏氏による区分があり、これも参考としながらおお

まかな動向を把握しておこう。

I期の遺物

藤澤良祐氏による瀬戸の陶器椀類（中世前期に見

られる無釉のもの、以下、慣例に倣い山茶椀• 山皿
④ 

と呼称）編年（以下藤澤山茶椀編年）では3型式か

ら5型式前半にほぼ相当する。土師器では、煮沸具

は甕で、南伊勢系土師器群が成立する直前の時期に
⑤ 

相当する。時期的には11世紀第II四半期-12世紀第

w四半期頃に相当する。前半のものとしてはSE43 

6に少量のまとまりがある程度で、量的には極めて

少ない。

I1期の遺物

藤澤山茶椀編年では 5型式後半から 8型式に相当

する。土師器では、鍋は筆者編年の第 1-2段階の

時期に相当する。時期的には12世紀第W四半期末～

14世紀第I四半期頃に相当すると思われる。遺物の

内容により、 a・bの2小期に区分する。

II期の遺物は I期と比べてかなり多くなる。 IIa 

期では、 SD391がこの前半期に位置付けられる。

後半期のSE381の資料は良好で、瓦器も伴出して
⑥ 

おり、山田猛氏による伊賀の瓦器編年のm段階1型

式にする。 IIb期は、南伊勢系の鍋第2段階にほぼ

相当するものである。明確な資料は少ない。なお、

蚊山地区に認められる遺物も大部分がこのI1期のも

のである。

m期の遺物

III期は、 I1期と比べて明確な遺構こそ減少するも

のの、遺物量としては相当量ある。瀬戸編年では、
⑦ 

藤澤良祐氏による古瀬戸後期様式編年（以下、藤澤

古瀬戸編年）のうち、 I期-N期頃に併行する。土

師器鍋では、第3段階としたものにほぽ相当する。

年代的には、 14世紀第II四半期-15世紀第II四半期

頃に相当しよう。

遺物の内容により、 a・bの2小期に区分する。

ma期の良好な資料としてSD412・S K408があ

り、 Illb期の資料にはS2442上がある。なお、 III
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b期の資料は極めて少なく、調査区内に限定すれば

Illb期を当遺跡の中心時期に含めることはできない。

w期の遺物

南伊勢系の鍋では、第4段階としたもので、 15世

紀第III四半期-16世紀第w四半期頃に相当する。 W

期のものはほとんどない。わずかに SD345上層や

S D348上層で瀬戸大窯期の播鉢や土師器鍋が認め

られるに過ぎない。同様なことは左郡地区や蚊山地

区でもいえる。

以上の区分を踏まえ、各系統毎にその傾向をみる。

① 土師器類

構成 土師器は、そのほとんどが南伊勢系のもの

によって構成される。南伊勢系土師器群の構成は以

下のとおりである。

I期 皿•小皿・甕（中・小）．蓋

II期 皿•小皿•脚台付小皿• 台付小皿• 鍋（大

• 中・小） ・羽釜

I11期 皿•小皿• 台付小皿• 鍋（大・中・小）．

羽釜• 茶釜• 盤

w期 皿（大・小）・小皿（大・小）・鍋（中・

小） ・羽釜• 茶釜・焙烙・十能形ほか

南伊勢系土師器 当遺跡における南伊勢系土師
⑧ 

器の基本的な構成は、楠ノ木遺跡や佐八藤波遺跡な

どの南勢地域に見られる傾向と大きくは隔たらない

ものの、南勢地域に通常見られる土器構成には見ら

れない特殊な様相もある。

まず、脚台付• 台付小皿が比較的目立つことが挙

げられる。特に脚台付小皿は、多気町・斎宮跡・神

宮（内・外宮）でそれぞれ数点が確認されているに

過ぎないものである。特に、神宮で出土している土
⑨ 

器と共通するものがこの遺跡で確認されている点は

見過ごせない事例といえる。

なお、脚台付小皿はIIa期、台付小皿はIIa -III 

a期に確認できる。

次にミニチュア鍋• 羽釜や盤の存在である。前者

(299・847・848など）は手法・胎土の特徴からは南

伊勢系に含めて考えられる。ただし、形態的には異

質なもので、注意を要する。上記脚台付• 台付小皿

と同様、何らかの祭祀的な行為との関連が考えられ

る。

508の盤も注意を要する土器である。これと同様
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な形態のものは左郡地区のS£157にもあり、三足

を有するものである。したがってこの資料も 3足が

付く可能性がある。左郡地区のものと異なる点は、

口縁部に 1個3対ほどの焼成前穿孔を有することで

ある。南伊勢系のもので焼成前に穿孔を有するもの

は他の器種でもほとんど見られないもので、中北勢

地域の在地土器群との関連も考慮せねばならない。
⑩ 

皿類では、南伊勢系A・B系統のものが原則的に

主体を占めている。 B系統皿類の変遷については第

VI章で触れている。 SK408出土の472はC系統の、

494はD系統の先駆的な存在として把握できるもの

と思われる。この他では、丸い形態の小皿 (553)、

やや深手の小皿 (806.807)があり、あまり見られ

ない形態である。これらは手法・胎土の特徴からは

南伊勢系の範疇で把握できるもので、いずれもm期

相当のものと考えられる。今後の系統把握が必要な

ものである。

なお、皿類では、皿 a期以降に外面底に板状圧痕

の残るものが見受けられる。これは皿によく認めら

れるものであるが、小皿にもその例は存在する。 II

期相当の皿類にも稀に見られるものの、その数は極

めて少なく、 IIb期以降の使用素地土の変化・器壁

の極薄化と相まった製作工程上の変化と関連する可

能性も想定される。

別系統の土器群 別系統と考えられるのは I期

ないしはIIa期と考えられる400.729-----735の小皿類、

m期に相当する530.593.824の椀などである。前者

は南伊勢系の一群の可能性もなくはないが、手法的

には口縁部に明瞭なヨコナデを施して面をなすもの

であり、中・北伊勢地域のものである可能性が高い。

後者は松阪市・多気町・玉城町のほか、美杉村でも
⑪ 

出土しているものであるが、絶対的な量が少ない。

今後注意が必要な土器である。

墨書土器 土師器皿の底部外面に墨書の認めら

れるものが1点ある(688)。単なる落書の類とも見

えず、といって文字とも考え難い。とすると、花押

と考えたくなるが、土師器皿の底に花押を据える意

味が判らず、判断に苦しむ。

② 瓦器類

瓦器類の確認状況は下記のとおりである。

I期 小椀



II期 椀•小皿

873の小椀は大和系のものであろう。 275は「伊賀

型」の範疇に含まれるものである。

③瓦質土器・瓦質系土器類

当遺跡では、いわゆる瓦質土器のほか、瓦質土器

の器種に類似した形態をなす土師質の土器類（以下
⑫ 

この類を「瓦質系土器」と仮称）がある。ただし、

今回の調査区では瓦質系土器類は確認されなかった。

これらの確認状況は下記のとおりである。

II期 火鉢

m期火鉢・風炉

今回の調査によって確認された瓦質土器類は、全

て大和産の類に含まれるものと考えられる。このう

ち、 344の火鉢は新しく見ても13世紀前葉までの遺

物と供伴しており、伊勢における初現的な出土例と

して注目できる。

④陶器類

陶器類の確認状況は下記のとおりである。

I期 山茶椀•小椀•練鉢

II期 山茶椀•山皿・鉢• 練鉢• 入子・片口小瓶・

壺・注口付小鉢•片口付丸底小鉢• 片口付丸

底鉢．蓋・甕

m期 平椀・天目茶碗•盤・甕•練鉢• 折縁皿•卸

皿

w期播鉢

器種および産地構成 陶器類は、瀬戸・知多半島

（常滑） ．渥美半島産のものが認められるが、それ

以外のものと断定できるものはない。

瀬戸のものとしては、山茶碗• 山皿のほか、古瀬

戸中～後期のもの、及び大窯期のものが存在する。

古瀬戸様式として分類されている一群は中期のもの

は少なく、確認されているのは後期、特に藤澤編年

の後 r~後II期のものに集中する。大窯期のものは

播鉢があるのみで、極めて少ない。

知多半島産のものの中には、 103の大甕のように

外面のスタンプ文から高坂窯（常滑市）で焼成され
⑬ 

たものと特定できるものもあり、流通経路を知るう

えで重要である。

渥美産のものは山茶椀•山皿類である。

特殊器種 注口付小鉢(365.366)、蓋(405) 、

などは特殊な器形で、生産地でもあまり目にしない
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ものである。特殊器種とまでは言えないものの、片

口椀(242.316.665.761. 907)、片口付山茶椀 (779)、

片口付山皿(312.315)、片口鉢 (339.340.368.786)、

片口小瓶 (881)なども三重県内からの出土例は管

見に及ばないものである。胎土・色調の観察からは

その生産地は東海諸窯、特に猿投～知多産のものと

思われるが、断定はしかねる。蓋は経筒に用いられ
⑭ 

るものに類似しており、伊勢市・寺原B遺跡にも出

土例がある。

墨書土器 陶器類に見られる墨書は、土師器類

に比べて格段に多い。山茶椀では、高台裏に書かれ

たものに文字、記号(218)などがあり、外面にも文

字の書かれたものもある。外面の文字のうち、 「侍」

と書かれたものが一定の遺構に集中的に認められ、

極めて興味深い。山皿では、 「上」の字が書かれた

ものが目立つ。 312は外面の 4方と底部に「上」と

書かれており、その器形が片口を持つ特殊なもので

あることを考え併せると、祭祀的な意味が濃厚では

ないだろうか。

なお、山茶椀では、外面に絵の描かれたものが2

点ある。 413は外面の 3方と底部にモミジが、 639は

外面の 3 方に柳と水鳥・梅• 桜が、底部に文字

（「太郎」か）が書かれた珍品である。

古瀬戸後期の平椀では、 815のみ「十」の墨書が

見られた。

その他の特徴 瀬戸産と考えられる入子(24)は

内面に朱が付済しており、紅皿として用いられた可

能性がある。また、 216・262・263・315・755のほ

かSD391出土の山茶椀にも内面に漆の付着したも

のが見られ、漆器製作に係わった人物（塗師）の存

在が想定される。

⑤磁器類

I期青磁……椀 白磁……椀

II 期青磁……椀• 皿 白磁……椀• 皿

青白磁……椀・皿•合子

m期 青白磁•…••梅瓶・合子・茶入・盤

青磁•白磁•青白磁の類が認められる。量・質と

もに、伊勢としては充実していると見てよいのでは

ないか。破片がほとんどであるが、墓SX305から

は完形の青磁椀も出土している。器種としては椀が

圧倒的に多い。



⑥ 瓦類

軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦• 平瓦がある。丸瓦には図

示できるものはない。

軒丸瓦は大きくは蓮華文と巴文の 2類に区分でき

る。蓮華文軒丸瓦は単弁素弁で、弁は線で表現され

るものである。中房は無文である。巴文は、①巴頭

部が接続するもの、②巴頭部が離れるもの、③巴頭

部は離れ、外区に珠文を持つもの、に分けられる。

①と②の巴は断面が方形なのに対し、③のそれは半

円形を呈する。

軒平瓦は、 928は通常の唐草文が凸となるもので

あるが、 930はそれが凹となるものである。 928の顎

は段顎を呈するもので、 930よりも後出的である。

929は一部のみの残存であるため、よく判らない。

平瓦には厚手のものと薄手のものがある。凸面に

は縄叩き目、凹面には布目を残すものが多い。また、

凸面にハナレ砂が明瞭に残るものも多い。

これらの瓦は、遺構での共伴関係や瓦当面の形態

から、 11世紀後半頃~12世紀末頃までの間に比定で

地区 層位・ 遺構 軒丸 軒平 丸 平 報告No

c25 SD345上土坑？ 1 

c26 SD347 1 935 

e47 S E 3 7 7 1 921 

b54 SD390 1 

b54 SK408 1 

c58 SD 3 9 1 2 930 

c64 S D 3 9 1 1 1 

c69 SD 3 9 1 2 934 

c70 SD 3 9 1 1 925 

d72 SD398 1 

d74 SD402 1 936 

c75 包含層 1 

d75 SD 4 0 2 6 932 933 

d75 SK403 1 929 

c76 (SK2)不明遺構 1 

b77 S Z 4 0 9 1 

b78 S Z 4 0 9 1 

イ85 SK 4 4 1 2 5 

ロ85 SD 4 4 5 1 923 

ロ85 SD437 2 

ロ85 SD438 1 

a85 包含層 1 

ロ86 S Z 4 4 2 1 924 

イ87 S Z 4 4 2 1 

ロ87 S Z 4 4 2 1 931 

ロ88 S Z 4 4 2 3 5 1 927 922 926 

ハ88 S Z 4 4 2 1 5 7 928 

ハ88 包含層 1 

イ89 S Z 4 4 2 1 

,6. ロ 計
7 5 1 5 3 7 

6 4 

tab.31 瓦出土地点および数量（破片数）一覧表
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きるもの (921-926.930)、鎌倉時代頃のもの(927)、

室町時代頃のもの(928)がある。

なお、これらの瓦は、調査区内でも特に北部に多

い傾向にある (tab.31)。

③ 金属製品類

量的に多いのは釘である。中世墓と考えられるよ

うな土坑からは小刀も出土している。また、鉄鍋は

II期に相当する時期のものもあり、多量に消費され

ていた土師器鍋との関係が興味深い。 117は青銅製

品であるが、用途は不明である。

その他、調査区のほぼ全域から鉄鐸が出土してい

るが、量は少ない。

④ 石製品類

石鍋• 温石・紡錘車・硯•砥石などがある。紡錘

車(44)は広円面に渦巻き状の模様がある。この遺物

は古墳からの紛れ込みの可能性が高い。 82の石鍋は

外面に絵が描かれているようであるが、何の絵なの

かは判らない。温石(667)は半分ほど欠損している

が、石鍋の転用ではない。鎌倉では多く出土してい

るが、伊勢での出土は極めて珍しい。硯(223)は13

世紀前半頃の遺物と伴出しており、いわゆる四葉硯

の呈をなすものであろう。

2 蚊山地区出土の遺物
(fig. 39,...,,41) 

蚊山地区の出土遺物には縄文時代以前・中世•江

戸時代（以下、近世とする）の遺物がある。大部分

は近世でしかも瓦である。

a 縄文時代以前の遺物

S K507の付近からチャート剥片が出土したのみ

である。所り垣地区の調査例により、旧石器時代ま

で遡る可能性もある。

b 古墳時代の遺物

調査時点でB区と呼称していた字左郡から、須恵

器の壷の頸部が出土した(968)。客土層中の出土で

あり、谷を隔てて北にある左郡古墳群に伴うものが

何らかの要因で移動したものと考えられる。

c 中世の遺物

土師器類を中心に、陶器・磁器類も若干ある。時

期的には先の分類のIIb期が中心である。 948の天

目茶椀は中国製のものである。



d 近世の遺物

① 士器類

陶器のみで、瀬戸産の椀• 播鉢がある。瓦窯に伴

う焼土• 炭などが多く流入していた層に入っていた
⑮ 

もので、椀• 播鉢がある。藤澤良祐氏の編年による

と、播鉢(966)は17世紀後半頃に、丸椀(964.965)

は18世紀前半頃に相当すると思われる。

② 瓦

瓦窯・粘土採掘土坑• 円形土坑および包含層など

から出土している。量は多い。種類としては軒丸瓦・

鰹面戸瓦・軒桟瓦・桟瓦• 一文字瓦などがある。軒

丸瓦• 一文字瓦などは、一般的な家屋用の瓦という

よりは寺院等の屋根や塀に用いられるものではない

かと思われる。
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センター 1992) で、 10世紀後半~11世紀初頭の黒色土器と土

師器との関係のようにすでに見受けられる。このような場合、

「00系□□質土器」という用語を用いると、その用語に規定さ

れ、 00系とした「系譜」の方が強調され、口0質の方が客体

的なものであるという意識が生じる。実際、 00系を受け入れ

ることによって口口質が変革されることは事実としてある（吉岡

康暢「中世須恵器の研究」 1994)。しかし、エ人集団の性格は

多様なものを想定すべきで、口口質を生産するものが00系の

受入れに対して積極的に対応し、一定のエリア内での流通圏を

獲得するような動きを見せた場合、それは口□質であることこ

そが強調されねばならない。その意味からも、当報告で仮称す

る「瓦質系土器類」は、将来的にはエ人集団の性格を追求し

（南伊勢系土師器製作エ人の製品である可能性も考慮の必要があ

る）、その系譜を辿ることによって消滅させるべき呼び名なの

である。
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fig.32 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物(13) S Z 442上他 (1: 4) 
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fig.37 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物(18) 瓦 (1: 3) 
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fig.38 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物(19)瓦 (1: 3) 
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番号 実測 器種寺 出土 遺揖•層 取上時の 法量 阻竪• 技法の特筍 胎 土 煉成 色謳l残存度 備 考

醤号 グリット` 名など 名 称 (Cm)

1 249 須恩器 d7 22号墳 SDl （口）12.4 外；ロクロナデのち回転ケ 密0.5-2mmの 堅緻 淡青灰 口縁上部

-4 杯蓋 推定 ズリ 内；ロクロナデ 小石 ].、9

2 5-6 土師器 blO SD311 SDl （口）13.0 外；ナデのちヨコナデ 密 良好 明褐灰 口絃¥/3 2 :3号墳に伴うものてあろう
q: 内；ナデのちヨコナデ

3 6-2 土師器 blO SD311 SDl （口）12.4 外；ナデのちヨコナデ 密 良好 淡楼 ロ縁1/4 23号墳に伴うものであろう

i+ 内；ナデのちヨコナデ

4 74-1 土師器 C 11 SK310 SK1 (0)12.4 外；ナデのちヨコナデ 密 良好 淡楼灰 D緑2/3 23号墳に伴うものであろう

q （高）5 8 内；ナデのちヨコナデ

5 2-5 陶器小皿
e2 SK301 SKl （口）8.8 外；ロクロナデのち糸切り 密 堅緻 灰白 完存 山皿 内面に自然釉付溢

（高）1. 7 内；ロクロナデ

6 2-3 土師小器lill e2 SK301 SKl 
（口）8 4 外；オサエ・ナデ 密 良好 楼 完存 塁さ39g

（高）t. 2 内ナデ

7 2-6 土師小器皿 e2 SK301 S
Kl (0)7.8 外；オサエ・ナデ 密 良好 灰褐 完存 雷内面に籾殻付溢

（湛）0.9 内；ナデ さ22g

8 2-4 土師器 e2 SK301 SKl （口）8 6 外；オサエ・ナデ 密 良好 灰褐 完存 重さ32g

這耐Illl
（高）1 6 芭外 ；ナデ， 2-7 e2 SK301 SKl （口）13.3 ；オサエ・ナデ 密 良好 灰褐 ほぼ完存 霊さI鉛 g011定）

皿 （高）2.9 内；ナデ

10 9-1 土師器 e2 SK301 SKl （口）14.3 外；オサエ・ナデのちD絃 密 良好 灰褐 ほぼ完存 賃さ157g(推定）

皿 （高）2.6 部にヨコナデ内；ナデ

It 2-9 土師器 e2 SK301 SK2 （口)13.8 外；オサエ・ナ内デの：ち口縁 密 良好 灰褐 完存 菫さ155g

皿 （高）3.2 部にヨコナデ ナデ

12 2-8 土師器 e3 SK302 SKl （口）11. 0 外；オサエ・ナデのち□縁 密 良好 灰褐 2/5 

皿 （湛）2.3 部にヨコナデ内；ナデ

13 2-2 土師器 e3 SK302 SKl (0)11.4 外；オサエ・ナデのちD縁 密 良好 灰褐 完存 璽さ57g

皿 （高）2. I 部にヨコナデ内；ナデ

14 2-1 土8ili器 e3 SK302 SKl （口）11.8 外；オサエ・ナデのち口縁 密 良好 灰褐 完存 菫さ62g

皿 （高）2 . .11 部にヨコナデ内；ナデ

15 3-4 土師器 c9 SK307 SKl （口）11.4 外；オサエ・ナデのち0縁 密0.5-2叩の 良好 乳褐灰 4/5 

皿 （高）2 5 部にヨコナデ内；ナデ 小石（多）

16 9-4 士8ili器 e7 SK303 SKl （口）8 2 外；オサエ・ナデ f.!l0.5-2mmの 軟 淡楼 9/10 

小皿 （高）t 4 内；ナデ 小石

17 51-7 土8iti器小皿 e7 SK303 SKl 
（口）g 0 外内 ；オサエ・ナデ 密小0石.5（-多1四）の 良好 淡楼 J/2 

（高）1. 5 ・ナデ

18 9-5 土師器 e7 SK303 SKl （口）12.0 外；オサエ・ナデのちD縁 密 良好 淡楼 l/3 

皿 （高）2 9 部にヨコナデ内；ナデ

19 9-3 土師器 e7 SK303 SKl （口）24.0 外；オサエ・ナデのちD縁 祖 良好 淡ほ 口縁l/3

土師器錯鋼
郵外：：ョコナデ 内；ナデ

20 9-2 e7 SK303 SKl （口）24.2 ；オサエ・ナデ・ハケメ 祖 良好 淡黄fi 口縁l/5

のちヨコナデ内；ナデ

21 11-2 土師器 d7 SD304 SDl （口）7 9 外内 ；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -l mm の 良好 楼 完存 重さ27g

小皿 （高）1. 4 ；ナデ

22 11-3 土Bili器 d7 SD304 SDl （口）13.2 外；オサエ・ナ内デのち0縁 小密0石. 5 -l mm の 良好 淡淡黄黄楼～ 
l/2 歪大きい

皿 （高）3.3 部にヨコナデ ・ナデ

23 252- 陶器 b7 SD304 SDl （高台） 外台；ロクロナデのち糸切り 密小0石. 5 -2 mm の 堅緻 淡灰 高台l/2 山茶椀瀬p北部系

2 椀 5.9 高にナデ内；oxin・、
24 姦2— 陶器 d7 SD304 SDl (0)6 6 外；ロクロナデのち底部に 密0.5-lmmの 堅緻 淡褐 D*il/2 瀬p北部系 内面に朱が付着し

I 入子 （高）2 3 ヘラナデ 内；ロクロナデ 小石 ており、紅皿と思われる。

25 53-2 瓦質土器 c7 SD304 SDl （口）一 外；ナデのちスタンブ文・ 密0.5-3111111の 良好 暗灰 D縁部片

火舎 綸花 内；ナデ 小石

26 254- 這器鎮 d7 SD304 SDl 
(0)一 外内 ；ヨコナデ 小密石0.5-2nvnの 良好 淡褐 □縁部片 外面に煤付着

2 • ョコナデ
27 52-2 土師器 c7 SD304 SDl (0)21.0 外；ナデのちヨコナデ 密0.5-lrrvnの 良好 淡樗 口縁l/10 外面に煤付着

鎮 内；板ナデのちヨコナデ 小石

28 11-1 

門土師姦
d7 S0304 SDl (0123.4 外；オり1・ザ‘のちヨJガ-. , 密0.5-Smmの やや軟 淡黄灰 口縁2,-5 外面に煤付着

~ ゴJ 内；ナデ 小石（多）

29 10- b8 SX305 SKl (Ol8.3 外；オサエ・ナデ 密 やや軟 明樗灰 完存 成形痕残る

10 小皿 埋葬施設 （高）1.5 内；ナデ 璽さ37g

30 10-3 
土8i!iヽ器l、11D b8 埋S罪X施3沿05 SK1 （口）8.1 外；オサエ・ナデ

柑0.5-2mmの 良好 淡贄+i 9,10 30-32• 34• あは、手法・胎土

（裏） I. 4 内；ナデ 小石（多） が共通する。

31 10-4 土師小器IIIl b8 婢S五Xi茄3拾05 
SKl （口）8 2 外；オサエ・ナデ f.ll.小0石.S（-各2nm）の 良好 淡黄楼 完存 重さ28g

（清）t 4 内・ナデ

32 10-1 
土師小器皿 b8 埋S葬X施3設05 

SK1 （口）8.0 外内 ；オサエ・ナデ 祖小0 . S -4 mm の 良好 淡黄fi 完存 重さ28g

（高）t 5 ；ナデ 石（各l

33 51-8 土師器 b8 SX305 SKl （口）8.0 外；オサエ・ナデ 密 良好 淡楼 9/10 

小皿 埋葬施設 （高）1.1 内；ナデ

34 10-2 土師小器1lD b8 SX305 S
Kl <0)8.1 外；オサエ・ナデ 小9且0.S-2mmの 良好 淡黄楼 完存 旦さ33g

埋西施設 （湛）1 5 内；ナデ 石（多）

35 10-5 土師器 b8 SX305 SKl （口）8 0 外；オサエ・ナデ fll.0.5-2mmの 良好 淡黄楼 完存 亘さ37g

小lilJ 涸茸茄玲 （高）1 5 内；ナデ 小石（多）

36 10-6 土師器 b8 SX305 SKl （口）14.9 外；オサエ・ナデのちヨコ 祖0.5-3111111の 良好 淡黄楼 9/10 璽さ140g(推定）

皿 埋耳施設 （憑）3.4 ナデ 内；ナデのち3Jナず 小石（多）

37 紀—4 土師器 b8 SX305 SDl （口）14.0 外；オサエ・ナデのちヨコ 密 良好 淡黄楼 ¥/6 

皿 周溝 （高）2 5 ナデ 内；ナデのち3]ナテ‘

38 7-1 土師器 b8 SX305 SDl （口）ー 外；ヨコナデ 密 良好 明楼灰 □絃部片 外面に煤付着

鋼 周溝 内；ヨコナデ

39 23-2 磁器 b8 SX305 SKl （口）12. 4 外；ケズリ出し高台、阻刻密 竪緻 釉； 完存 青磁籠泉窯系

祝 堕sx施投 湛高i>5 6 
蓮華文ズ刻花内リ文出；蕉し葉文

淡緑

40 7-5 磁器 b8 305 SDl （ムol 外；ケ 高台 密 竪緻 釉； 高台完存 青磁

控 周溝 5 ll 内・ 阻 溶給 椀部は意図的な打ち欠きか

41 3-2 陶器 b8 SX305 SDl （口）15.S 外付；〇刀ナすのち糸切り、貼 9且 堅緻 淡灰 口縁l/4 山茶椀 猿痕投・知多

控 周溝 （高）4.4 り け高台内； 0?Dナテ`‘ 高台に籾穀

42 3-1 陶器 b8 SX305 SDl (0)15.5 外；ロ?CJ:tテ1 のち糸切り、貼 $.11.0.5-4mmの 堅緻 淡灰 D縁¥/4 山余祝知多

視 周溝 （憲）5.3 り付け恵台内； o,o,r 小石 高台に精殻痕

43 23-1 陶器 b8 SX305 SDl （口）16.1 外； O冗ナテ` のち糸切り、貼 小密0石. 5 -2 mm の 駐緻 淡灰 口捐縁一部 山台茶椀裏 知書多 高台に精殻痕

椀 周溝 （高）5.7 り付け湛台 内；ロク0ナテ`‘ 欠のみ 高 に墨「中」

44 13名 石製 blO SK308 SKl （底）4 0 J頁部無文、側面2条の線刻 淡緑灰 完存 沿石製 古頃に伴うものかも知

紡通室 N,, 9 （高）1.6 底部放射状・楳旋状の線刻 れない 重さ28g

45 13-5 士製 blO SK308 SKl （長）5.8 外；オサエ・ナデ 密 良好 淡褐 完存 重さ約15g

籍 No 5 （幅）1 8 内；円控状具の抜き痕

tab.10 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (1)
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番号 実測 器種等 出土 遺揖•層 取上時の 法量 咀竪• 技法の特筍 胎 土 燎成 色弧 残存度 漏 考

番号 ゲリット` 名など 名 称 (Cm)

-46 5-3 土師器 blO SK308 SKl （口）7 9 外；オサエのちナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 完存 且さ20g

1J、IID No.4 （高心8 内；ナデ 小石

47 6-4 土師小器皿 blO 
SK308 SKl （口）7.0 外；オサエのちナデ 密 良好 淡黄摺 約].・・2

（溶） I 1 内；ナデ

-48 5-2 土師器 blO SK308 SKl (0) 12. 3 外；オサエのちナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 4.-・5 

皿 No.2 （高）2 6 内；ナデ 小石

49 51-6 土師器 blO SK308 SKl （口）11. S 外；オサエのちナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 ほぽ完存 重さ51g (推定）

皿 No.3 （高）2.6 内：ナデ 小石

50 5-4 土師器 blO SK308 SKl (0)11.8 外；オサエのちナデ 密0.5-Jmmの 良好 淡褐灰 g,-10 重さ65g(推定）

皿 No.1 （高）2 7 内；ナデ 小石

51 Sl-S 土師器 blO SK308 SKl <0)12.2 クト；オサエのちナデ 小密0石. 5 -! mm の 良好 淡黄楼 ¥,、2

nn No.6 （漬）2 8 内；ナデ

52 S-t 土師器 blO SK308 SKl （口）11. 3 外；オサエのちナデ 密0.S-3mmの 良好 淡黄楼 ほぽ完存 菫さ61g(推定）

皿 No.7 （高）2.5 内：ナデ 小石

53 80-2 土師器 blO SK308 SKl (0)11.2 外；オサエのちナデ 坐祖密00 .. 5 5 -l mm の
良好 淡黄楼 ほぼ完存 重さ62g(推定）

nn No.8 （高）2.6 内；ナデ｀工具のアタリ

54 お3- 土師器 blO SK308 SKl （口）一 外；ナテ-. ,w.~ のちヨJナ,...,.ヌ` -3m,nの 良好 淡茶灰 l/5 3片を図上復冗

8 鎖 リ外；板t!やのちヨJザ'.,かJ小石

55 6-S 土師器 blO SK308 SKl （口）23.4 外；オサエのちヨコナデ 密0.S-2mmの 良好 暗黄楼 1/8 外面に煤付着

鉗 内；ナデのちヨコナデ 小石

56 翌-I 陶器 b10 SK308 SKl （口）認.6 外；匝転ザ` ‘のち回転ケズ‘リ 密0.5-21l111の 堅緻 灰 1/J0 

ねり鉢 内・ 回転ナデ 小石

57 8-& 土師器 b17 SK317 SKl （口）8 6 外；オサエ・ナデ 密05-1四の 良好 暗楼 完存 璽さ34g

小皿 （高）1 4 内；ナデ 小石

58 8-2 土師器 b17 SK317 SKl (0)7.6 外；オサエ・ナデ 密0.5-ll!lllの 良好 暗楼 完存 豆さ23g

小皿 （高）I 2 内；ナデ 小石

59 4-2 土師器 b17 SK317 SKl (0>8.0 外；オサエ・ナデ 密05-l!Mlの 良好 暗楼 完存 旦さ36g

小皿 （忍） 1 3 内；ナデ 小石、赤色粒

60 1-6 土師器 b17 SK317 SKl （口）8.2 外；オサエ・ナデ 密0.5-Immの 良好 淡償 完存 重さ24g

小皿 （高）t.2 内；ナデ 小石

61 4-5 土師器 b17 SK317 SKI （口）7 8 外；オサエ・ナデ 密0.5-lrllllの 良好 淡捻 完存 重さ認g

小皿 （高）1 4 内；ナデ 小石

62 .4-1 陶器 b17 SK317 SKl （口）8 7 外； O尤ナデのち糸切り 密0.5-lmmの 堅緻 淡褐灰 1べ3 山皿

小皿 （濤）1 9 内・ロクロナデ 小石

63 お3- 陶器 b17 SK317 SKl （口）16. I 外； D?CJH"のち糸t}Jり、高 密05-3mm(/) 堅緻 淡灰 l/3 山余祝（知多）

6 祝 （湛）5 I 台に3JH. 内； O?O:t;-・ 小石 高台iこ積穀痕

64 8-4 陶器 b18 SK317 SKl (0)8.4 外； O?O:tt"のち糸切り 密0.5-lmmの 堅緻 淡灰 完存 山皿

小皿 （高）I.'7 堕外 ；〇クロナデ
生密0 . 5 -l mm の65 8-3 陶器 b18 SK317 SKl （口）10.2 ; D?Oナrのち糸切り 堅緻 淡灰黄 2-'5 山1lll

小皿 （高）2 3 内；ロクロナデ 小石

66 8-1 土師器 bl7 SK317 SKl (0)14.2 外；オり1・ザ` の`ちヨコナラ‘‘ 密0.5-2mmの 良好 淡楼 ほぽ完存

nn （高）3.0 内；ナデ 小石

67 8-6 土師器 b18 SK317 SKl （口）13.4 外；オり1・ザ‘のち3]ザ‘ 密0.5-21TVOの 良好 淡楼 4,-5 

皿 （京）3.0 内；ナデ 小石

68 8-7 土師器 b18 SK317 SKl （口）13.7 外；オり1・ザ`‘のち3Jt'f" 小密石0.5-2mmの 良好 淡黄楼 完存 重さ112g

皿 （高）2 7 内；ナデ

69 1-4 土師器 bl7 SK317 SKl (0)¥3.t 外；オり1・ザ`‘のち3]ザ`‘ 密0.5-2mmの 良好 暗楼 完存 重さl?2g

皿 （高）2 6 内；ナデ 小石

70 1-5 土師器 bl7 SK317 SKl （口）11.2 外；オり1・ザ‘のち3]ザ`‘ 密0.5-lmmの 良好 淡黄捨 口縁完存

皿 （高）2 5 内；ナデ 小石

71 15-4 砥石 b18 SK317 SKl （幅）2 6 両曲欠1負、全面に使用痕
粘板岩梨

72 8-8 土師器 b18 SK317 SK1 (0)一 外；オサエのちヨコナデ l.!10.5-3nvnの 良好 暗捻 口紐部片 外面に煤付着

鎮 内；ナデのちヨコナデ 小石

73 .<1-3 土師器 b17 SK317 SKl （口）⑳. 8 り卜；オり1、ナテ`‘、ク;("')、ヨJナテ`‘ 祖0.5-2mmの 良好 暗樗 口縁l/5 外面に煤付着

鍋 内；オりI、tデ、 ヨコナテ`‘ 小石

74 51-3 土師器 c17 SK318 SKl (0)7.8 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 完存 亘さ23g

小皿 No.6 （高） I 4 内；ナデ 小石

75 51-3 土師小器皿
c17 SK318 SKl （口）7.6 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 完存 内面に布目痕あり

No.4 （高）1.2 内；ナデ 小石 重さ19g

76 1-2 土師器小皿 c
17 SK318 SKl (0)7 8 外；オサエ・ナデ 小密0石. 5 -l mm の 良好 淡楼 ほぽ完存

No. l （嵩）1 2 内・ ナデぽ？目？）

77 SJー1 土師器 c17 SK318 SKl (0)11.8 外；オり1・ザ‘のち3Jtテ`‘ 小密0石. 5 -l mm の 良好 淡黄楼 〇絵l/5

llil No.5 （意）2 8 内；ナデ（エ具で縦方向）

78 1-1 土師器 cl? SK318 SKl （口）11. 9 外； 1り1・ザ` のちヨJナテ`` 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 完存 霊さ57g

皿 No 3 （湛）2 4 内；ナデ 小石

'79 15-3 土8ili器 cl7 SK318 SKl (0)ー 外；ナデのちヨコナデ 密小0石. 5 -I IMI の 良好 暗黄楼 D縁部片 外面に煤付誓

鉗 内；ナデのちヨコナデ

80 253- 土師器 c18 SK320 SKl (0)- 外；ヨコナデ 密0.5-2nvn(JJ 良好 暗黄楼 口縁部片 外面に煤付着

10 譴 志布 内・ ヨコナデ 小石

81 1-3 土師器 c18 SK320 SKl (0) 11.2 クト；刀り1・ザ`‘のちヨJザ`` 小密0石. 5 -l mm の 良好 淡黄楼 ほぼ完存

皿 （高）2.5 内；ナデ

82 53-1 石製 c18 SK320 SKl （口）21. 0 外；墳方向のケズリ 褐灰 口緑l/5 沿石梨外面鍔下に煤付着

鋼 南西 内；縦方向のケズリ 外面に線刻の絵画？あり

83 55-5 土師器小皿 c
18 SK321 SK2 (0)7.9 外；オサエ・ナデ 密0.5-2rrmの 良好 暗黄楼 1/10 

No.9 （高）t 3 内；ナデ 小石

84 18-5 土8i!i小器皿 c18 SK321 SK2 
（口）8.0 外；オサエ・ナデ 密0.5-1面 (J) 良好 淡黄 完存 且さJ9g

南西 （高）1 4 内；ナデ 小石

85 18-6 磁器 c18 SK321 SK2 (0)16.1 外内 ；昭刻蓮弁文のち釉 密 堅緻 釉； t'J 口縁¥/6 青磁龍展窯系

搾 南西 ；釉 -7・ 灰

86 55-3 土師器 c18 SK321 SK2 （口）11. 7 外；オりl・ザ`‘のち3Jtデ‘ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 口縁1/2

皿 No.7 （高）2.4 内；ナデ 小石

87 18-1 土師器 c18 SK321 SK2 （口）11.8 外；オり1・ザ‘のちヨJナデ‘ 密0.5-2mmの 良好 灰臼 口縁7/8

皿 No.2 （高）2 S 内；ナデ 小石

88 SS-6 土師器 c18 SK321 SK2 （口）11. 4 外；オりI・ザ` のちヨJザ‘ 小密0石. 5 -2 mm の 良好 淡黄 口縁l/3

皿 No.11 （高）2 4 内；ナデ（エ貝）

89 蕊 -4 土師器 c18 SK321 SK2 （口）ll.6 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 口縁¥/2

皿 No.8 （高）2.5 内；ナデ 小石

90 18-4 土師器 c18 SK321 SK2 （口）11. 3 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 完存 菫さ56g

皿 N,::,.4 （高）2 7 内；ナデ 小石

tab.11 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (2)
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番号 実測 器種等 出土 i.l構・層 取上時の 法量 囮竪• 技法の特笥 胎 土 煉成 色調 残存度 備 考

番号 グリット` 名など 名 称 (Cm)

91 18-2 土師器 c18 SK321 SK2 (0)11.6 外；オサエ工・ナ且デ 粗小0石. 5 -3 nm の 良好 淡黄橙 □縁3/A

皿

｀ 
No.5 （高）2 4 内；ナデ（ ） 

92 19-1 土師器組 c18 SK321 S北K東2 
(0)27. 1 外内 ；オり1のちn,メのちヨJげ` 祖小0石.5（-多2叩）の やや軟 灰黄褐 口縁¥/6 外面に煤付着

・オり1・ザ`‘のちョコtr
93 19-2 土師器 c18 SK321 SK2 (0)27.3 外；オり1のちll'.1メのちヨJザ` 祖0.5-2mmの やや軟 褐灰 □縁t,6 外面に煤付羞

蔀 北東 内；オり1・サ‘‘のちヨJザ‘ 小石（多）

94 お3- 土師器 c19 SK330 SK2 （口）一 外；ヨコナデ 祖0.5-2mmの 良好 淡褐 D緑部片 外面に煤付着

11 鎖 北 内；ヨコナデ 小石

95 名'>2- 磁器 c19 SK329 SKl (0)8.0 外；阻枯刻文口縁、口縁籍部無釉 密 竪緻 釉・白 口縁¥/10 青D禿白磁 景徳蹟窯系？

3 合子 西 内； ｀ 部無 ～；＂ 

96 21-1 土師器 b20 SK335 SKl （口）11. 8 外内 ；オサエ・ナデ 小密0石. 5 -4 mm の やや軟 淡黄楼 口縁l/4

皿 （高）2.5 ・ナデ

97 21-2 土師器 b20 SK335 SKl (0>8.0 外；オサエ・ナデ 密0.5-2面の やや軟 淡黄楼 D絃l/2

小皿 （高）1.0 内；ナデ（エ具） 小石

98 21-3 土師器 b20 SK335 SKl （口）一 外；ヨコナデ $.11.0.5-211111の 良好 暗黄楼 口絃部片 クト面に煤付着

鉗 堕外 ；ヨコナデ 藉小石-2mmの
99 蕊4- 土師器 b20 SK335 SKl （口）一 ；オサエのちヨコナデ 良好 淡褐 □縁部片 外面に煤付着

1 鎮 内；ナデのちヨコナデ 小石

100 21-4 磁器 b20 SK335 SKl （口）一 外；釉 密 堅緻 釉；灰ォ 口縁部片 青磁龍泉窯系

椀 内；阻刻文、釉 リー7"

101 21-5 磁器 b20 SK335 SKl （高台） 外；蓮弁花文文` 釉、釉
密 堅緻 釉；オリー 高台¥/4 青磁龍泉窯系

椀 4 8 内・ 阻胡 r黄
102 ぷl-4 陶器 b20 SK335 SKl （高台） 外； o?Oナデのち糸切り、貼 *.ll.小0石.5-21Mlの 堅緻 灰白 高台¥/,S 山茶椀高台「に籾殻痕

椀 6.1 り付け高台 内；回転ナテ`‘ 底部に墨書 あたや」？

103 お7- 陶器 b20 SK335 SKl .' 外；ナデのち押印文 $.ll.0.5-dmmの 堅緻 淡赤灰 体部片 常沿 押印文から恵坂窯産と見

I 内；ナデ 小石 られる

104 20-3 瓦器 b21 SE337 SKl （口）9 I 外；ナデ・ヨJナデのち甜・;、 密0.5-2nvnの 良好 暗灰 高台l/4 大to?

小椀 南西 （高）3 6 高台J¥リッヶ 内；・ザ‘‘のちミカ"; 小石

105 54-5 土師器 b21 SE337 SEl （口）7 3 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 口縁J/2

小皿 3層 （高） I l 内；ナデ 小石 黒褐

106 20-1 土師器 b21 SE:337 SEl (0)8 0 外；オサエ・ナデ 密0.5-1面の やや軟 淡黄楼 口縁1/2

小皿 南西 （高） 1 0 内；ナデ 小石

107 13-2 土師器 b21 SE337 SE4l 層
(0)7.8 外；オサエ・ナデ 小密石111.5-lmmの 良好 淡黄楼 完存 菫さ26g

小皿 （高）1.0 内；ナデ
108 38-2 土師器 b21 SE337 SEl （口）12 3 外；オり1・ザ‘のちヨJザ‘ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 口娃¥/4

皿 堀形 （高）2 3 内；ナデ 小石

10!) 54-8 磁器 b21 SE337 SEl （口）12.4 外；施釉 密 堅緻 灰臼～ ロ縁¥/10 臼磁 D禿

皿 南西 外内9●● ；； 施施釉釉 酎110 38-4 磁器 b21 SE337 SEl （口）11. 3 密 竪緻 ¥/4 青磁 高台接地面のみ施釉なし

杯 4層 （高）3.9 内；施釉 淡緑灰 器壁一部赤変

Ill 38-3 磁器 b21 SE337 SEl （口）一 外；阻釉刻蓮弁文のち施釉 密 堅緻 釉； 口縁部片 青磁龍泉窯系

椀 内；施 淡緑黄

112 55-9 磁器 b21 SE337 SEl （口）一 外；施釉 密 堅緻 白 口絃部片 臼磁景徳積窯系

椀 北東 内・ 陽刻花・雹文のち施釉 D禿

113 193- 磁器 b21 SE337 SKl （底）5.4 クト； 1i包象囲 密 堅緻 白灰 底部2/3 白磁底部にも薄く施釉

3 皿 北東 内；施釉

114 20-2 土師器 b21 SE337 SEl （口）ー 外；ヨコナデ ＄且0.5-lmmの 良好 淡黄楼 口縁部片 外面に煤付着

鋼 南西 内；ヨコナデ 小石

115 お3- 土Gili器 b21 SE337 SEl （口）一 外；ヨコナデ 柑0.5~1111nの 良好 淡余灰 口絃部片

9 鋼 北西 内；ヨコナデ 小石

116 251- 鉄製品組 b21 SE337 SK南l東
（口）29.4 口縁J/8

t 
117 おt- 銅製品 b21 SE337 SKl （幅）3.1 

5 用途不明 南東

118 淀—5 陶器 b21 SE337 SE2 （口）ー 外；ナデのちヨコナデ 小祖0石. 5 ~ 3 1111l の 竪緻 淡灰 D縁l/10 常沿 外面に灰釉のような自

D 
S“ E2 芭外 ；ナデのちヨコナデ 開

119 39ー1 陶器 b21 SE337 (0)32.0 ; >)'. 以・ナデ‘のちヨJナテ` 祖0.5-ll!Yllの 堅緻 淡赤褐 □縁j/4

旦 内；ズり1・ザ‘のちヨコナデ 小石

120 38-6 陶器 b20 SK334 SK2 （口）一 外；ナデのちヨコナデ 9且0.5-tnvnの 駐緻 灰赤褐 D絃部片 常沿荏

D 内；ナデのちヨコナデ 小石

121 14-9 
土師小器皿

b22 SD341 SDl （口）7 2 外内；オサエエ・且ナデ） 小密0石. 5 -l mm の 良好 淡黄楼 ほぼ完存 重さ17g(措定）

N0.72 （高）1.1 ：ナデ（

122 14-4 土師小器IIll b22 SD3
41 SDl (0)7 8 外；オサエ・ナデ） '密]ヽ0石.5-lmmの 良好 淡黄楼 ほぼ完存 望内面のエ具C痕Iせは弧）状を呈す

N0.60 （恵） I 1 内；ナデ（エ具 さ19g 定

123 14-3 土Sifi器 c22 SD341 SDl (0)8.2 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄屈 完存

小皿 N0.16 （高）1 2 内；ナデ 小石

124 16-1 土師小器皿 b22 8D34
1 SDl （口）7.9 外内 ；オサエ・ナデ 小密0石. 5 -l avn の やや軟 淡黄楼 完存 菫さ18g

N0.11 （高） 1 0 ；ナデ

125 12-5 土師器 b22 S D:.'l41 SDl （口）8.0 外；オサエ・ナデ 密0.5-lllmの 良好 淡楼灰 完存 莞地接合痕あり

小皿 N0. 49 （裔）1 2 内・ ナデ 小石 雷さ25cr

126 14-8 土師器 c22 SD341 SDl (0)7 4 外；オサエ・ナデ 密05-lmmの 良好 淡黄楼 ほぽ完存 璽さ23g(推定）

小皿 N0.S （高）I 0 内；ナデ（エ具） 小石

127 28-1 土師器 b22 SD341 SDl （口）8.4 外；オサエ・ナデ 密0.5-lnmの 良好 淡黄楼 ほぼ完存 豆さ25g(推定）

這 i!ID N0.38 （高）1 0 芭外 ；ナデ
小吾0石. 5 -2 nm の128 79-t b22 SD341 SDl （口）7 8 ；オサエ・ナデ 良好 淡黄楼 完存 重さ24g

小皿 N0. 安 （湛）1 0 内；ナデ 小石

129 28-2 土師器 c22 8D341 SDl （口）8.0 外；オサエ・ナデ 密0.5-lnmの 良好 淡黄楼 ほぼ完存 旦さ24g(措定）

土師饂器
（高）I 2 ~外 ; ナデ 小石

130 77-2 b22 SD341 SDl （口）7 4 ；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 完存 豆さ21g

小皿 N0. ぉ （高）1 1 内；ナデ 小石

131 16-7 土師小器皿 b22 
SD341 SDl （口）7 9 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの やや軟 淡黄褐 完存 重さ25g

1"'1.85-2 （高） I 2 内；ナデ 小石

132 16-4 土師器 b22 SD341 SDl （口）II. 7 外；オサエ・ナデ 密0.5-211111の やや軟 淡黄褐 完存 豆さ61g

皿 N0.83 （窟）2.8 内；板ナデ 小石

133 16-3 土師器 b22 SD341 SDl （口）12.0 外；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -2 nvn の やや軟 乳褐 完存 璽さ67g

皿 N0.79 （湛）3.3 内；ナデ

134 14-7 土師器 c22 SD341 SDl （口）12.3 外；オサエ・ナデ 密0.5-2nvnの 良好 淡楼 3/5 

皿 （高）2.3 内；ナデ 小石

135 16- 土師器 c22 SD341 SD1 （口）12.3 外；オサエ・ナデ 密05-2mmの やや軟 淡黄褐 完存 重さ70g

10 皿 N0.17 （忍）2 8 内；ナデ 小石

tab.12 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (3)
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番号 実測 器種等 出土 遭構・層 取上時の 法量 祖竪• 技法の特筍 胎 土 煉成 色埠 残存度 備 考

番号 グリット` 名など 名 称 (Cm)  

136 14-6 土師器 c22 SD341 SDl （口）11. 7 外；オサエ・ナデ 密小0石. s ~ 1 mm の 良好 淡楼 ほぽ完存

皿 N0. 10 （高）2 4 内；ナデ

137 77-t 土師器 b22 SD341 SDl （口）12.2 外内 ；オサエ・ナデ 密0.5-1叩の 良好 淡黄捻 完存 重さ72g

皿 N0. 1 （高）2.4 ・ナデ 小石

138 28-3 土師器 c22 SD341 SDl （口）12.0 外；オサエ・ナデ 小密0石. 5 -I mm の 良好 淡黄橙 ¥/2 

皿 （高）2 6 内；ナデ

139 12-3 土師器 c22 SD341 SDl （口）12.2 外；オサエ・ナデ 密0.5-lnmの 良好 淡樗灰 ほぽ完存 内面のエ且痕は弧状を呈す

!Ill N0. 2 （高）2.6 内；ナデ（エ具） 小石 重さ72g

140 14-5 土Bili器 b22 SD341 SDl （口）12.2 外；オサエ・ナデ 密0.5-tmmの 良好 淡黄楼 完存 重さ7Sg

皿 N0.65 （高）2 I 内；ナデ 小石

141 16-6 土Bili器 b22 SD341 SDl (O)tt.9 外内 ；オサエ・ナデ 密0.5-111111の やや軟 淡黄楼 完存 璽さ63g

皿 N0.85-1 （高）2 4 ・ナデ 小石

142 16-8 土師器 b22 8D341 SDl (0)11 1 外；オサエ・ナデ 密0.5-111111の やや軟 淡黄 完存 外面底に板状圧痕

皿 N0.85-2 （高）2.4 内；ナデ 小石 重さ56g

143 16-2 土ftili器 b22 SD341 SDl （口）12.1 外；オサエ・ナデ 密0.5-llllllの やや欽 淡黄楼 完存 重さ65g

皿 N0.27 （高）2.7 内；ナデ 小石

IAA 12-6 土8ifi器 c22 SD341 SDl （口）t t. 7 外；オサエ・ナデ 密0.5-lllVIIの 良好 明捻灰 完存 D緑部に油煙痕

皿 N0. 6 （高122 内；ナデ 小石 重さ66g

14S 12-1 土師器 b22 SD341 SDl （口）11. 5 外；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -l mm の 良好 淡褐灰 口縁3/4

皿 N0. 71 （高）2 . .4 内；ナデ

146 16-5 土師器 b22 SD341 SDl （口）11. 9 外内 ；オサエ・ナデ 密小0不. 5 -l mm の やや軟 淡黄償 完存 重さ63g

!ID N0.85-1 （高）2 8 ・ナデ

147 12-2 土師器 b22 8D341 SDl （口）12.2 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡楼灰 完存 望さ68g

皿 N0.54 （高）2.5 内；ナデ 小石

148 12-4 土師器 b22 SD341 SDl （口）11. 2 外；オサエ・ナデ 密0.5-lllll1の 良好 淡褐灰 ほぼ完存 夏さ56g(措定）

皿 N0.49 （高）2.2 内；ナデ 小石

149 12-7 土師器 b22 SD341 SDl （口）12.2 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡捻灰 〇絃l/6

皿 N0 47 （高）2 0 内；ナデ 小石

150 頷-4 陶器 c22 SD341 SDl （口）14.8 外；〇クロナデ 密0.5-2mmの 竪緻 灰臼 口縁l/4 山茶椀

椀 内；ロクロナデ 小石 □縁部に自然釉

ISi 蕊-2 磁器 b22 SD341 SDl （口）16.8 外；阻刻蓮弁文のち施釉 密 堅緻 釉 口縁J/10 青磁龍泉窯系

椀 N0.S1 内；施釉 淡緑灰

152 ⑳ -5 這器鑢 c22 SD341 
SDl （口）14.<3 外； j-j"•I、'1メのちヨJザ‘ 9且0.S-2mしの 良好 淡茶灰 口縁¥/5 外面に煤付着

内・ナデのちヨコナデ 小石

153 お-3 土師器 d25 SD345 SD2 （口）t t 4 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの やや軟 淡黄褐 ほぽ完存 豆さ66g(措定）

!Ill （湛）2 8 内；ナデ（エ且） 小石

154 お—8 土師器 c25 SD345 SDl （口）12.4 外；オサエ・ナデ 密0.5-2四の 軟 乳褐 完存 亘さ56g

皿 （高）2 5 内；ナデ
麟密0 . 5 -2 mm の155 お3- 土師器 d25 SD345 SD2 <0>12.0 外；オサエ・ナデ 良好 礼褐 口縁完存

3 lIII （湛）2 3 内；ナデ 小石

156 26-2 陶器 d25 S0345 SD2 （高台） 外； D?Dザ｀のち糸切り、高 密小0石.5-2叩の 竪緻 淡灰 高台完存 山茶祝（知多？）

椀 7 2 台に3]ナテ` 内； O?Oザ 高台に籾殻痕

157 26-4 陶器 d25 SD345 SD2 （高台） 外； O?Oナテ＂の内ち： 糸0tJl•.? 、 高 小祖石0.5-3mmの 堅緻 淡灰 高台完存 山余椀 高台「大に籾」殻痕

椋 7 0 台にヨJH" '.}[)ガ` 支公iこ墨書

158 253- 陶器 b25 SD345 SDl (0)一 外；ヨコナデ 柑0.5-4mmの 堅緻 暗赤灰 口縁部片 常沿産

I 0 内；ヨコナデ 小石

tS9 姦 -3 磁器 c25 SD:345 SDl (0)17.2 外；P! 刻蓮弁文のち施栢 密 堅緻 釉 口縁J/5 青磁龍泉窯系

椀 内；施釉 淡緑青

160 54-6 磁器 c25 SD345 SDl (0)一 外；陪刻蓮弁文のち施釉 密 堅緻 釉 ロ縁部片 青磁龍泉窯系

祝 （上） 内；施釉 淡緑黄

161 54-9 磁器 e25 SD345 SDl （高台） 外；陰刻蓮弁文し高の台ち施、釉 密 堅緻 釉 高台l/4 青磁龍泉窮系

椋 5 0 内ケズリ出 施釉 緑灰

162 蕊—l 磁器 d25 SD345 SD2 （高台） 外；施釉 密 堅緻 釉 高台2/S 青磁龍泉窯系

椀 5 6 内；ケズリ出し高台、施柏 緑灰

163 25-7 土師器 c25 SD345 SDl （口）19.3 外；ハケメのちヨコナデ 祖0.5-2111111の 良好 淡褐 口縁¥/8 外面鍔以下に煤付着

羽釜 内；ナデのちヨコナデ 小石

164 お3- 土師器 c25 8D345 SDl （口）一 外；ヨコナデ 密0.5-lmmの 良好 淡余灰 0往部片

5 鎮 内；ヨコナデ 小石

165 25-5 土師器 c25 SD345 SDl （口）29.2 外；ナデのちヨコナデ 祖0.5-2mmの 良好 淡褐 口縁¥/$

銀 内；ハケメのちヨコナデ 小石

166 お—6 土師器 c25 SD345 SDl (0)30.4 外；ナデのちヨコナデ t且0.5-:?mmrJJ 良好 淡褐 口縁l/8 外面に煤付着

錆 内；ナデのちヨコナデ 小石

167 おー4 土師器 c25 8D345 SDl （口）'.33.':, 外；ナデのちヨコナデ 序ll.0.5-2mmの 良好 淡褐 口縁¥/8 外面に煤付看

鑑 内；ハケメのちヨコナデ 小石

168 お一1 土師器 d25 SD345 SD2 （脚柱i 外；オサエ・ナデ 密0.5-llllllの 良好 淡黄褐 脚柱完存 脚柱上鴻に接合面残存

脚台付小皿 :3.2 内；円椿状具の抜き痕 小石

169 お-2 土製 c25 SD345 SD1 （長）4 8 外；オサエ・ナデ 密0.5-llllllの 良好 黄渇 ほぽ完存

踵 （幅） 1 5 内；円控状具の抜き痕 小石

170 17-8 土師器 d39 SK354 SKl （口）12.3 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの やや軟 孔褐 口縁1/4 緊地接合痕あり

皿 No. :3 （高）2 7 内・ナデ 小不

171 5.4-7 磁器 c19 SK329 SKl （口）11 1 り卜；n包尿0 密 堅緻 淡灰白 口絃J/10 白磁口禿

皿 東 内；施釉

172 24-2 土師器 b40 SK355 SKl （口）7.4 外；オサエ・ナデ 祖0.5-2mmの やや軟 淡捻灰 完存 外面に碩物圧痕あり

小皿 No. 4 （忘）1. 3 内；ナデ 小石 旦さ23g

173 51-9 土師小器皿
b40 SK355 SKl (0)8 4 外；オサエ・ナデ 祖0.5-lmmの 良好 暗捻 ¥/2 

No. 2 （喬）1 2 内；ナデ（エ具） 小石

174 24-3 土師器 c40 SK356 SKl （口）8 4 外；オサエ・ナデ 柑0.5-21Mlの 良好 淡捻灰 口絃l/2

小皿 sec. 内 （高）1 0 内；ナデ 小石、赤色粒

175 51- 土師器 c40 SK356 SKl (0)8.6 外；オサエ・ナデ 祖0.5-21Mlの 良好 淡黄楼 2/5 

10 小皿 No. 1 （高）0 9 内；ナデ 小石、赤伝約

176 24-¥ 土師器 c40 SK356 SKl (0)t3.4 外； 1りl・t'f"のち3Jtデ‘ *ll.0.5-21T1111の やや軟 明楼灰 口縁J/4

皿 No. 3 （高）2 4 内；ナデ 小石、赤色粒

177 17-3 土師器 d35 SK352 SKl （口）8.1 外；オサエ・ナデ 祖0.5-311lllの やや軟 明楼灰 完存 外面に索地接合痕

Jヽ、1ID No. 3 （高）1. 2 内；ナデ 小石 重さ24g

178 17-5 土師器 d35 SK352 SKl <0)7 4 外；オサエ・ナデ 祖0.5-lllVll(/) やや軟 明楼灰 完存 重さJ7g

小皿 No. 4 （高） 1 2 内；ナデ 小石

179 54-3 土Cili器 d35 SK352 SKl （口）7 2 外；オサエ・ナデ 祖0.5-3mm(J) やや軟 淡黄捻 ~/10 

小lIIl （高）I 2 内；ナデ 小石

180 17-7 土師器 d35 SK352 SKl (0)7 2 外；オサエ・ナデ *.ll.0.5-:?mm(l) やや軟 淡捨灰 元存 旦さ19g

小皿 No. 7 （高）I 1 内；ナデ 小石

tab.13 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (4)
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番号 実測 器種等 出土 遺構・層 取上時の 法量 囮竪• 技法の特筍 胎 土 燎成 色埠 残存度 偏 考

番号 グリット` 名など 名 称 (Cm)

181 17-6 土師器 d35 SK352 SKl （口）7.1 外；オサエ・ナデ tll.0.5-2mmの やや軟 淡楼灰 完存 外面に素地接合痕

小血 No.5 （忘） 1 2 内；ナデ 小石 霊さ20g

182 17-2 土師器 d35 SK352 SKl （口） 12.5 外；オり1・ザ`‘のちョコザ`‘ 密小0石. 5 -2 mm の やや軟 明捻灰
口縁,,,8 鉄分が付者

皿 No. 2 （高）2 3 内；ナデ 外面に索地接合痕

183 17-1 土師器 d39 SK353 SK2 （口） 13.9 外；オり1・ザ‘のち3Jtデ` 柑小0 石5 -3 mm の 良好 淡捻灰 ロ縁7/2

皿 No 1 （高）2 2 内；ナデ

184 54-4 土師器 d35 SK352 SKl (0>20.1 外；ヨコナデ 密0.5-2mmの やや軟 淡黄灰 口縁¥/2

鎖 内；ナデのちヨコナデ 小石

185 251- 鉄 d35 SK352 SKl （長）31. 6 完存 ホ質の輯痕が残る

2 小刀 No. 6 

186 25- 土師器 e26 SK347 SDl （口） 12.1 外内 ；オサエ・ナデ 祖小0石. 5 -2 mm の やや軟 淡黄褐 ほぽ完存 璽□縁さ5部3にcr油煙痕付着

tt llil （高）2 9 ・ ナデ

187 蕊 -9 陶器 c26 SK347 SDl （高台） 外； O?O:t'f"のち糸切り｀高 ＄且0.5-3mmの 堅緻 淡灰 高台3/4 山茶椀（知多）

椀 7 0 台にヨJナf 内； O?D:tt" 小石

188 56-6 土師器 c43 SD358 SD2 <0)8 0 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの やや軟 淡黄楼 ほぼ完存

這貨lIIl （高） t.2 四外 ；ナデ 吾小石-11m1の
189 56-7 c43 SD358 SD2 （口）7.5 ；オサエ・ナデ やや軟 淡黄楼 3/4 

小皿 （高）1. 1 内；ナデ 小石、赤色粒

190 33-3 土師器 c43 SD358 SD2 （口）7 8 外；オサエ・ナデ 密0.5-!mmの やや軟 淡黄捻 2/3 

小皿 （高）1 I 内；ナデ 小石

191 54-2 土師器小皿
c43 SD358 SD2 （口）7.8 外；オサエ・ナデ 密0.5-211mの 良好 淡黄楼 ほぼ完存

南 （高）1 4 内・ナデ 小石

192 54-1 土師器 c43 SD358 SD2 （口） 12.3 外；オり1・tがのちョJザ` 小祖0石. 5 -2 mm の やや軟 淡黄楼 4/5 

皿 （吝）2.7 内；ナデ

193 33-5 土師器 c43 SD358 SD2 (0)13. 1 外； 1り1・ザ‘のちヨJザ‘ 祖0.5-4面の やや軟 淡黄楼 t/3 

皿 （高）3 0 内；ナデ 小石

194 56-8 土師器 c43 SD358 SD2 (0) 13.4 外；オサエ・ナデ 密小0 . 5 -2 mm の やや軟 淡黄楼 ほぼ完存

皿 （湛）2.6 内；ナデ 石｀赤色拉

195 33-4 土師器 c43 SD358 SD2 （口） 12.8 外；オりl・ザ‘‘のちヨJj-テ`‘ 祖0.5-3mmの やや軟 淡黄捻 2/3 

11D （高）2 9 内；ナデ 小石

196 33-6 磁器 c43 SD358 SD2 （口） 18.5 外；施釉 密 竪緻 淡臼灰 ロ縁部片 白磁

椀 内；施釉

197 33-2 陶器 c43 SD358 8D2 （口） 14.9 外；〇冗ナテ＂のち糸 t)Jり、高 *.ll.小0石.5-8mmの 竪緻 灰 1/4 山余椀（知多） 自然釉付着

椀 （窟）5 I 台にヨ]rt" 内.O?O:tt" 高台に精殻痕

198 45-4 土師器 c47 SD358 SDl （口）26.2 外；オサエのちヨコナデ 祖0.5-2nvnの 良好 淡黄楼 □縁l/4

鋼 内；ハケメのちヨコナデ 小石

199 33-1 土師器 c43 SD358 SD2 （口）23.0 外• 内；スり1・ナずのち3Jtt・、. 柑0.5-2nmの 良好 淡黄橙 口緑l/2 外面に煤付
溢

鋼 ケス`リ 小石 ～灰褐

200 57-1 磁器 c44 SK364 SKl （口）6 9 外；〇冗ナず・施釉 密 堅緻 贔
口縁¥/5 青臼磁？

合子 （高） 1. 7 内；施釉

201 35-4 土師器 c44 SK364 SKl （口） 14 0 外；オり1・ザ‘のちヨJザ`‘ 名且0.5-2nvnの やや軟 暗褐 J/3 内面iこ炭化物付着

皿 （庖）2 5 内；ナデ 小石

202 36-3 陶器 c44 SK364 SKl （高台） 外；a冗ナずのち糸切り、高 祖小0石. 5 -3 mm の 堅緻 青灰 底部2/3 山余椀（知多）I裔台に籾殻痕

椀 7 0 台にヨJtj" 内.O?Oガ` 底に墨婁「木 ？ 

203 35-2 土師器 c44 SK364 SKl (0)一 外；オサエのちヨコナデ 小祖石0.5-2mmの 良好 黄rn 口縁部片 外面に煤付着
鉗 内；ナデのちヨコナデ

204 35-3 土師器 c44 SK364 SKl （口）一 外；ナデのちヨコナデ 祖0.5~2111111の 良好 黄楼 D縁部片 外面に煤付者

鉗 内；ヨコナデ 小石

205 35-1 土師器 c44 SK364 SKl (0)26.0 外• 内；オり1・ナテ‘のちヨJザ` 祖0.5-Smmの やや軟 淡黄楼 □緑J/3 外面に煤付着

鋼 ケス＂リ 小石 ～黒褐

206 硲-5 土師器 c44 SK364 SKl （口）22 4 外；ナデのちヨコナデ 小祖石0.5-2mmの 良好 淡黄摺 口縁1/5 外面鍔以下に煤付番

31~ 茎 内，ナデのちケズリ

207 191- 土師器 e43 SK369 pi t 1 (0) 14.0 外；オり1・ナかのちヨJtt" 祖0.5-2nvnの 良好 淡黄楼 l/3 外面に索地接合痕

5 !Ill （高）2 6 内；ナデ 小石

208 硲— 土師器 c44 SK367 SK4 （口）7 9 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡楼 ほぼ完存 旦さ22g(f佳定）

11 這管
（湛） 1 1 四外 ；ナデ

小吾石0.5-lmmの
209 57-2 c44 SK367 SK4 （口）8.2 ；オサエ・ナデ 良好 淡楼 1/3 

小皿 （湛）0 7 内；ナデ 小石

210 56-4 土師器 c44 SK367 SK4 (0)8 0 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 ほぽ完存

小皿 （嵩） 1 5 内；ナデ 小石

211 57-6 
土台師付小器皿

c44 SK367 SK4 （回古ムに＂ヽ 外；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -l lMl の 良好 淡楼 ロクロ不使用

2 0 内：ナデ

212 袋— 土師器 c44 SK367 SK4 （口） 12.8 外；オり1・ザ‘のち3Jtラ‘‘ 栂小0 . 5 -l mm の 良好 淡楼 7/10 

10 皿 （高）2 7 内；ナデ 石｀赤色粒

213 56-1 土師器 c44 SK367 SK4 （口） 12.3 外；オりl・ザ‘のち3Jザ‘ 祖0.5-lmmの やや軟 淡黄楼 7/10 

皿 (~)2 7 内；ナデ 小石

~14 筵 -9 土師器 c44 SKa67 SK4 (0) 13.0 外；オり1・r:かのちヨJザ‘ 小密石0.5-lmmの 良好 淡灰白 2/5 

皿 （高）2 5 内；ナデ

215 61-2 土師器 c44 SK:367 SK4 （口） 13.S 外； 1り1・紆`‘のち3]ナデ‘ 密iil5-2mmの やや軟 淡黄楼 4/5 

皿 （高）3 0 内ナデ 小石

216 61-3 陶器 c44 SK367 SK4 (0)16 2 外； O?Oナずのち糸切り、高 祖0.5-21Mlの 堅緻 灰 3/5 山茶祝（知多）高台に精穀痕

祝 （高）5 9 台に3]ナア 内； O?!Jサ` 小石 内面に漆付着

217 安—4 陶器 c44 SK367 SK4 （口）16.1 外； DXIナテ‘のち糸切り、高 祖05~2mmの 竪緻 灰 J/4 山茶椀（知多？）高台に籾殻痕

椀 （高）4 5 台外に3]ザ` の内ち；糸O?Oナラ`
小吾石0.5-2mmの

内面に自（然植多付登） 

218 27-3 陶器 c44 SK367 SK4 （高台） ; D力tテ" tJ)り、高 堅緻 黄灰 高台4,,5 山余祝知 ？ 高台に籾殻痕

椀 6 8 台に3Jナテ` 内；む心~デ 小石 底に墨書（梅文）

219 61-t 陶器 c44 SK367 SK4 （口）30.4 外；ハケメのちロクロナデ 密0.5-7mmの 堅緻 灰 口縁1バ8 山茶椀質

ねり鉢 肉外 ；ロクロナデ 小石

220 57-4 陶器 c44 SK367 SK4 （底）9.2 ；ロクロナデのちケズリ 密0.5-1四の 竪緻 灰 底2ノ3 産地不明

鉢 内・ ロクロナデ 小石

221 57-5 土師器 c44 SK367 SK4 （口）32.2 外；ナデのちヨコナデ 柑0.5-2rm,の 良好 淡黄橙 □縁J/5

鉢 内；ヨコナデ 小石

222 淀—5 土師器 c44 SK367 SK4 （口）一 外；ナデのちヨコナデ 祖0.5-2mmの 良好 淡黄捻 口縁部片

鎮 内；ナデのちヨコナデ 小石

223 45-3 石製 c44 SK367 SK4 （陸高） 上；海は磨り減っている l/4 四葉硯粘板岩系の素材

硯 1. 7 

224 36-5 陶器 c44 SK368 SK2 （口 y— 外； Dクロナデ 祖0.5-2mmの 堅緻 明灰 D縁部片 山余椀質 荏地不明

椀？ 内；〇クロナデ 小石

225 淀 -7 土師器 c46 SK376 SK3 （口）S 0 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡楼 ¥/4 外面に籾雑付醤痕

小皿 （高） I 4 内；ナデ 小石

tab.14 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (5)
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番号 実測 器種寺 出土 遭構・層 取上時の 法量 曲整• 技法の特筍 胎 土 焼成 色弐l残存度 偏 考

番号 ク＂リット` 名など 名 称 (Cm)

226 63-6 土Sifi器 c61 SD361 SD3 （口）22. 2 外；ナデのちヨコナデ 祖0.5-2mmの 良好 淡橙 口縁1-'10

銀 内；ナデOJちヨコナデ 小石

227 29-7 
土師小器血

e44 SK370 SKl （口）7 4 外内 ；オサエ・ナデ 小密0石. 5 -l mm の 良好 淡楼 完存 重さ20g

頃~)1 I ・ナデ

228 45-2 土師器 e44 SK370 SKl （口）12.1 外；オサエ・ナデ 祖0.5-lmmの 良好 淡黄棺 7/10 

皿 内；ナデ 小石

2袋 36-1 土師器 c43 SK363 SK2 （口）13.S 外；オりI・H・‘のち3Jザ‘ ＄恥.5-211lllの 軟 灰臼 ほぼ完存

皿 （湛）3 0 内；ナデ（エ且） 小石

230 29-7 土師小器皿 e
45 SK372 SKl （口）7 8 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡捻 ¥/2 

（高）1 1 内；ナデ 小石

231 29-5 土師器 e45 SK372 SKl （口）12 6 外； 1り1・ザ‘のち3]ザ‘ 祖小0石. 5 -5 mm の 良好 淡楼 ほぼ完存 旦さ77g(111定）

皿 （高）2 3 内ナデ

232 袋-3 土師器 e45 SK372 SKl <0)12.8 外；オり1・ザ‘のちョュザ‘ 柑0.5-西mの 良好 淡捨 ほぼ完存 費さ84g(措定）

llll （濡）3 2 内；ナデ 小石

233 28-6 土師器 e47 SE377 SKl （口）S 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-lnvnの 良好 淡楼 完存 豆さ3Sg

這炉
（高） 1 2 内；ナデ

吾小石5~1111111の
234 29-1 e47 SE377 SKl d□) 8 l 外；オサエ・ナデ 良好 淡黄捻 完存 重さ30g

小皿 （高）1 4 内；ナデ 小石

235 袋-2 土師器 e47 SE377 SK1 （口）8 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-2nvnの 良好 淡黄楼 完存 亘さ37g

小皿 （高）1 4 内；ナデ 小石

236 41-4 陶器 e47 SE377 SKl （高台） 外；〇冗ナずのち糸tJJり、高 密小0石. 5 -2 <rm の 竪緻 灰臼 高台完存 瀬p? 内面に自然釉付着

小椋 4 3 台にヨJj-デ内；〇カザ｀

237 41-2 陶器 e47 S E:_=;77 SKl （口）9 0 外；ロクロナデのち糸切り 粗〇.5-21Mlの 堅緻 灰白 1バ3 山[II] 孔(ク部0 多） 
,J、[IIl （高）2 I 内；ロクロナデ 小石 D縁 に自然釉付着

238 53-3 陶器 e47 SE377 SKl （底）11.2 外； Dクロナデ t.ll.0.5-2mmの 竪緻 褐灰 ,.,10 荏地不明

鉢 内；ロクロナデ 小石

2:39 32-2 陶器 e47 SE377 SKl (0)16.2 外台 ；〇冗ナテ` のち糸切り` 葛 t且0.5-2mmの 竪緻 灰臼 j/5 山茶祝（知多） 高台に籾殻痕

椀 （高）5 0 にヨJtt" 内； O?Oナデ 小石

240 41-t 陶器 e47 SE377 SKl (0)16.0 外；aカナrのち糸切り、高 密05-211lllの 堅緻 明褐灰 高台完存 山余椀（渥芙？）恵台に籾殻痕

椀 （湛）5 2 台にヨJtデ 内；〇尤ナテ` 小石 内面に墨付着、硯に使用か？

241 32-1 陶器 e47 SE377 SKl （口）16.2 外内 ；ロクロナデ 柑0.5-6mmの 竪緻 灰臼 J;,i 山余椀（知多）

椀 ；ロクロナデ 小石

242 41-3 
陶器片口控

e47 SE377 SKl （口）9 7 外内 ；ロクロナデのち糸切り 9廷祖且00..55 ~ 211Jllの 駐緻 灰褐 j/A 
内山面茶椀に系自然（釉源戸付着？） 

（高）5 2 ・oクロナデ
243 ぷl-2 土師器 e47 SE377 SKl (0)29. 1 外；オり1・ザ‘のちヨコザ` -:?mmの 良好 淡捻灰 J/4 

鋼 内；板ナデのちヨコナデ 小石

244 50-1 土師器 e47 SE:377 SKl （口）32.4 外；オり1・丸ずのち3Jザ‘ 柑0.5-2mmの 軟 淡捨灰 t,/2 外面に煤付着

鎮 内；ナデのちヨコナデ 小石

245 59-5 磁器 c50 SK380 SKl (0)一 外；阻刻蓮弁文のち施釉 密 竪緻 釉 口縁部片 青磁龍泉窯系

椀 内；施枯 緑灰

246 30-7 磁器 c54 SD389 SD3 I口）14.2 外内；；降施枯刻蓮弁文のち施籍
$1 ..., 駐緻

釉淡緑灰
口矮¥/8 青磁籠泉窮系

椀

247 30-5 
土師器小皿

b 5 :3 SD384 SD3 （口）9 l 外；オり1・ザ‘のち3]ザ‘ 序小且0石. 5-2mmの やや軟 淡は灰 7/8 

堪~)1 5 内・ナデ

248 蕊4- 陶器 c54 SD390 SD2 （口）一 外内 ；オりI・ザ‘のち3Jtデ‘ 月1l.0.5-4mmの 堅緻 淡褐 口縁部片 常沿産

5 ねり鉢 下層 ；ナデ 小石

249 62-5 磁器 d54 SD390 SD2 （口） 10 S 外；ケズリのち施釉 齊山 竪緻 釉 ¥/10 臼磁 D禿

皿 内；ケズリのち施釉 淡灰白

250 254- 陶器 c54 SD390 SD2 （高台） 外；ケズリのち施釉 密ill.5-2mmの 堅緻 釉 高台完存 瀬p 平椀

3 椀 下層 4 6 内；施釉 小石 淡黄緑

251 匁)4- 陶器 b54 SD390 SD2 （四古上oJヽ 外内 ；ケズリのち施釉 小密石0.5-:?mmの 堅緻 釉 高台完存 瀬戸平祝

4 椀 4.6 ；施枯 淡..-;、、火人~黄緑
252 46-1 土師器 c54 SD:390 SD2 （口）21. 5 外内 ；ハケメのちヨコナデ 密0.5-2mmの 良好 橙灰 口絃¥/6 外面に煤付番

鎖 下層 ；ナデのちヨコナデ 小石

253 -46-2 土師器 d54 SD:390 SDl (0)26.11 外；ハケメのちヨコナデ 密05-2mmの 良好 淡は灰 口縁1/8 外面に煤付暮

鉗 内；ナデのちヨコナデ 小石

254 60-2 土師器 d54 SD390 SDl （口）27. 3 外；ハケメのちヨコナデ 密0.5-2mmの 良好 淡楼 口縁]/]0 外面に煤付着

饂 内；ナデのちヨコナデ 小石

255 .47-3 土師器 e50 6E381 SKl （口）8.4 外；オり1・ザ‘のち3Jザ‘ 柑0.5-2mmの やや軟 淡黄褐 完存 璽さd8g

小皿 （渇）1. 6 内；ナデ 小石

256 .47-1 
土師小器皿

e50 SE381 SKl （口）S.4 外内 ；オり1・ザ‘のち3Jザ‘ $1l.小0石.S-2mmの やや軟 淡黄楼 ほぼ完存 豆さ34g(惟定）

（濡）1 8 ナデ

257 -48ー1 土師器 e50 SE381 SKl （口）S 5 外；オり1・ザ‘のち3Jナデ` 祖0.5-3mmの やや軟 黄楼 ほぼ完存 重さ39g(推定）

小皿 （高） I. 6 内；ナデ 小石

258 47-5 土師器 e50 SE381 SKl （口）7.8 外；オり1・ザ`‘のち3J:tt" 祖0.5-2mmの やや軟 淡黄楼 ほぼ完存 口経部に油煙痕付者

小nn （溶）1 6 内；ナデ 小石 重さ33g(f侑定）

259 .48-2 土師器 e50 SE381 SKl （口）7 9 外；オサエ・ナデ 柑小0 . 5 -:? mm の やや軟 淡黄捻 完存 霊さ2Sg

小皿 （高）1 6 内；ナデ 石、赤色粒

260 47-2 土師器 e50 SE381 SKl （口）8.5 外；オり1・ザ‘のち3]ザ‘ rn小0石.5-4mmの やや軟 淡黄捨 ほぽ完存 亘さ40g(措定）
小皿 （窟）1 4 内；ナデ

261 58-7 土師器 e 5 0 SE381 SKl （口）8 0 外；オり1・ザ‘のちヨJザ‘ 祖0.5-2mm/lJ 良好 淡楼 ほぼ完存 豆さ30g(推定）

小皿 （高） 1 3 内；ナデ 小石

262 47-4 陶器 e50 SE381 SKl <0)8 8 外；〇クロナデのち糸切り 祖0.5-2mmの 堅緻 灰臼 ¥/2 山皿内面に漆付着

小皿 （裔）t 8 内；ロクロナデ 小石

2E;3 49-4 陶器 e50 SE381 SKl (0)8 7 外；ロクロナデのち糸切り 密0.5-2mmの 堅緻 明青灰 ロ縁¥/4 山皿（知多） 内
面に漆付呑

小皿 （高）1 9 内；ロクロナデ 小石

264 58-4 土師器 e50 SE381 SKl (0)¥3.4 外；オり1・ザ‘のちヨコナデ` 密0.5-lmmの 良好 淡黄橙 ¥/2 

llil （高）2 6 内；ナデのちヨコナデ 小石

265 58-6 土師器 e50 SE381 SKl （口）14.S 外；オり1・ザ‘のちョJザ`‘ 小密0石. 5 -I mm の 良好 淡褐灰 J/2 内面に炭化物付着

皿 （高）3 I 内 ナデのちヨコナデ

266 49-5 土師器 e50 SE381 SKl （口）14.4 外；オり1・ザ‘のちヨJザ‘ 祖0.5-311111の やや軟 淡黄捻 2/3 

皿 （恵）2 7 内；ナデのちヨコナデ 小石

267 49-2 土師器 e50 SE381 SKl （口）13.5 外；オり1・rかのちヨJナj" 密0.5-2mmの やや軟 淡黄楼 完存 豆さ101g

皿 （忘）2 2 内；ナデのちヨコナデ 小石

268 40-1 土師器 e50 SE381 SKl （口）15.3 外；オり1・fずのちョコナデ‘ 祖0.5-lmmの 良好 淡褐灰 J/2 内面に炭化物（煤？）付着

皿 （高）2 7 内；ナデのちヨコナデ 小石

269 48-3 土師器 e50 SE381 SKl （口）13.6 外； 1り1・ザ` の`ちヨJザ`` 柑0.5-4mmの やや軟 黄捻 2/3 

IIll （高）3 l 内；ナデのちヨコナデ 小石

270 49-3 土fti!i器 e50 SE381 SKl （口）13.S 外； 1りl・・ザ‘のちヨJザ` 密0.5-2mmの やや軟 黄橙 5/6 

皿 （忘）3 11 内；ナデのちヨコナデ 小石、赤色粒

tab.15 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (6)
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番号 実測 器積寺 出土 遭構・層 取上時の 法量 弧埜• 技法の特筍 胎 土 燎成 色迎 残存度 描 考

番号 ,-リット` 名など 名 称 (Cm) 

271 58-5 土師器 e50 SE381 SKl （口）13.7 外；オり1・ザ‘のちヨJザ` 粗0.5-2rrmの 良好 灰黄褐 3/8 

皿 （湛）2 2 内；ナデのちヨコナデ 小石

272 62-2 土師器 e50 SE381 SKl （口）11.2 外；オり1・ザ‘のち3Jtテ‘ 柑05-2mmの 良好 淡黄捻 j/4 ミニチュア 外面に煤付着

錫 内・ ナデのちヨコナデ 小石（多）

273 絞—1 陶器 e50 SE381 SKl （口）15.6 外台 ； D?Oナすのち糸切り、高 密0.5-3mmの 駐緻 淡青灰
¥/2 山茶祝（泥美？）

椀 （怠）4 6 にヨJtデ 内；口刀ガ‘‘ 小石

274 47-6 陶器 e50 SE381 SKl (0)1ら.s 外；〇カナ,.-のち糸切り` 葛 粗0.5-2rrvnの 竪緻 灰黄
l/4 山茶椀（知多'?)

椀 （高）4 9 台にヨJtデ内； D?O:tテ` 小石

275 47-6 瓦器 e50 SE381 SKl （口）t':,.0 外内 ；オサエのちヨコナデ 粗0.5-2mmの 良好 暗灰 3/4 伊賀産 e48-pi t出土片と接合

椀 （憲）4 5 ；がり1のちヨJナデのちミカ・・:i: 小石

276 48-4 

土土S師ili、器 e50 SE381 SKl （口）17.3 外； 1り1・tiかのちヨJナラ`‘ 柑小0石.5（ ~多2） rrvn の 良好 淡黄捻 J/2 

内・ 振内ナデのちヨコナデ

277 42-2 e50 SE381 SKl （口）17.3 外. ; tりl・ザ‘‘のちヨJtデ iJl.0.5-4mmの 良好 暗褐 4/5 外面に煤付藩

鉗 （裔） 10. 3 . , ズリ 小石、赤色粒

278 48-5 土師器 e50 SE381 SK1 （口）21. 6 外；オり1・ザ‘のちヨJザ‘ *.ll.0.5-2rrvnの 良好 捨 oii2/s 外面に煤付溢

錢 内；板ナデのちヨコナデ 小石（多）

279 62-4 土師器 e50 SE381 SKl （口）22. S 外；オり1・t屁げ＂のちョ JH" 柑05-・2nvnの 良好 黄捻 口縁¥/3 外面に煤付着

鍋 内；板ナデのちヨコナデ 小石（多）

280 49-1 土師器 e50 SE:381 SKl （口）お.2 外；オり1・板サ＂のちヨ Jナテ` rn0.5-2mmの 良好 黄捻 ロ縁2/5

鉗 内；板ナデのちヨコナデ 小石i多）

281 43-1 土師器 e50 SE381 SKl （口）27. 4 外• 内；オりI・ザ‘のちヨJガ` 祖小0石. 5 -2 mm の 良好 褐灰 7/10 外面に煤、内面底に炭化物付着

鋼 （高）19.4 . ,. ス`‘り

282 絞—3 土師器 e50 SE381 SKl （口）36.4 外内 ； 1りI・tiかのちヨJザ` 祖0.5-21fllnの 良好 淡黄楼 口科J/4 外面に煤付着

鎖 ；板ナデのちヨコナデ 小石（多）

283 44-1 土師器 e50 SE381 SKl （口）41. 3 外； 1り1・板ナデのちヨJナ:;-" t且05-2面の 良好 暗褐 ロ縁完存 外面に煤付着

鉗 内；板ナデのちヨコナデ 小石（多）

284 69-1 瑾贔 c64 SD391 SD3 （口）8 8 外内 ；オり1・好`‘のちヨJナデ‘ 密0.5-2mmの 良好 淡褐 ほぼ完存 霞さ43g(推定）

（高）1 6 ；ナデ 小石

285 69-2 土師器 c64 SD391 SD3 （口）B 9 外； 1り1・ザ‘のちヨJ:tぅ`‘ 密0.5-lmmの 良好 淡褐 完存 旦さ45g

小IIIl （恵） I 7 内；ナデ 小石 外面に禁地接合痕

286 66-1 土師器 c62 SD391 SD3 （口）7.9 外；オり1・ザ‘のちヨJtラ‘ ＄且0.5-訂mの やや軟 淡苗楼 ほぼ完存 旦さ28g(! 胆定）

小皿 （高） 1 7 内；ナデ 小石

287 66-4 土師小器皿
c62 SD::"191 SD3 （口）8 5 外内 ；オり1・ザ‘のちヨJザ‘ 密小0右. 5 -l mm の やや軟 淡黄捻 ほぼ完存 豆陪会さ3廂8g□(縁推定部に）油外煙面痕に付素着地

（高）1 4 ・ナデ

288 69-5 土師器 c63 SD391 SD3 (0)8 8 外；オり1・ザ` のちヨJj-デ‘ 密0.5-tmmの 良好 淡褐 完存 外面に素地接合痕

小皿 （高）1. 4 内；ナデ 小石 豆さ3Sg

289 66-3 土師器 c62 8D391 SD3 （口）8.5 外； 1りI・．ザ‘のちヨJザ‘ 柑0.5-2mmの やや軟 淡黄 完存 重さ35g

土師炉

（湛）1 5 内；ナデ 小石

290 69-6 c63 SD391 SD3 （口）7 8 外；オり1・ザ‘のちヨJtデ 密0.5-tlMlの 良好 淡褐 9/10 

小皿 （惑）1 ti 内；ナデ 小石

291 70-3 土師小器皿 c
63 SD391 SD3 （口）8 4 外内 ；オり1・ザ` のちヨコザ‘ 密0.5-lmmの 良好 暗褐 3/4 口縁部に油煙痕付番

（惹） 1 4 ；ナデ 小石

292 69-3 土師小器皿 c
64 SD391 SD3 （口）8 5 外内 ；オり1・ザ‘のちヨJザ‘ 密0.5-lmmの 良好 黄褐 完存

外旦面さ3に0雰g地接合痕
（高）1 4 ナデ 小石

293 66-2 土師器 c62 SD391 SD3 (0)8 2 外； 1り1・紆‘‘のちヨJザ‘ 柑0.5-2mmの やや軟 淡苗楼 完存 旦さ40g

小皿 （高）1 6 内；ナデ 小石 外面に素地接合痕

294 65-3 土師器 c62 SD:391 SD3 (0)9 3 外；オり1・ザ‘のちヨJザ‘ 象且0.5-2mmの やや軟 淡黄 9/10 

小皿 （湛） I 6 内；ナデ 小石

295 68-3 土師器 c63 SD391 SD3 <0)9 5 外；オり1・ザ‘のちヨJザ‘ 密0.5-2mmの やや軟 淡褐 3/5 

台付小皿 （高）2 6 内；オサエ・ナデ 小石

296 71-2 

土台土師師付小器器皿

c61 SD391 SD3 （高台） 外内 ；オり1・fずのちヨJザ` 小密0石. 5 -l mm の 良好 淡楼 高台¥/3

5 3 ；布目痕

297 68-4 c63 SD391 SD3 （脚柱） 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 軟 淡褐 脚柱完存

脚台付小皿 2 3 内；ナデ 小石

298 82-2 
配土土師師咋器、小皿I c59 

SD391 SD3 （脚柱｝ 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 脚柱完存

2 9 内；ナデ 小石

299 79-2 c64 SD391 SD3 （口）10.6 外； 1り1・ザ`‘のちヨコナt" f.ll.0.5-41Mlの 良好 淡褐 3/5 外面に煤、内面に炭化物付着

鉗 （湛）4 4 内；オり1・ナテ＂のち 3Jナf 小石 ミニチュア

300 68-2 土師器 c64 S0391 SD3 （口）14.3 外； iり1・ザ` のちヨJザ‘ 密0.5-4mmの やや軟 淡褐 9/10 

皿 （憲）2 6 内；ナデ 小石

301 66-7 土Bili器 c63 8D391 SD3 （口）15.0 外；オり1・ザ`‘のちヨJザ‘ 柑小0石. 5 -5 mm の やや軟 淡黄 4/5 

lID （高）2 7 内；ナデ

302 72-4 土師器 c63 SD391 SD3 （口）14.0 外；オり1・ザ＂のちヨ Jザ` 祖0.5-2mmの やや軟 淡黄捻 ほぼ完存 重さ1ぉg (推定）

皿 （恵）2 5 内；ナデ 小石

303 84-1 土Gifi器 c64 SD391 SD3 （口）14. 1 外；オり1・打`‘のちヨJザ`` 柑05-2mmの 良好 淡橙 l/4 

皿 （忘）2.9 内；ナデ 小石（多）

304 66-6 土Bili器 c61 SD391 SD3 (0) 14. 4 外；オり1・ザ` のちョJザ` 祖0.5-2mmの やや軟 淡黄楼 2/5 

皿 （恵）2 6 内；ナデ 小石

305 72-3 土師器 c63 SD391 SD3 （口）14. 0 外；オり1・好` の`ちヨJザ`‘ 密0.5-2mmの やや軟 淡黄捨 3/5 

皿 （怠）2 6 内；ナデ 小石

306 70-2 土師器 c63 SD391 SD3 （口）15.S 外；オり1・ナデ‘のちヨJザ‘ 密0.5-2mmの 良好 淡赤灰 ¥/2 外面に素地接合痕

llil （高）2 2 内；ナデ 小石

307 84-2 土師器 c64 SD391 SD3 (0) 14.9 外；オり1・ザ`‘のちヨコナデ‘ 密0.5-2mmの 良好 灰黄捻 完存 旦さ1釣g

皿 （高）2 8 内；ナデ 小石

308 233 土師器 c64 SD391 SD3 (0)15.2 外；オり1・ザ`‘のちヨJ打`` 密0.5-2mmの 良好 淡楼 J/3 

ー1 皿 （溶）2 6 内；ナデ 小石

309 69-4 土師器 c63 SD391 SD3 （口）16. 1 外； 1り1・ザ`‘のちョJtj'' 密0.5-2mmの 良好 淡褐 2/5 

nn （恵）3.0 ~外 ; ナデ 小石

310 鈴—5 土師器 c62 SD391 SD3 (0)16.2 ；オり1・ナデ‘のち3Jナデ` 市ll.0.5-lmmの 良好 淡黄楼 3/5 

皿 （高）3 2 内；ナデ 小石

311 59-8 陶器 c62 8D391 SD3 （口）8 2 外；ロクロナデのち糸切り 密0.5-2mmの 竪緻 褐灰 3/4 山[IJJ

小皿 （高）2.0 内；ロクロナデ 小石

312 78-t 陶器 c58 SD391 SD3 (0)8 3 外；ロクロナデのち糸切り 密0.5-2nmの 墾緻 淡灰 完存 片D付山皿

小皿 （恵）2 1 内；ロクロナデ 小石 底｀外面四方に墨書「上」

313 63-1 陶器 c61 SD391 SD3 （口）8 6 外；ロクロナデのち糸切り 密小0石. 5 -2 1m1 の 堅緻 淡灰
山皿（瀬p?)

小皿 （高）1 7 内；ロクロナデ

314 斡—1 陶器 c63 SD391 SD3 （口）S 8 外；ロクロナデのち糸切り 密0.5-2mmの 堅緻 臼灰 7/10 山皿

小皿 （湛）1 9 内；ロクロナデ 小石

315 63-3 陶器 c60 SD391 SD3 （口）S 0 外； Dクロナデのち糸切り 祖0.5-2岡の 堅緻 灰 1/3 片口付山[!])

小皿 （高）2 0 内；〇クロナデ 小石 底に墨書「上」

tab.16 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (7)
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番号 実測 器種寺 出土 遣構・層 取上時の 法景 辿竪• 技法の特筍 胎 土 煉成 色抵l残存度 描 考

番号 グリッI・＂ 名など 名 称 (Cm) 

316 191 陶器 c63 8D391 SD3 （口）9 8 外；ロクロナデ 密05-2mmの 堅緻 灰臼 口縁J/:? 外面に自然釉付着

-4 片口椀 内；ロクロナデ 小石

317 51- 陶器 c59 SD391 SD3 （底）5 6 外；ロクロナデのち糸切り 密小0石. 5 -l mm の 堅段 褐灰 l/4 

12 底部 内；ロクロナデ

318 72-2 磁器 c63 SD:391 SD3 （口）一 タト；｝せf~ 密 堅緻 釉 口絃部片 青磁

小lill 内；施釉 明緑灰

319 '73-2 磁器 c63 SD391 SD3 （口）一 り卜； hせ手祖 密 堅微 釉 口縁部片 青磁

椀 内；瞑刻施文のち施釉 緑灰

320 72も 磁器 c63 SD391 8D3 （口）ー り内卜； ~f也 密 堅緻 釉 口絃部片 冑磁

小皿 ；施釉 総灰

321 52-3 磁器 c59 SD39鼻1 SD3 （口）ー り卜； Jiせt血 密 竪緻 釉 口緑部片 青磁

搾 直外；陰刻又（のち施枯
緑灰

322 72-5 磁器 C 6 :3 SD391 SD3 （口） 12. 1 ；施枯底面除く） 怨山 堅緻 釉 l/3 青白磁

小皿 （感）2 2 内；施釉 明緑灰

323 72-1 磁器 c63 SD391 SD3 （口）一 タト； Bせ庁也 密 駐緻 釉 口絃部片 臼磁

小皿 内；施釉 灰臼

324 63-2 磁器 c60 SD391 SD3 （底）7 l 外；〇クロケズリ 密 竪緻 灰臼 白磁

椀 内；施釉

325 65-2 磁器 c62 SD391 SD3 （底）5.6 外；ロクロケズリのち施枯 密 竺緻 釉 裔台完存 青磁龍泉窮系

椀 内；阻刻施文のち施釉 灰緑

326 27-2 陶器 c61 8D391 SD3 （口）一 外内 ；ロクロナデ 密小0石. 5 -l mm の 堅緻 灰臼 D縁部片
外山茶面祝に墨（知霧多「侍？）l 

椀 ；ロクロナデ

327 31-2 陶器 c62 SD391 SDl （高台） 外台 ；むIIJH"のち糸t)]り｀高 密小0石. 5 -l mm の 堅緻 褐灰 高台9/10 山余椀（浪P?)高台に籾殻痕

椀 7 8 に3Jt-ラ＂内； D?CJH" 底面に墨書「+J

328 27-1 陶器 c58 SD391 SD3 （高が 外； O?Otf"のち糸切り、忘 密0.5-1111111の 堅緻 体淡灰 高台完存 山茶椀（知多？）高台に籾殻痕

椀 7 6 台にヨJザ` 内；〇尤ガ` 小石 高台灰 底面に墨書「廿？」

329 31-3 陶器 c64 SD391 SDl （高台i 外；〇刀ナアのち糸切り、高 小密0 石5 -J mm の 堅緻 褐灰 高台l/2 山余祝（知多）

椀 -(•~ ) 台にヨJj-'j" 内； 0カナデ 底面に墨書

330 37-4 陶器 c64 SD:391 SD3 （高台） 外；〇クDナデのち糸切り、高 密0.5-A11111の 堅緻 褐灰 古四IムD r と／ r .:, 山茶椀（沼美）

椀 6 2 台に3]:t-5" 内； O?Oガ` 小石 外面に墨書

331 61-4 陶器 c63 SD391 SD3 （口） 15 6 外；〇カナテ‘のち糸切り、高 密0.5-21Mlの 堅緻 灰 9/10 山余椀（渥美）

椀 （裔）5 0 台にヨJザ内； Dカサ`． 小石
山余椀（知多？）海台iこ籾殻痕

332 鉛 -3 陶器 c58 SD:391 SD3 （口） 16.2 外； Q,Oナずのち糸切り、高 密小0石. 5 -2 mm の 堅緻 黄灰 9/10 

椀 （高）5 2 台にヨJrデ 内 O?Oナラ`

333 59-6 陶器 c60 SD391 SD3 （口） ¥5.8 外； D冗tずのち糸tJ]り、昼 密0.5-5mmの 堅緻 灰白 5,-s 山余碗（渥美？）高台に籾殻痕

椀 （高）ら4 台にヨJサ` 内； Dカガ` 小石

334 ぶH 陶器 c59 SD391 SD3 （口） 16.0 外； D冗ナずのち糸切り｀葛 密0.5-2mmの 堅緻 褐灰 山余祝（知多？）高台に籾殻痕

椀 （憲）S 0 怠外にヨJtデ 内；〇'.}[J:tデ
小吾石0.5-2面の

335 59-7 陶器 c61 SD391 SD3 （口） 16 2 ; O?Dナずのち糸t)]り、高 堅緻 灰白 5/8 山余椀（渥芙）画台に籾殻痕

椀 （湛）ら 1 台にヨJrJ・ 内； O?Oナデ 小石

336 63-4 陶器 c60 SD391 SD3 （底）7 0 外；ロクロナデのち糸切り 密小石0.5-2mm(/) 堅緻 灰 J/2 

椀 内；ロクロナデ

337 77-3 陶器 c61 SD:391 SD3 （口）30. 0 外；〇カナすのちn・,i、忘 祖小0石. 5 -3 m m の 堅緻 褐灰 1/4 高台に籾殻痕

ねり鈴 （喬） 12 6 台にヨJ:tデ内.D冗ガ・

338 65-1 陶器 c62 8D391 SD3 （口）35. 8 外； OXlナ 'f~のちケズり 祖小0石. 5 -4 mm の 竪緻 灰 1バ5 外面に自然釉

ねり鉢 内；〇クロナデ

339 70-1 陶器 c64 8D391 SD3 （口） 18.8 外；ロクロナデ 密0.5-Jmmの 竪緻 灰臼 l/5 内面に自然釉｀内面にヘラあた

鉢 内；ロクロナデ 小石 り｀荏地不明

340 191 陶器 c64 8D391 SD3 (0)21.0 外；〇クロナデ 密0.5-!mmの 堅緻 灰 3/8 産地不明

-3 鉢 内；ロクロナデ 小石

341 63-5 陶器 c61 SD391 SD3 (0)包 .2 外；ロクロナデ 密0.5-lmmの 堅緻 灰緑 l/3 

u 内；〇クロナデ 小石

342 61-5 陶器 c63 SD391 SDl （渇台） 外；口尤ナテ` のち1i・11、高 密0.5-2四 aの 堅緻 灰 ¥/3 

ねり鉢 15.6 台に3]ナデ 内； aカナテ＂ 小石

343 65-4 土師器 c62 SD391 SD3 (0>23.6 外；ナデのちヨコナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄捻 ¥/10 外面に煤付溢

銀 内；ナデのちヨコナデ 小石

344 71-l 瓦質土器 c58 SD391 SD3 （口）40. 4 外；ナデのちヨコナデ 密05-3mmの 良好 暗灰 l/10 外底面に籾殻痕

盤 c61・6'.3 内；ナデ 小石

345 86-6 土8ifi器 c70 SD391 SDl （口）7 6 外；オり1・ザ`‘のちヨJザ`‘ 祖0.5~2mmの 良好 淡捻 完存 旦さ29g

小皿 （忘） 1 4 内；ナデ 小石 口緑部に油煙痕付番

346 88-1 土師小器rm c68 8D391 S
Dl （口）8 6 外；オり1・ナアのちヨJザ` 小祖0石. 5 -2 nvn の 良好 淡黄楼 完存

外豆面さ3に7繁g地接合痕
（怠） I 4 内・ナデ

347 145 土師器小皿 c68 8D391 
SD1 （口）8 2 外；オりL・ザ` のちヨJ:t-j"' t且0.5-2nvnの 良好 褐灰 完存

-5 （高） 1 4 内；ナデ 小石

348 86-5 土師器 c68 SD391 s51 （口）9.8 外；オりI・”‘‘のちヨJナデ‘ t且0.5-2mmの 良好 淡黄楼 完存 亘さ51g

小皿 （高） 1 6 内；ナデ 小石 外面に素地接合痕

349 78-2 
土台師付小器llll 

c67 SD391 SDl （口）7.1 外；オりI・ザ＇のちョ :itt・・ 小祖石0.5-2mmの やや軟 淡茶灰 D縁3/5 内面の布目痕は型によるものか

（高）2 1 内；布目痕 (lIIl部）・ナデ

350 67-6 陶器 c67 SD391 8D1 （口）9 0 外；ロクロナデのち糸切り 密0.5-lmmの 堅緻 淡灰 完存 山llil

小rrn （喬）2 3 内・oクロナデ 小石

361 84-3 陶器 c65 SD391 SD3 （口）9.0 外；ロクロナデのち糸切り 密05-1叩の 堅緻 淡灰 '.3/4 山皿（知多）

小llll （憲）2.1 内；ロクロナデ 小石

352 159 磁器 c70 SD391 SDl （底）6 1 外；陪刻文のち施枯（上半i 密 堅緻 淡青白 l/4 膏白磁

-12 
土師旦器^子

内；施釉

353 232 c69 SD391 SD1 （口）14.2 外；オりしザ‘のち3Jザ‘ ＄且0.5-2mmの 良好 淡捻 l/2 

-10 皿 （喬）3 0 内；ナデ 小石

354 232 土師器 C65- SD391 SDl （口） 15.3 外；ズり1・ナデ‘のちョコザ‘ *fl.0.5-2rnmの 良好 淡黄樗 4/5 

-9 皿 67 （高）3 0 四外 ；ナデ
小栢石0.5-2mmの

355 86-3 土師器 c68 SD391 SD1 (0)15.2 ；オりl・ナデ‘のちョコサ`‘ 良好 淡黄楼 ほぼ完存 菫さ 1図 g (推定）

皿 （寓）3 1 内：ナデ 小石（多） 外面底に板状圧痕

356 86-2 土師器 c67 SD391 SDl （口）15.3 外；オり1・丸かのちヨJザ‘ 粗小0 . 5 -2 mm の 良好 淡黄橙 ほぼ完存 重外面さに1紀素g地(接推合定痕） 
皿 （高）2.6 内；ナデ 石（多）

357 86-1 土師器 c67 SD391 SDl （口） 15.0 外；オり1・ナかのち3コサ‘‘ 柑0.5-2nvnの 良好 淡黄橙 完存 重さ 179g

皿 （高）2 8 内；ナデ 小石（多） 外面に索地接合痕

358 88-2 土師器 c70 SD391 SDl （口） 13.8 外；オり1・ザ‘のちヨユザ`‘ 桂0.5-2mmの 良好 淡黄楼 完存 重さ1鉛 g

皿 （高）2 8 内；ナデ 小石 外面に素地接合痕

359 85-3 陶器 c65 8D391 8D3 （口） 16.1 外； a刃tデのち糸切り、高 密0.5-2rnmの 堅緻 灰臼 高台完存 山茶椀（渥美）

椀 （高）s l 台にヨJげ内； D?Dガ` 小石 外面に自然枯

360 92-t 陶器 c73 8D391 SKl (0) 15.0 外； o,otずのち糸切り｀高 密0.5-lmmの 堅緻 灰臼 高台元存 山茶椀（渥美）

椀 (SK399) （高）i:, 9 台にヨJザ` 内；〇カガ＂ 小石

tab.17 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (8)
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番号 実測 器積寺 出土 遣構・層 取上時の 法量 抵埜• 技法の特筍 胎 土 煉成 色祖l残存度 傭 考

番号 グリットい 名など 名 称 (Cm) 

361 86-4 陶器 c66 SD391 SDl （口） 16. 8 外； D?Dナずのち糸切り、高 密0.5-2mmの 竪緻 灰臼 高台7/8 山余椀（知多）裔台に籾殻痕

椀 （高）':,9 台にヨコtテ＂ 内； OXltt" 小石 内面に墨付醤（硯に使用？）

362 85-2 磁器 c66 SD391 SDl （口）10.6 外；ロクロケズちリ旅の釉ち施釉 密 堅緻 釉 1べ？ 青磁同安窯系

小皿 （喬）2 0 内；陪刻施文の 緑灰

363 84-4 磁器 c66 SD391 SDl （口） 11 1 外；ロクロケズリのち施釉 密 堅緻 釉 l/3 青磁同安窯系

小III1 （裔）2 0 内；賠刻施文のち施釉 明緑灰

364 87-3 磁器 c67 SD391 SDl （口）10.S 外；ロクロケズリのち施釉 密 堅緻 釉 l/3 青臼磁

小皿 （高）2 6 内；旺刻直線文のち施籍 白緑灰

365 90-8 
四i王器口付小i

C 7 (I SD391 SDl ¥0)11.6 外； D冗ナデのち糸切りのち 密小0石.5 -2 m m、の 堅緻 淡灰 2/5 山余椀持系 坑成印j穿孔による注

原 （高）4 l 下半に'.T:わ） 内； D?Oナデ` ロをつ

366 96-3 
陶陶注器器〇付小 c66 

SD391 SDl (0) 11.2 外；〇カザ＂のち穿孔・注□ 密0.5-3mmの 堅緻 灰臼 l/3 山ロ茶を椀持つ系 焼成前穿孔による注

鉢c65 
11リッヶ 内.o-,oザ‘ 小石

367 84-5 SD391 SD3 （口）16 0 外；ロクロナデ 密0.5-3mmの 堅緻 暗灰 口絃l/8 2片

壺 （底）8 2 内；ロクロナデ 小石 底1、,4

368 191 陶器 c65 SD391 SD3 （口）17.8 外； Dカナデのち糸切りのち 密0.5-3rrvnの 堅緻 灰 3バ3 産地不明

-2 片□鉢 （忍）S 0 下半にり:{"') 内； DクDナが 小石

369 85-1 陶器 c66 SD391 SDl (0)32.2 外；a冗ナアのち9ス‘リのち 密0.5-511'f11の 堅緻 灰 口縁¥/6 山余祝系

ねり鉢 （庖） 10 5 葱台にヨJ好`‘ 内； O•Xl:t-J·' 小石 忍台に籾殻痕

370 165 土師器 c68 SD391 SDl <0>24.8 外；ナデのちヨコナデ *ll.0.5-3mmの 良好 淡黄楼 1,5 

-4 鉗 内；板ナデのちヨコナデ 小石

371 88-3 土師器 c71 8D391 SD2 （口）20.0 外；ハケメのちヨコナデ 祖0.5-2mmの 良好 楼 ¥;4 混入遺物

日 内；ナデのちヨコナデ 小石

372 87-1 土師器 c66 SD391 SDl （口） 16. 6 外；ハケメのちヨコナデ 祖0.5-2nvnの 良好 暗楼 1,6 混入這物

区 内；ナデのちヨコナデ 小石

373 73-3 土製 c69 SD391 SDl （長）II 5 外；オサエ・ナデ 密0.5-1叩の 良好 淡捻 完存

籍 （幅）2 2 内；径状工具OJ抜き取り痕 小石

374 87ー2 土製 c67 SD391 SDl （長）6.0 外；オサエ・ナデ 密0.5-lrrvnの 良好 淡黄償 完存

錘 （幅）2 9 内；椿状工具OJ抜き取り痕 小石

375 67ー1 土Gili器 d67 SK392 SDl （口）S 4 外；オり1・ザ‘のちヨJザ`‘ 密0.5-1叩の 良好 淡黄棺 3/5 

小皿 堪!j)1 6 内；ナデ 小石

376 67-7 土師器 d67 SK392 SDI (0)7 8 外；オり1・ザ`‘のら3]ザ‘ 密0.5-lmrnの やや軟 淡捻 完存 堕さ27g

小1Ill （高）I 2 内；ナデ 小石

377 67-2 土師器 d67 SK392 SDl （口）14.8 外；オり1・ザ‘のち3]ザ‘ 密0.5-lmmの 良好 淡捻

皿 （高） 2.~ 内；ナデ 小石

378 37-1 陶器 d66 SK392 SD3 （底）3 8 外；ロクロナデのち糸t)]•? 密05-2minの 堅緻 淡灰 底部完存 山皿（クD多？）

小皿 内；ロクロナデ 小石 底部に墨書「上J

379 鉛—6 陶器 d66 SK392 SDl 外；陰刻文のち施釉 密0.5-lmmの 堅緻 釉 体部片 緑釉向器

壺 内；ロクロナデ 小石 送釉緑黄

380 67-9 磁器 d67 SK392 SDl （口）ー り卜；~象息 密 竪緻 ロ縁部片 青磁龍泉窯系

椀 内；阻刻文のち施釉 灰緑

381 67- 磁器 d67 SK392 SDl （口）一 外；旺施稚 痴...... 堅緻 釉 □縁部片 青磁龍泉窯系

10 椀 内； 刻文のち施釉 灰緑

382 73-1 磁器 d67 SK392 SDl （高台） 外；阻阻刻刻文文のち施枯 密 堅緻 釉 高台¥/5 青磁同安窯系

椀 S 0 内； のち施釉 緑灰

383 89-1 土Gifi器 d67 SK392 SDl （口）22 8 外• 内；オりI・ザ‘のちヨJサ` 密0.5-2mmの 良好 淡捻 体部':,/6 外面に煤付着

鎖 （惑）15.8 . 1,.--リ 小石（多）

384 67-3 土師器 d65 SK397 SKl (0)8 l 外；オり1・ザ`‘のちヨJ;l-j"' 密05-釦mの 良好 淡黄楼 ¥/2 

小皿 （高）0 7 内；ナデ 小石

385 67-4 土師器 d65 SK397 SKl （口）12.0 外； 1り1・ザ` のちヨJtデ` 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 口縁1/3

皿 内；ナデ 小石

386 230 土Bili器 d76 SK404 SK3 （口）I I. 3 外；オサエ・ナデ 密0.5-3mmの 良好 淡黄 口経fJ/10

-4 皿 （庶）2.9 内・ ナデ
廷密0 . 5 -l mm の387 110 土師器 c72- SK407 SK  1 OJ (0)9 1 外；オサエ・ナデ 良好 淡黄 9/10 

-2 小皿 79 2 （惑）1.2 内；ナデ 小石

388 101 土師器 d76 SK407 SKl （口） 11. 2 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡灰黄 完存 重さ53g

-3 皿 （高） 3 0 四外 ；ナデ 小石

389 112 土師器 d77 SD411 SDl （口）11. 6 ；オサエ・ナデ 密0.5-lrm,の 良好 淡黄 ほぼ完存 外面に素地接合痕

-2 皿 （高）2 9 内；ナデ 小石

390 90-7 陶器 c72 SK398 SDl （口）IS 6 外； Dカナずのち糸切りのち 密0.5-lmmの 堅緻 釉淡黄 ロ縁¥/2 古瀬p 折縁中皿

皿 （感）3 9 施枯内； 0-,0ザ｀のち施釉 小石 器淡楼

391 145 土師器 b72 SK398 SDl （口）19.S 外；ハケメのちヨコナデ 密0.5-2rnrnの 良好 淡黄 口経J/4

-3 錆 内・ ナデのちヨコナデ 小石

392 91-2 土師器 d72 SK398 SDl （口）20.1 外；ナデのちヨコナデ 小密0石. 5 -2 mm の 良好 淡苗捻 口絃J/4 外面に煤付着

銀 内；ナデのちヨコナデ

393 160 土師器 d72 SK398 SDl (0)24.1 外；ヨコナデ 密05-2mmの 良好 淡黄楼 口紐l/3 外面に煤付誓

-4 鉗 内；ヨコナデ 小石

394 91-3 土師器 c72 SK398 SDl （口）27.S 外；ハケメのちヨコナデ 祖0.5-3mmの 良好 褐灰 □縁1/3 外面に煤付蓄

錆 内；ナデのちヨコナデ 小石

395 160 

土土師一師器器

d72 SK398 SDl (0)34.2 外；ハケメのちヨコナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄捻 口紐¥/]0 外面に煤付番

-3 内；ナデのちヨコナデ 小石

396 91-1 b72 SK398 SDl （口）36. 0 外；）＼ケメのちヨコナデ 密0.5-3mmの 良好 淡黄捻 口縁¥/4 外面に煤付着

皿 内；ナデのちヨコナデ 小石

397 90-1 土師器 b75 SD402 SDl （口）7 A 外；オサエ・ナデ 密0.5-llMlの 良好 淡黄捨 完存 亘さ18g

土師饂器
（酒）0.9 四外 ；ナデ 生柑0 . 5 -2 mm の398 90-3 d74 8D402 SD1 （口）8 2 ；オサエ・ナデ 良好 灰黄褐 3/4 外面に禁地接合痕

小皿 堪i>I -4 内；ナデ 小石

399 90-2 土師器 b75 8D402 SDl （口）8 -4 外；オサエ・ナデ 9且0.5-2nvnの 良好 淡黄捻 完存 璽さ46g

這~:
（惑）1 7 内；ナデ 小石

400 90-4 d 7 4 SD402 SDl (0)9 4 外；オり1・ーザ‘のちョュザ`｀ 柑0.5-2nvnの 良好 灰黄褐 7/8 

（意）1 6 内ナデ 小石

401 95-3 土師小器lID 
d75 SD402 SDl （口）S 4 外内 ；オサエ・ナデ 小租0石. 5 -2 mm の 良好 淡黄 完存 重さ37g

（意）1. 8 ；ナデ

A02 95-6 陶器 d75 SD402 SDl （口）8 3 外；〇クロナデのち糸切り 密0.5-3mmの 堅緻 灰臼 口緑l/2 山IIIl(知多）

小皿 （高）1 9 内；ロクロナデ 小石

403 お-4 磁器 d 7 5 SD402 SDl （口）一 り内卜 ；； ｝施せ象釉血
密 堅緻 釉 ロ縁部片 青臼磁

小皿 明緑灰

404 96-2 陶器 d74 SD402 SDl （底）3 6 外；ロクロナデのち糸t)]り 密0.5-lmmの 堅緻 釉 底部J/3 古瀬P

椀？ 内；ロクロナデのち施釉 小石 淡黄

405 鉛—2 陶器 d74 SD402 SDl （口） 11. 9 クト；ロクロナデのちケズリ 密0.5-lmmの 堅緻 灰 D絵3,,5 経筒の豆のようなものか

蓋 内；ロクロナデ 小石

tab.18 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (9)
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番号 実測 器種寺 出土 遺構・層 取上時の 法量 囮竪• 技法の特筍 胎 土 焼成 色槻 残存度 傭 考

番号 グリッ1・. 名など 名 称 (Cffl) 

406 92-5 土師器 d75 SD402 SDl （口）7.8 外内 ；ナデのちヨコナデ 密0.5-lirmの 良好 暗黄樗 D縁2/5 外面に煤、内面に炭化物？付羞

沐？ ；ナデ 小石

407 90-6 土師器 b75 SD402 SDl （口）11. 4 外；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -2 m m の 良好 淡黄楼 完存 重さ63g

Ilil （高）2 5 内・ ナデ

408 お-2 土師器 b75 SD402 SDl （口）14.0 外； 1りI・好`のちヨ］・ザ`‘ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 2/5 外面に素地接合痕

皿 （高）2 6 内；ナデ 小石

409 95-1 土師器 d74 8D402 SDl （口） 16 2 外；オり1・ザ‘のち3Jザ‘ 柑0.5-:?mmの 良好 淡捻 3/4 外面に泰地接合痕

IID （高）3 4 内；ナデ 小石

410 95-5 磁器 d75 SD402 SDl (0)16.2 外；施釉 密 堅緻 釉 口縁J/10 青磁龍泉窯系

椀 内；O! 刻施文のち施釉 灰緑

411 9'2-3 陶器 b75 SD402 SDl （口）16.2 外； O冗ナデのちケス` ＇）のち施 小密0石. 5 -珈mの 竪緻 釉 □縁2/5 瀬戸平椀

椀 釉 内；施釉 沿；苗

412 37-5 陶器 d75 SD402 SDl （高台）一 外；糸切り 密0.5-2nvn/J) 堅緻 褐灰 底部片 山余祝（知多）

椀 内；ロクロナデ 小石 外面に墨書

"113 96-4 陶器 d75 SD402 SDl （口）15.8 外； D?Dナテ．のち糸切り、高 密0.5-2mm(J) 堅緻 灰白 高台完存 山余椀（知多）

土師器鉢椀

（忘）4 8 怠外にヨJH" 内；〇冗ナラぃ 小石 外面3方と塵法しこ硯葉の墨書

414 93-2 d75 SD402 SDl (0)ぉ.0 ；かり1・t'f"のちヨJtデ・クスぃ 密0.5-2mmの 良好 暗灰黄 口縁¥/1
0 鉗の製作手 と同様

リ 小石

415 97-1 瓦質土器 b75 SD402 SDl （口）20.2 外；ミガキのちスタンプ文 密0.5-2mmの 良好 灰臼
ロ縁J/4 脚は3方向と見られるが、残存

火鉢 （湛）10.2 内；ナデ 小石 は1カ所のみ

416 208 土師小器間
c76 SK406 SKl (0)7.3 外；オサエ・ナデ 密0.5-111111の 良好 淡黄 完存 重さ15g

-6 （高）1 0 内；ナデ 小石

417 208 這髯 c76 SK406 SK
l <0)7 2 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 完存 豆さ17g

-8 （高）1. 1 内；ナデ 小石

418 225- 土師器 c76 SK406 SKl （口）7 4 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 ほぽ完存 巨さ18g(措定）

1 小皿 （惑） I 0 内；ナデ 小石

419 225— 這晶 c76 SK406 SKl （口）7 4 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 3/4 

8 （高）0 9 内；ナデ 小石

420 2'2.5— 土師器 c76 SK406 SKl （口）7.4 外；オサエ・ナデ 密05~1111111の 良好 淡黄 3/4 内面のナデからは器を丸くしよ

6 小皿 （高）1 2 内；ナデ 小石 うとする意滋が見られる

421 笠5- 土師器 c76 SK406 SKl （口）7 2 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄捻 5バ5

， 小皿 （高） I 0 内；ナデ 小石

422 225- 土8i!i小器皿 c76 SK406 
SKl （口）7 3 外；オサエ・ナデ 小密0石. 5 -l nm の 良好 灰白 ほぽ完存 豆さ1':,g(推定）

4 （高）0 9 内；ナデ

423 認5- 土師器 c76 SK406 SKl (0)7 ii 外；オサエ・ナデ 密0.5-lrrmの 良好 淡黄 完存 望さ17g

2 小[lll （意）121 9 内；ナデ 小石

424 225- 土師器 c76 SK406 SKl （口）7 3 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 6/7 

5 
土師管

（湛）0 9 内；ナデ 小石

425 225ー c76 SK406 SKl （口）7 5 外；オサエ・ナデ 密0.5~1 叩の 良好 淡黄 完存 豆さ 17g

2 小lIIl （高）1 0 内；ナデ 小石

426 208- 土師器 c76 SK406 SKl （口）7 4 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmrnの 良好 淡黄 完存 豆さJ6g

5 小皿 （高）1. 0 内；ナデ 小石

427 208— 土師器小IID c76 SK406 SKl
 (0)7 7 外；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -l mm の 良好 灰臼 ほぽ完存 豆さ21g(推定）

7 （恵）I 0 内；ナデ

428 ぷ8- 土師器 c76 SK406 SK1 (0)7.1 外；オサエ・ナデ 密0.5~1mmの 良好 灰白 完存 賃さ!Sg

3 小皿 （庖）1 l 内；ナデ 小石

429 氾8- 土師器 c76 SK406 SKl (0)7.0 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 完存 重さ17g

2 小皿 （高）1 2 内；ナデ 小石

430 214- 土師器 c76 SK406 SKl （口）7 7 外；オサエ・ナデ 密0.5~lmmの 良好 淡黄摺 完存 重さ16g

3 小IIll （湛）1 0 内；ナデ 小石 外面底に板状圧痕

431 214- 土師小器皿
c76 SK406 SKl （口）7 2 外内 ；オサエ・ナデ 小密0石. 5 -l mm の 良好 淡黄楼 完存 豆さ17g

3 （高）1 1 ：ナデ

432 214- 土師器 c76 SK406 SK1 (0>7 6 外；オサエ・ナデ 小密0石. 5 -l nvn の 良好 淡黄楼 完存 旦さ19g

3 小皿 （高）1.0 内；ナデ

433 翠5- 土Gifi器 c76 SK406 SKl （口）7 7 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 暗黄楼 3/4 

2 
土師炉

（高）1 0 堕外 ；ナデ 小石

434 208- c76 SK406 SKl （口）7 5 ；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄捻 完存 豆さ17g

4 小皿 （高）1 0 内；ナデ 小石

435 208- 土師器 c76 SK406 SKl （口）7.0 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 完存 D緑部に油煙辰付着

4 小皿 （高） 1 0 内；ナデ 小石 重さ19g

436 "",:,:." ..,-
土師器小皿

c76 SK406 SKl (0)6 l? 外内 ；オサエ・ナデ 小密0石. s ~ 1 mm の 良好 淡楼 3/4 

10 （裔）I 0 ；ナデ

-437 224- 土師器 c76 SK406 SKl （口）11. 5 外内 ；オサエ・ナデ 小密0石. 5 -l mm の 良好 淡黄 ほぼ完存 亘さ56g(推定）

6 皿 （高）2.6 ；ナデ

.438 101- 土師器 c76 SK406 SKl （口）11. E; 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 完存 豆さ53g

1 皿 （高）2 8 内；ナデ 小石 外面底に板状圧痕

439 104— 土師器 c76 SK406 SKl （口）11. 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-llMlの 良好 灰臼 完存 重内さ58炭g 

1 皿 （湛）2 6 内；ナデ 小石 面に化材付塩

440 249- 土師器 c76 SK406 SKl （口）11.2 外；オサエ・ナデ 密05-lmmの 良好 灰臼 ほぽ完存 重さも0g(推定）

2 而 （庖）2 7 内；ナデ 小石

441 249- 土師器 c76 SK406 SKl （口）11 2 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄棺 ほぼ完存 塁さ59g(推定）

1 皿 （高）2.7 内；ナデ 小石

442 103- 磁器 c76 SK406 SKl （口）一 外；陰刻蓮弁文のち施釉 密 堅緻 釉 □縁部片 青磁龍泉窯系

3 椀 阿外 ；施釉
淡酎

443 255- 土師器 c76 SK406 SKl （口）29. 9 ；ナデのちヨコナデ 密0.5-2mmの 良好 口縁l/4 外面に煤付着

2 鉗 内；ナデのちヨコナデ 小石

444 231- 陶器 c76 SK406 SKl （底）12.3 外； O?IJナテ` のちクス` リのち施 密0.5-2mmの 竪緻 灰臼 底2,-3 古瀬P

2 盤 釉 内・歴直裡線ふ文劉王ち施塗り）
小石

445 103- 磁器 c76 SK406 SKl （底）12.3 外；阻...!..刻線の釉 密 堅緻 釉 口縁¥/2 青磁

2 楼 内・ 施釉 緑灰

446 105- 陶器 c76 SK406 SKl （口）ー 外；回転ナデ 密0.5-4mmの 堅緻 黄灰 口縁部片 ..... 吊,' .... " 

3 !I 内；回転ナデ 小石

447 217- 陶器 c76 SK406 SK1 （口）42. S 外；ナデのち回転ナデ 密0.5-5mmの 竪緻 明赤褐 ロ縁2/5 ..... 吊, 1瓜月

t 旦 内；オり1・ナかのち回転ナデ 小石

/J/J8 196- 土師器 e60 SK395 SKl （口）31 0 外• 内デ；ナデ・ハケメのち 祖0.5-2mmの 良好 淡黄楼 口縁1/3 外面に煤付着

t 鋼 ヨコナ ・ケズリ 小石

449 111- 瓦質土器 c78 SK416 SKl （口）34. 4 外；ミガキのちスタンプ文 密0.5-2mmの 良好 灰 口絃J/10

2 火鉢 内；ミガキ 小石

450 117- 陶器 a78 SK414 SK2 （口）30.0 外；〇クロナデ 祖0.5-4mmの やや軟 黄灰 □縁¥/8 瀬p?

7 ねり鉢 内；ロクロナデ 小石

tab.19 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (10)
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番号 実測 器種寺 出土 遺構・層 取上時の 法量 批l 竪• 技法の特筍 胎 土 燎成 色弧l残存度 傭 考

番号 グリッド‘ 名など 名 称 (Cm)

451 138 土Gifi器 b76 SK408 SKl （口）7.0 外；オサエ・ナデ 密0.5-3nmの 良好 淡黄橙 完存 重さ19g

-2 小皿 （高） 1 l 内；ナデ（エ具） 小石

452 105 土師小器皿 b76 SK408 SKl 
（口）7'1 外；オサエ・ナデ 密0.5-1nvnの 良好 灰臼 完存 豆さ16g

-2 （濡）0 9 内・ ナデ 小石

453 105 土師器 b76 SK408 SKl （口）7.6 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 完存 重さ14g

-¥ 小lII1 （高）0 8 内；ナデ 小石

454 159 土師器 b76 SK408 SKl （口）7 5 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 ほぼ完存 匿さ19g(推定）

-3 小皿 （高）0 9 内；ナデ 小石

455 137 土師器 b76 SK408 SK1 (0)7 7 外；オサエ・ナデ 小密0石. 5 -l mm の 良好 淡黄捨 完存 重さ17g

-3 小皿 （高）1 0 内；ナデ

456 99-3 土師器 b76 SK408 SK1 （口）7.4 外内 ；オサエ・ナデ 密0.5-lnvnの 良好 淡黄楼 完存 重さ16g

小皿 （高）1 0 ナデ 小右

457 214 土師器 b76 SK408 SKl （口）7 8 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄稽 完存 重さ20g

-6 小皿 （高）I 0 内；ナデ 小石 内面に炭化物（油短？）付着

458 214 土師器 b76 SK408 SKl （口）7 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄捻 完存 重さ17g

-5 小皿 （高）0 9 内；ナデ 小石 外面に素地接合痕

459 213 土師器 b76 SK408 SKl （口）7.8 外；オサエ・ナデ 密0.5-Jrrvn(JJ 良好 淡黄楼 ほぼ完存 重さ19g

-7 小1lll （高） I 1 内；ナデ 小石

1160 159 土師器 b76 SK408 SK1 (0)7.8 外；オサエ・ナデ 密0.s~1mmの 良好 淡黄ほ ほぽ完存 重さ20g(推定）

-2 小lill （恵）I 2 内；ナデ 小石

A61 214 土師器 b76 SK408 SKl （口）7 7 外内 ；オサエ・ナデ 小密0石. 5 -l nvn の 良好 灰白 ほぼ完存

-7 小皿 （高）I 3 ナデ

462 213 土8iti器 b76 SK408 SKl (0)7 7 外；オサエ・ナデ 密0.5-IIMIの 良好 淡黄楼 ほぼ完存 豆さ18g(f街定）
-10 小皿 （裔）1 0 内；ナデ 小石

463 159 土Bili器 b76 SK408 SKl （口）7 I 外；オサエ・ナデ 密0.5-lnvnの 良好 淡黄楼 完存 旦さ15g

-5 小皿 （高）0 9 内；ナデ 小石

A64 137 土師器 b76 SK408 SKl （口）7 3 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 完存 亘さ16g

-4 小1I1l （高）I 0 内；ナデ 小石

465 213 土師器 b76 8K408 SKl (0)7 4 外；オサエ・ナデ 密0.5-1面の 良好 淡黄償 ほぼ完存 菫さ17g(推定）

-9 小皿l （高）1 0 内；ナデ 小石

ll66 214 土師器 b76 SK408 SKl （口）7.5 外；オサエ・ナデ 密0.5-lnvnの 良好 淡黄楼 完存 旦さ・1sg

-2 小皿 （高）1 I 内；ナデ 小石

467 214 土師器 b76 SK408 SKl （口）7 2 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 完存 旦さ15g

-2 小11Il （嵩）1 0 内；ナデ 小石

468 225 土師器 b76 SK408 SKl （口）7. 1 外；オサエ・ナデ 密0.5-tmmの 良好 淡黄 完存 璽さ17g

-12 小皿 （高） I 1 内；ナデ 小石

469 230 土師器 b76 SK408 SKl （口）7 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-3mmの 良好 淡黄 4/5 

-3 小皿 （惑） 1 l 内；ナデ 小石

470 213 土師器 b76 SK408 SKl （口）7 3 外；オサエ・ナデ 密0.5.... lrrvnの 良好 淡黄 ほぼ完存 豆さ20g(推定）

-1 I 小皿 （裔）I 3 内；ナデ 小石

471 213 土Sifi器 b76 SK408 SKl （口）7 5 外；オサエ・ナデ 密0.5-1叩の 良好 淡黄 ほぼ完存 重さlBg(推定）

-6 小皿 （高）I 3 内；ナデ 小石

472 芯6 土師器 b76 SK408 SK1 （口）9 6 外；オサエ・ナデ 小密0石. 5 -l mm の 良好 淡黄灰 4/5 大形小皿油（煙中痕皿付） 
-t 小皿 （高）1 4 内；ナデ □緑部に 着

473 芯5 土8ifi器 b76 SK408 おちこみ （口）7.8 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡茶灰 口縁2/5

-5 台付小皿 :3 (高）2 7 内；ナデ 小石

474 215 土師器 b76 SK408 SKl （口）10.7 外；オサエ・ナデ 密0.5-111111の 良好 淡黄楼 完存 賃さ5&g

-4 皿 （高）2 6 内；ナデ 小石

475 213 土師器 b76 SK408 SKl （口）11.6 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 ほぼ完存 旦さ58g(推定）

-4 IID （高）2 6 内；ナデ 小石 外面底に板状圧痕

476 213 土師器 b76 SK408 SKl （口）11. 0 外；オサエ・ナデ 密小石0.5-lnvnの 良好 淡黄 9/10 

-5 皿 （高）2 6 内；ナデ

477 215 土師器 b76 SK408 SKl （口）11. 2 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 ほぼ完存 旦さ60g(推定）

-3 皿 （高）2 8 内；ナデ 小石 外面底に渦巻き状の絞り目

478 98-4 土師器 b76 SK408 SKl （口）11. 2 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 灰白 ほぼ完存 重さ51g(推定）

皿 （高）2.7 四外 ；ナデ 小石 赴旦面底に匝（状圧痕

479 213 土師器 b76 SK408 SKl (0)10.7 ；オサエ・ナデ 密05-111111の 良好 淡黄捻 ほぼ完存 さ46g 推定）

-1 皿 （蔭）2 2 内；ナデ 小石 外面底に板状圧痕

480 215 土師器 b76 SK408 SKl （口）11.0 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 灰臼 7/8 外面底に渦巻き状の絞り目

-7 皿 （高）2 8 内；ナデ 小石

481 翁—5 土師器 b76 SK408 SKl C0>11.4 外内 ；オサエ・ナデ 小密0石. 5 -J IMl の 良好 灰白 完存
外亘面さ5底1にg板状圧痕

皿 （湛）2 0 ；ナデ

482 213 土師器 b76 SK408 SKl (0)10 8 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄fi ほぼ完存 璽さ51g(推定）
-3 皿 （高）2 8 内；ナデ 小石

483 101 土師器 b76 SK408 SKl （口）11. 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 完存 匿さ59g

-3 11D （溶）2 6 内；ナデ 小石 外面底に板状圧痕

484 99ー1 土師器 b76 SK408 SKl （口）11. 2 外；オサエ・ナデ 密0.5-111111の 良好 灰臼 完存 旦さ53g

皿 （高）2 5 内；ナデ 小石

485 213 土師器 b76 SK408 SKl （口）11.2 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄棺 ほぼ完存 亘さ52g

-2 皿 （高）2 3 内ナデ 小石

486 215 土師器 b76 SK408 SKl （口）11. 3 外；オサエ・ナデ 密0.5-llMlの 良好 淡黄楼 完存 旦さ50g

ー1 皿l （高）2 6 内；ナデ 小石 外面底に板状圧痕

487 ⑳ -7 土Gili器 b76 SK408 SKl (0) 10.8 外；オサエ・ナデ 密0.5-J IMl(J) 良好 灰白 ほぽ完存 亘さ51g(推定）

llJI （高）2 3 四外 ；ナデ 小石

488 98-3 土師器 b76 SK408 SKl （口） 10.S ；オサエ・ナデ 密0.5-llmlの 良好 淡黄楼 ほぼ完存 豆さ52g(推定）

皿 （高）2 6 内；ナデ 小石 外面底に板状圧痕

1189 101 土師器 b76 SK408 SKl （口）11. 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-1叩の 良好 淡黄橙 完存 菫さ52g

-4 皿 （高）2 4 内；ナデ 小石

490 215 土師器 b76 SK408 SKl （口）10.8 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 灰白 完存 旦さ53g

-5 皿 （高）2 4 内；ナデ 小石

491 215 土師器 b76 SK408 SKl （口）10.9 外；オサエ・ナデ 密0.5-lrmiの 良好 灰白 ほぼ完存 重さ47g(措定）

-6 皿 （高）2 5 内；ナデ 小石

492 98も 土師器 b76 SK408 SKl （口）11. 4 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 ほぼ完存 重さ52g(推定）

皿 （高）2 2 内；ナデ 小石

A93 215 土師器 b76 SK408 SKl （口）11. 3 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡苗楼 3/4 外面底に板状圧痕

-2 皿 （憲）2 6 内；ナデ 小石

494 お6 土師器 b76 SK408 SKl （口） 18 6 外； iり1・ザ` のちヨコザ‘ 密0.5-2mmの 良好 淡余灰 ロ縁J/8 大IIIl

-2 !ID 内；ナデのちヨコナデ 小石

495 94-2 陶器 b76 SK408 おちこみ （口）10.0 外； O?Oナずのち糸切りのち 密0.5-lnvnの 堅緻 枯 口絃¥/3 瀬p

小祝 3 （高）4.6 施釉内；施釉 小石 淡緑黄

tab.20 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (11)
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番号 実測 器種寺 出土 遣漬•層 取上時の 法量 抵竪• 技法の特符 胎 土 焼成 色弧 残存度 備 考

番号 グ`リッI・. 名など 名 称 (Cm)  

496 94-1 陶器 b76 SK408 おちこみ （口）15.9 外； O?Oナデ・糸t)]り・ 7炉J 密0.5-Jmmの 堅緻 釉 D緑1/3 瀬P 平椀

椀 3 (清）7 4 高台にヨJ好` ・`施釉 小石 淡緑黄

497 93-1 陶器 b76 SK408 SKl (0) 15 6 外；〇冗ナテ＂のちば` リのち施 密0.5-lmmの 竪緻 晶
□縁3,10 瀬p 平椀

椀 釉内；施釉 小石

498 98-t 陶器 b76 SK408 おちこみ （口）18.2 外； a冗ナーずのちケス＂リのち施 密0.5-1面の 堅緻 釉 D絃1/6 瀬P 平椀

椀 釉内；施釉 小石 灰緑

1199 応2 陶器 b76 SK408 SK1 （口）ー 外；ロクロナデ 密0.5-4面の 竪緻 淡灰 口紐部片 瀬p

-4 ねり鉢 内；ロクロナデ 小石

500 99-4 磁器 b76 SK408 SKl 外；阻刻梅状文のち施釉 疫山 竪緻 釉 体部片 青臼磁梅瓶

瓶 内；施釉 明緑灰

601 100 陶器 b76 SK408 おちこみ (0)22.0 外釉 ；〇?O:tテ1 のち9ス可のち施 密小0石. 5 -2 1Ml の 堅緻
釉淡緑黄

口縁J/6 瀬p

ー1 卸鉢 内・ 施釉

502 98-2 陶器 b76 SK408 SKl <0)24.2 外； D刀紆‘‘のちクス・リのち施 密0.5-lmmの 堅緻 釉 口絃¥/A 瀬p 折絵深皿

盤 釉内；施釉 小石 淡黄

503 93-3 陶器 b76 SK408 SKl （口）28.0 外；〇カナずのちうか）のち施 密0.5-2面の 堅緻 釉 口縁J/8 瀬p 折縁涼皿

盤 釉内；施稚 小石 送釉緑黄

50-4 100 陶器 b76 SK408 SKl d□) 32. 3 外；a,oナずのちクス‘リのち施 密0.5-2叩の 竪緻 □縁l/4 瀕p 折縁深flll

-2 盤 釉内；施柑 小石 淡黄

505 102 陶器 b76 SK408 SK1 <0>27.9 外；〇カナrのち糸切りのち 密05-3mmの 駐緻 釉 口絃l/7 瀕p 折絃深皿

ー1 盤 （高）8 0 'T~." リのち施釉 内；施枯 小石 淡黄 2片を図上渭元

506 102 陶器 b76 SK408 SKl （口）30.6 外；a冗ナrのち1ス`＇）のち施 密0.5-2叩の 竪緻
釉淡緑黄

ロ縁1/8 瀬2戸片を図3足上復?元(1方のみ残存）
2 鉢 釉内・ 施釉 小石

507 お5 土師器 b76 SK408 SK1 （口）30. 6 外； nケメ・ft"'のちヨユザ` ‘ 密0.5-lmmの 良好 淡褐 D縁J/5 外面に煤付溢

ー1 鋼 内；ナデのちヨコナデ 小石

508 255 土師器 b76 SK408 ”コミ3 （口）34. 0 外；mメ・ザ` のちヨJザ・.れ` 密0.5-2mmの 良好 淡黄灰 口給J/5 〇緑部に煉成即穿孔 (2個 1対

-3 盤 c76 SK406 SKl リ 内；ナデのちヨコナデ 小石 ？）あり

509 9.11- 瓦質土器 b76 SK408 SKl （口）43 6 外；ミガキのちスタンプ文 密0.5-21M1の 良好 明褐灰 底部J/5 土師質を呈す数片を図上復冗

3・4 火鉢 内；ナデ 小石 3足?(1方のみ残存）

510 乞20 土師器 c78 SZ409 おちこみ （口）7.8 外；オサエ・ナデ 密111.5-lrnmの 良好 淡黄 完存 亘さ26g

-3 小皿 2 (高）1 0 内；ナデ 小石

51 I 223 土師器 b78 SZ409 SKl （口）7 7 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 4,,5 外面底に籾殻痕付羞

-6 小皿 （高）1 0 内；ナデ 小石

512 120 土師器 c78 SZ409 おちこみ （口）8 4 外； 1り1・・ザ‘のちョュザ＇ 密0.5-lmmの 良好 灰白 11/12 口緑部に油坦痕付溢

-2 lヽヽ皿 2 (高）1 5 内 ナデのちヨコナデ 小石

513 泣O 土師器 c78- SZ409 SKlの （口）7.6 外；オサエ・ナデ 密0.5-1四の 良好 灰臼 完存 重さ認g

-2 小皿 79 2 (高）1 0 内；ナデ 小石

514 140 土師器 c78 SZ409 SKl <0)7.8 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 J/2 

ー1 小皿 （高）I 0 内；ナデ 小石

515 110 陶器 b77 SZ409 SKl （口）7 8 外；ロクロナデのち糸切り 密0.5-lmmの 堅緻 黄灰 ロ縁l/4 山皿

-4 小皿 西土手 （忘） I 5 内；ロクロナデ 小石

516 淫8 土師器 b78 SZ409 SKl （口）11. 2 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡苗楼 完存

-7 III] 右群 （高）2 6 内；ナデ 小石

517 笠O 土Bili器 b78 SZ409 SK1土 <0)11.3 外内 ；オサエ・ナデ 小密石0.5-lmmの 良好 淡黄 5/6 

-5 皿 器群さ1 （高）2 5 ；ナデ

518 80-1 土師器 b78 SZ409 SKl （口）11.S 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 完存 外面底に板状圧痕

皿 （高）2 7 内；ナデ 小石 重さ53g

519 221 土師器 b78 SZ409 SKl土 (0)11 1 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄捻 3/4 

-4 皿 器群2-1 （癌）2 8 内；ナデ 小石

520 笈O 土師器 b78 SZ409 SKl土 （口）11 1 外；オサエ・ナデ 密0.s~1rnmの 良好 淡黄信 完存 外面底に素地接合痕

-4 皿 器群2-1 （裔）2 5 内；ナデ 小石 痘さ59g

521 220 土師器 b78 SZ409 SKl (0)¥2.1 外；オサデエ・ナデ 密小0石. 5 -3 mm の 良好 淡苗捻 7/8 

-6 皿 太虹 ほ蔦）2 5 内；ナ

522 195 磁器 b78 SZ409 おちこみ （上蘭） 外；放射状陰刻文のち施釉 密 堅緻 釉 窟上部 青臼磁

-2 合子 7 8 内；〇クロナデ 淡緑灰 ¥/3 

523 121 磁器 b78 SZ409 おちこみ （休上） タト；i包乎由 茄山 堅緻 釉 体部上半 青磁

-II 茶入 7 8 内；施釉 炉
J/5 

524 134 磁器 b78 SZ409 おちこみ 1 呵~ム口ヽI 外； 9ス・リ・阻刻文のち施釉 痴u., 堅緻 高台完存 青磁同安窯系

-t 椀 5 0 内；阻刻文のち施柁 明青灰

525 114 磁器 c77 SZ409 ぉちこみ （高台上） タト；｝包fill 初...... 堅緻 釉 椀下部 青臼磁

-2 椀 （土坑群） 4 e 内； Pこ刻文のち施釉 淡青白 J/5 

526 118 磁器 c78 SZ409 おちこみ （高台） 外；ケズリのち施枯 痴..i, 竪緻
明釉緑灰

高台J/4 青白磁

-2 椋 4 8 
内・陽刻文の文ち施の釉ち施

527 118 磁器 c78 SZ409 おちこみ (0)一 外；陰施刻蓮弁 釉 痴..... 竪緻 贔 □縁部片 青磁龍泉窯系

-2 祝 内；釉

528 110 磁器 b77 SZ409 ぉちこみ （口）一 外；陪刻蓮弁文のち施釉 痴山 堅緻 釉 D緑部片 青磁龍泉窯系

-6 椀 内；施釉 灰緑

529 110 陶器 b77 SZ409 土坑群 （口）15.2 外；ケズリのち施釉 密0.5-lmmの 堅緻
釉淡緑黄

D縁¥/3 瀬p 平椀

-5 椀 東西土手 内；施釉 小石（多）

530 118 土師器 c78 SZ409 おちこみ （口）18 2 外；ハケメのちヨコナデ 柑0.S-2叩の 良好 淡稽 高台3/4

ー1 椀 （庶）10.1 内；ナデのちヨコナデ 小石

531 111 陶器 b77 SZ409 おちこみ （口）30. 6 外；ケズリのち施釉 密小0石. 5 -2 mm (l) 堅緻 釉 口縁l/8 瀬p 折縁深皿

ー1 盤 内；施釉 灰白

532 110 陶器 b77 SZ409 おちこみ （口）16 2 外； O尤ナデのち施釉 密0.5-lmm(J) 竪緻 釉 D往J/8 瀬p

-7 卸皿 内；キザミのち施枯
小栢石0.5-2mmの

灰白

533 123 土師器 c79 SZ409 SKlの I口）21. 0 外；ナず• I)ケメのちヨJザ‘・ケス・ 良好 灰黄 口妹J/3

-I 鋼 2 リ 内；ナずのちヨJサ‘・クス•ヽ 'J 小石

534 120 土師器 b78 SZ409 SKl （口）22 0 外；ナf".l)'lメのち3Jザ‘・ケズ" 密0.5-2mmの 良好 淡黄 〇縁9/10 外面に煤付着

-3 鎖 リ 内；ナずのちヨJナザ・クス`‘リ 小石

535 112 土師器 c77 SZ409 ぉちこみ （底）S 2 外；ナデのちヨコナデ 密0.5-lmmの 良好 灰白 口絃ほぼ ミニチュア？

-6 小形羽釜 内；ナデのちヨコナデ 小石 字存

536 蕊 1 鉄製 c77 SZ409 おちこみ （口)- 口絃部片

-3 鋼

537 113 瓦質土器 c77 SZ409 おちこみ （口）29.0 外；ミガキのちスタンプ文 *.ll.0.5-3mm0J 良好 灰黄 口絃l/4 土師質を呈す 2片

-1 火舎 内；ナデのちミガキ 小石

538 218 陶器 c77 SZ409 おちこみ （体上） 外；ナデのちスタンプ文 9且0.5-7mmの 堅緻 暗赤褐 体部片 ..... 吊II!,,., 

ー1 u 内；オサエ・ナデ 小石

539 206 土師器 d78 SD412 SDl （口）, e 外；オサエ・ナデ 密0.5-1面の 良好 灰白 5/6 

-9 小皿 （高）1 3 内；ナデ 小石

540 207 土師器 d78 SD412 SDl （口）7 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 完存 重さ'20g

-4 小皿 （裔）1 1 内；ナデ 小石

tab.21 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (12)
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番号 実測 器種等 出土 遭構・層 取上時の 法量 調竪• 技法の特筍 胎 土 煉成 色岨l残存度 偏 考

番号 グリッド 名など 名 称 (Cm)  

541 206 士師器 d78 SD412 SDl (0)7 8 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 ほぽ完存 重さ23g(措定）

-'5 小llD （高）1 l 内；ナデ 小石

542 206 土師器 d78 SD412 SDl （口）7 9 外；オサエ・ナデ 密0.5-lllVllの 良好 灰臼 ほぽ完存 重さ25g(措定）

-2 小IDl （高）0 9 内・ ナデ 小石

5A3 206 土師器 d78 SD412 SDl （口）7.4 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 1/2 

-I 小皿 （湛）I 0 内；ナデ 小石

544 115 土師器 d78 SD412 SDl （口）7 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄楼 完存 重さ20g

-9 小皿 No 29 （高）I 0 内；ナデ 小石

545 氾7 土師器 d78 SD412 SDl （口）7 8 外；オサ工・ナデ 密05~l nvnO) 良好 淡黄 ほぼ完存 巨さ:20g(推定）

-5 小皿 （恵）1 0 内；ナデ 小石 内面のナデエ貝は一枚貝か

646 112 土8i!i器 d78 SD412 SDl （口）7.9 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡賛 ほぽ完存 旦さ22g(!'It定）

-3 』lヽrm （高）1. 3 内・ナデ 小石

647 206 土師器 d78 SD412 SDl （口）7 7 外；オサエ・ナデ 密0.5~1 叩の 良好 淡黄 ほぽ完存 亘さ22g(推定）

-8 小皿 （高）1 0 内；ナデ 小石

548 ざl4 土師器 d78 SD412 SDl （口）7 7 外；オサエ・ナデ 密0.5-Jmm(l) 良好 淡黄楼 完存 重さ:22g

-2 
土師小器皿

（高）t t 内；ナデ 小石

549 裟3 d78 8D412 SDl （口）7 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-llllllの 良好 灰白 J/3 外面に素地接合痕

-8 小llII （忘）1.2 内；ナデ 小石

550 115 土師器 d78 8D412 SDl (0>7.6 外；オサエ・ナデ 密0.5-llll11の 良好 淡黄 9/10 

-2 小皿 No 10 （高）1 3 内；ナデ 小石

561 115 土師小器11D d78 8D412
 SDl （口）7 5 外内 ；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -l rrwn の 良好 淡黄楼 9/10 

-5 No.24 （高）1 0 ・ナデ

552 115 土師器 d78 SD412 SDl (0)7 7 外；オサエ・ナデ 密小0石. S ~ J llvn の 良好 淡黄 2/3 

-5 小JlII No.12 （高） I I 内；ナデ

553 獨 6 土師器 d78 SD412 SDl （口）7.4 外；オり1・ザ‘のちヨJザ‘ 密0.5-lmmの 良好 灰白 ¥/2 口経iこ油煙痕付番

-3 小nn （高） t 7 内；ナデのちヨコナデ 小石

554 213 土師器 d78 SD412 SDl （口） 11.6 外；オサエ・ナデ 密05-lmmの 良好 淡黄 2/3 外面に索地接合痕

-2 llll No.II （高）2 0 内；ナデ 小石

555 213 土師器 d78 SD412 SDl （口）11. 1 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 灰臼 完存 豆さ52g

-3 llll No.30 （高）2 3 内；ナデ 小石

556 203 土師器 d78 SD412 SDl （口）1 I. 3 外；オサ工・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 4/5 

-3 皿 No.16 （高）2 3 内；ナデ 小石

557 2'23 土師器 d78 SD412 SDl （口）11. 3 外；オサエ・ナデ 密0.5-2面の 良好 淡黄 1/2 外面底に板状圧痕

-1 皿 No.3 （高）2 6 内・ナデ 小石

558 115 土師器 d78 SD412 SDl （口）11 S 外；オサエ・ナデ 密05-lmmの 良好 灰白 ほぽ完存 外面に素地接合痕

-4 llil No.23 （高）2 6 内；ナデ 小石 豆さ'54g(措定）

559 115 土師器 d78 SD412 SDl （口）11. 8 外；オサ工・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 2/5 

-7 III) No.26 （高）2 5 四外 ；ナデ 小石

560 121 土師器 a80 SK421 SKl （口）11. 4 ；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 灰白 完存 豆さ:64g

ー1 nn B群 （高）2 5 内；ナデ 小石

561 勾7 土師器 d78 SD412 SDl （口）11. 5 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 灰臼 4/5 

-7 皿 （高）2 3 内；ナデ 小石

562 223 土師器 d78 SD412 SDl (0) 11.0 外；オサエ・ナデ 密0.5-証mの 良好 灰白 完存 亘さ45g

-5 皿 No.14 （湛）2 7 内；ナデ 小石

563 203 土師器 d78 SD412 SDl （口）11. 6 外；オサエ・ナデ 密05-lmmの 良好 灰白 口縁完存

-2 lIIl No.15 （高）2 5 内；ナデ 小石

564 203 土師器 d78 SD412 SDl (0111.6 外；オサエ・ナデ 密05-2mmの 良好 淡黄 ほぽ完存 重さ認g (推定）

-1 皿 No.15 （高）2 4 内；ナデ 小石 クト面底に板状圧痕

565 203 土師器 d78 SD412 SDl （口）11. 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 灰臼 2/3 

-4 皿 No.17 （高）2.5 内；ナデ 小石

566 203 土師器 d78 SD412 SD1 （口）I 1. 4 外；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -l mm の 良好 灰白 5バ5

-~ . ., 皿l N,,. lB （高）2 6 内・ナデ

567 ぷ7 土師器 d78 SD412 SDl （口）11. 9 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 ほぼ完存 璽さ70g(推定）

-6 皿 No.22 （高）2 7 内；ナデ 小石

568 115 土師器 d78 SD412 SDl <0)11.S 外；オサエ・ナデ 柑0.5-2mmの 良好 灰白 完存 璽さ59g

-6 llD N,::,.25 （高）2.8 ~外 ; ナデ 小石

569 l 15 土Sifi器 d78 SD412 SDl （口）11.S ；オサエ・ナデ 密05-2mmの 良好 淡黄楼 ほぽ完存 重さ64g(推定）

-1 llil No 7 （庖）2 7 内；ナデ 小石

570 115 土師器 d78 SD412 SDl （口）11. 5 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 口絃完存

-8 11D （恵）2 7 内；ナデ 小石

571 妥3 土師器 d78 SD412 SDl （口）11. 2 外；オサエ・ナデ 密0.S-2mmの 良好 淡黄 4/5 外面底に板状圧痕

-4 llil No.5 （高）2 5 内ナデ 小石

572 127 土師器 d78 SD412 SDl （口）32.2 外； 1)1メ・tずのちヨJザ..1ス` 名且0.5-3rm,の 良好 淡黄 ロ緑!:,/J2 外面に煤付着

ー1 頷 No.11 内；板tt"のちヨJナず.,ス``リ 小石

573 お2 陶器 d78 8D412 SDl （口）28.S 外；ロクロナデのちケズリ 密0.5-411lllの 堅緻 淡灰 口縁¥/8 瀬P

-5 ねり鉢 内；ロクロナデ 小石

574 2'2.1 土師器 c77 SK410 SKl （口）9 0 外；オサエ・ナデ ＄恥.5-lnvnの 良好 暗楼 l/2 D縁部に油煙痕付看

-2 小nn （高）1 A 内；ナデ 小石

575 223 土師器 d77 SK410 SKl （口）9 3 外；オサエ・ナデ 柑0.5-lmmの 良好 暗楼 5/}2 

-7 小皿 （裔）1 2 内；ナデ 小石

576 221 土師器 d77 SK410 SKl （口）11. 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄橙 3/4 外面底に板状圧痕

-6 小nn （高）2 5 内；ナデ 小石

577 116 磁器 a79 SK420 SKl （底）3 0 外；ケズリ出し高台のち施 密 堅緻 釉 裔台3/4 青磁

-4 小皿l 釉内；施釉 明~f.s 緑灰
578 116 土師器 a79 SK420 SKl (0)14.4 外； 1り1・ザ‘のち3]ザ‘ 祖0.5-2mmの 良好 口縁2/5

-2 t+ （高）2.7 内；ナデのちヨコナデ 小石

579 116 土師器 a79 SK420 SKl (0)あ.9 外；ハケメのちヨコナデ 密0.5-31Mlの 良好 淡黄償 ロ縁¥/10

-1 区 内；ナデのちヨコナデ 小石

580 116 陶器 a79 SK420 SK1 （口）30.0 外；ロクロナデ t且0.5-5mmの 竪緻 灰黄 ロ緑¥/10 源p

5 ねり鉢 内・oクロナデ 小石

581 125 土製 a80 SK421 SKl （幅）1 6 外；オサエ・ナデ 密05-lmmの 良好 淡黄橙 鵜部欠捐

-2 籍 内；円棒状具の抜き痕 小石

582 125 石製 a80 SK421 SK1 （口）一 外；ケズリ 口縁部片 滑石製外面に煤付着

-3 鋼 内；ケズリ 側辺に2次加工痕あり

583 125 土師器 a80 SK421 SKl （口）7.0 外；オサエ・ナデ 密0.5-1町の 良好 淡黄捻 完存 重さ14g

-4 小血 （窟） 1 0 内；ナデ 小石

584 124 土師器 a80 SK421 SKl (0)7 4 外；オサエ・ナテ 密0.5-lmmの 良好 淡黄棺 完存 豆さ19g

-4 小IDI B群 （高）1.0 内；ナデ 小石

585 124 土師器 a80 SK421 SKl （口）7 3 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 灰臼 完存 亘さ18g

-2 小皿 B群 （高）1 2 内；ナデ 小石

tab.22 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (13)
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番号 実測 器種等 出土 遺渭・層 取上時の 法量 1目竪• 技法の特筍 胎 土 燎成 色埠 残存度 憤 考

番号 グリッド`` 名など 名 称 (Cm)

586 129 土師器 a80 SK421 SKl （口）11 2 外；オサエ・ナデ rn0.5-2rrvnの 良好 淡黄 完存 璽さ49g

-t 皿 B群 （高）2 5 内；ナデ 小石

587 129 土師器 a80 SK421 SKBl 群
（口）11. 5 外内 ；オサエ・ナデ *ll.0.5-lmmの 良好 淡黄 完存 外面底に板状圧痕

-2 皿 （嵩）2 4 ；ナデ 小石

588 125 土師器 a80 SK421 SKl （口）9.2 外；オサエのちヨコナデ 密0.5-1面の 良好 淡黄楼 □縁¥/6 ミニチュア

ー1 韻 内；ナデのちヨコナデ 小石

589 125 陶器 a80 SK421 SKl （口）12.2 外；ロクロナデ 密0.5-llMlの 堅微 灰白 D縁J/8 片D付外面に釉（自然？）

-5 小鉢 内；〇クロナデ 小石

590 124 陶器 a80 SK421 SKl （口）5 6 外； O?Oナテ` のち糸切りのち 小密石0.5-Jmmの 堅緻 灰臼 口縁¥/2 瀬p?

-5 入子 （高）2.2 縞花内；〇クロナデ

591 124 陶器 a80 SK421 SKl （底）2.1 菰外外；； O 〇冗ナ．ずのち糸切りのち 密小0石. 5 -] IMl の 堅緻
暗赤褐 J/2 

-6 小口 内： 0クロナデ

592 129 磁器 a80 SK421 SKl （底）3 4 ; ?CJナずのち n·•」のち施 痴.... 竪緻 釉 底部¥/3 青臼磁

-6 皿 釉内；胆刻文のち施釉 白青

593 129 土師器 a80 SK421 SKl (0>16.1 外；オり1.1)ケメのちヨJザ‘ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 D社3/7

-3 椀 内；ハケメのちヨコナデ
小吾0 石5 -2 111ll の594 129 陶器 a80 SK421 SKl (0)一 外；ヨコナデ 竪緻 黄灰 口縁部片 常沿

-4 旦 内；ヨコナデ 小石

595 124 瓦質土器 a80 SK421 SKl （口）一 外；スタンプ文・歴耗 祖0.5-2mmの 良好 淡黄 口縁部片 土Gi!i質

-7 火鉢 内；居耗 小石

596 123 陶器 a80 SK421 SKl （口）15.3 外内； DXlナずのち卸糸切目り 密小0石. 5 -2 mm の 堅緻 釉 口縁2/5 外面底に板状圧痕

-2 卸皿 C群 （宮）3 4 ・oxけずのち 淡黄

597 お1 鉄製 a80 SK421 SKl （長）24. 1 刃部り涸は使用にためかかなり ほぼ完存

-4 小刀 B群 す っている

598 124 石製 a80 SK421 SKl （幅）2 9 全面に使用痕あり
約1,、2'? 粘板岩梨？

-8 砥石
599 117 土製 b79 SK423 SKl （幅）1.4 外；オサエ・ナデ 祖0.5-2nvnの 良好 灰白 約J/2'?

-2 鍾 内；円棧状工具の抜き痕 小石

600 117 土製 b79 SK423 SKl （幅）0.8 外；オサエ・ナデ 密0.5-1mmの 良好 暗楼 約1心？

-3 籍 内；円棒状工具の抜き痕 小石

601 117 土製 b79 SK423 SKl （幅）1.6 外；オサエ・ナデ 密0.5-!mmの 良好 暗黄楼 ほぼ完存

-I 籍 （長）S 9 内；円惇状工具の抜き痕 小石

602 129 土製 b79 SK423 SKl （幅）2.0 外；オサ状エ工・ナ且のデ抜き痕
密0.s-1111111の 良好 淡黄 完存 重さ15g

-9 籍 （再）4.8 内・円棧 小石

603 129 土師器 b79 SK423 SKl (0) 13.0 外；ハケメのちヨコナデ 密0.5-1叩＇の 良好 淡赤楼 口緑l/3

-8 旦 内；板ナデのちヨコナデ 小石

60A 121 土師器 b79 SK423 SKl （口）16.4 外；オり1・ザ` のちヨJt:f' 密0.5-lmmの 良好 楼 □縁¥/6 外面に煤付着

-2 皿 内；ナデのちヨコナデ 小石

605 126 土Bili器 b80 SK425 SK1の1 （口）8 4 外；刀り1・1rのちヨJザ` 密0.5-2nvnの 良好 淡黄楼 □縁3/5

-2 小皿 No 3 （高）I. 7 内；ナデのちヨコナデ 小石

606 126 土gifj 小器llD b80 SK425 SKl 
（口）9 2 外；オり1・ザ`‘のちヨJ.ザ‘ 小祖0石. 5 -2 mm の 良好 暗·~ 口縁':,/6

-2 （恵）1 6 内；ナデのちヨコナデ

607 126 土師器 b80 SK425 SKIのI (0)14.8 外内 ；オり1・t:かのちヨJザ`‘ t小恥石.5-2mmの 良好 淡黄窪 口縁3/4

ー1 rm No. I （高）2 7 ・ナデのちヨコナデ

608 126 土師器 b80 SK425 SKIの1 （口）22.2 外；ナデ．，ヽ 9メのちョュザ‘・クス m 粗0.5-2mmの 良好 淡黄楼 体部J/3 外面に煤付着

-4 鎮 No.4 （高）12.0 ＇) 内；ナテ` のちョ］ザ‘・灯‘リ 小石

609 205 土師器 c79 SK426 SK1の2 （口）8 0 外；オサエ・ナデ 祖0.5-2面 Iの 良好 淡黄償 3/4 

-10 小皿 No.15 （高）0 9 内；ナデ 小石（多）

610 204 土師器 c79 SK426 SKIの2 （口）8 0 外；オサエ・ナデ 祖0.5-2面の 良好 淡黄 ほぼ完存 璽さ22g(推定）

-4 小皿 No.12 （高）I 1 内；ナデ 小石（多）

611 204 土師小器皿 c7
9 SK426 SK1の2 （口）8 0 外内 ；オサエ・ナデ 祖小0石.5（ -多2） rrm の 良好

淡黄楼 ほぼ完存 豆さ・23g(推定）

-I No.7 （高）1 0 ・ナデ

612 ぶり5
土師小器皿

c79 SK426 SK1の2 （口）8 2 外；オサエ・ナデ ＄且0.5-2mmの 良好 淡黄棺 ほぽ完存 豆さ21g(措定）

-7 No.12 （高）I. 1 内；ナデ 小石（多）

613 205 土師器 c79 SK426 SK1の2 （口）7 9 外；オサエ・ナデ *ll.0.5-lnvnの 良好 淡黄楼 完存 重さ23g

-7 
土師小器llD 

No.3 （憲）1 I 内；ナデ
小藉0石.5-2四の

614 205 c79 SK426 SK1の2 <O)tt.6 外；オサエ・ナデ 良好 灰臼 7,-10 外面底に板状圧痕

-t 皿 No.4 （忘）2.2 内；ナデ 小石（多）

615 205 土師器 c79 SK426 SK1の2 （口）11. 6 外；オサエ・ナデ 柑0.5-2nvnの 良好 淡黄 ほぼ完存 璽さ55g(推定） 外面底に

-2 皿 No.5 （高）2 5 内；ナデ 小石 板状圧痕 外面に索地接合痕

616 204 土師器 c79 SK426 SKIの2 (0) 11.9 外内 ；オサエ・ナデ 柑小0石.5（ 多-2） mm の 良好
淡黄 ほぽ完存 外面底に板状圧痕

-7 lIIl No.9 (;1;)2 6 ナデ 外面に繋地接合痕

617 ぶり5 土師器 c79 SK426 SK1の2 （口）11. 6 外；オサエ・ナデ 小祖0石. 5 -2 nvn の 良好 淡黄 ほぼ完存 外面iこ素地接合痕

-4 皿 No.16 （高）2 2 内；ナデ

618 204 土師器 c79 SK426 SK1の2 <0)11 .3 外；オサエ・ナデ 租0.5-21M1の 良好 淡黄 ¥/2 

-3 !Ill No.13 （高）2.6 内；ナデ 小石（多）

619 204 土Gifi器 c79 SK426 SK1の2 (0)¥¥ 6 外；オサエ・ナデ 祖0.5-2mmの 良好 淡黄 l/2 

-8 皿 No.8 （高）2 4 内；ナデ 小石（多）

620 131 磁器 b80 SK427 SK2 （口）15.2 外；施釉刻V 密 堅緻 釉 口縁¥/12 青磁龍泉窯系

-4 椀 内；阻 のち施釉
淡翡621 130 土師器 b80 SK427 SK2 （口）14.8 外；オり1・ザ‘のち3]ザ‘ 密0.5-2rnmの 良好 3/4 

-I 皿 No. l （忘）3 5 内；ナデのちヨコナデ 小石

622 130 土師器 b80 SK427 SK2 （口）15.3 外；オり1・ザ`‘のちヨJtデ‘ 祖0.5-2mmの 良好 暗黄捻 3/4 

-4 皿 No.3 （憲）3 2 内；ナデのちヨコナデ 小石

623 131 土師器 a81 SK429 SKl （口）7 3 外；オサエ・ナデ 密05~1mmの 良好 淡黄楼 ¥/3 

-2 小皿 （忘）I. 2 内；ナデ 小石

624 131 土師器 a81 SK429 SKl （口）8 7 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 暗楼 完存 外面底に成形時の9喜旋状オサエ

ー1這炉
（高） I I 内；ナデ 小石 痕明瞭 望さ23g

625 130 a81 SK429 SKl （口）13.1 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 灰白 ¥/3 

-6 皿 （高）2 9 内；ナデ 小石

626 131 土師器 a81 SK429 SKl （口）23.1 外；ハケメのちヨコナデ 密0.5-2111111の 良好 淡黄楼 ロ給¥/8 混入遺物

-5 互 内；ハケメのちヨコナデ 小石

627 132 土師器 b82 SK431 SKl （口）一 外；オサエのちヨコナデ 密0.5-Jmmの 良好 淡黄楼 口縁部片

-3 鉢？ 内；ナデのちヨコナデ 小石

628 132 磁器 b82 SK431 SKl （底）6 2 釉外；ケズリ出し高台のち施 密 堅緻 釉 底部片 青磁 2次的破熱

ー1 椀 内；施釉 灰

629 131 磁器 b82 SK431 SKl 外；陽刻花文のち施釉 密 堅緻 釉 体部片 青白磁

-7 薔？ 内；施枯 明緑灰

630 134 磁器 b82 SK432 SK2 （底）4.2 外；ロクロナデのち施文 密 堅緻 釉 底部J/8 臼磁

-5 小杯 内；施釉 灰臼

tab.23 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (14)
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番号 昇
器種寺 出土 名遺揖 • 層 取上時の 法量 弧竪• 技法の特符 胎 土 煉成 色調 残存度 備 考

グリット` など 名称 (C  m) 

631 134 士ftili器 b82 SK432 SK2 (0)8 7 外；オサエ・ナデ 象且0.5-lmmの 良好 淡黄楼 4/5 

-7 小皿 （湛） I 0 内；ナデ 小石

632 134 土師器 b82 SK432 SK2 （口）11. 6 外；オサエ・ナデ 柑0.5-3mmの 良好 灰白 ¥/3 

-6 小皿 （高）2 6 内；ナデ 小石

633 130 土師器 b82 SK432 SK2 （口）15.0 外内 ；オり1・ザ‘のちヨJザ‘ f小ll.0石.5-2mmの 良好 暗捻 ¥/4 

-3 皿 （高）2 9 ナデのちヨコナデ

63A 134 士製 b82 SK43:3 SK3 （幅）1. 7 外；オサエ・ナデ 柑0.5-2nvnの 良好 灰白 嫌部欠携

-8 藉 内；円棒状工具の抜き痕 小石

635 135 陶器 b83 SK433 SKl （口）16.0 外；ロクロナデ
生密祖五00..5 5-1叩の

堅緻 灰 D縁J/6 山茶祝

ー1 椀 堕外 ；ロクロナデ
636 135 陶器 b83 SK433 SKl （高台） ; O?CIナテ＂のち力` りのち高 -1叩の 堅緻 釉 高台¥/4 灰釉陶器 (Kt4) 

-2 皿 7. I 台に3]ナテ‘ 内・ 施釉 小石 8月紐圧

637 130 土師器 c81 SK430 SKl (0)12.0 外内 ；オサエ・ナデ 密小0石.5-1面の 良好 灰臼

-5 皿 No. I （高）2 6 ；ナデ

638 197 土師器 ハ88 SK443 SK3 （口）39. 2 外；ナj-"・J)']メのちョュ＋デ.., ス" 小密0石.S-2四の 良好 暗黄償
口縁2/5 クト面に煤付溢

ー1 錢 リ 内；ナずのちヨJザ'•'.Tス"IJ

639 190 陶器 b83 SK434 p i t 1 (0)15.3 外台； o?Oナテ` のち糸t}]りのち *.ll.0.5-61Mlの 竪綴 灰臼 完存 山茶祝（書沼美「）外面に墨書絵画

-2 椀 No. I q高）ら？ 高にヨJ:/"t" 内； OXJH" 小石 底部に墨 太郎」？

640 136 陶器 イ84 SD435 SDl (0)15.6 外； O'.JOtテ1 のち糸切りのち 祖0.5-3mmの やや軟 灰臼
':,/12 山余祝（渥美）

-1 椀 （高）5 8 高台にヨJげ` 内； omtt" 小石

641 153 磁器 ィ85 SK440 SKl (0)15.2 外；陰刻蓮弁文のち施釉 窄山 堅緻 釉 D緑J/6 青磁龍泉窯系

-5 椀 1区 内；施釉 明緑灰

642 136 土Sifi器 ロ84 SD437 SD2 （口）11 I 外；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -l m の 良好 灰白 3/4 

-2 皿 （嵩）2 7 内・ナデ

643 128 土師器 □ 86  SD437 SD3 （口）匂.0 外；オり1・板ガ＂のちヨ Jナデ‘ 柑0.5-21Mlの 良好 淡黄捻
ロ縁J/5

-3 韻 内；オり1・板ナテ”のちョJナ;-" 小石

644 153 陶器 イ84 SE436 SE1 (0)9 2 外；ロクロナデのち糸切り 密0.5-21l111の 堅緻 黄灰 完存 山皿（知多）

-3 小皿 （高）2 9 内；ロクロナデ 小石

645 1S3 陶器 ィ84 SE436 SEl （口）9 2 外；ロクロナデのち糸t}Jり 密0.5-2mmの 竪緻 灰白 口給2/3 山皿（知多）内外面一部黒変

-2 小皿 （湛）2 8 内；ロクロナデ 小石

646 142 磁器 ィ84 SE436 SKl （口）一 外；施釉 密 堅緻 精 口縁部片 臼磁

-I 椀 内；施釉 灰白

647 142 磁器 ィ84 SE436 SEl （高台lー クト；aカナテ＂の内ち貼：茄り紬付け高 密 竪緻 釉 高台部片 白磁

-1 椀 台のち篇釉 灰白

648 142 土8ifi器 イ84 SE436 SKl （口）15 2 外；オり1・サ`‘のち3Jtラ` 密0.5-2mmの 良好 淡黄償 口縁J/4 内外面一部恩変

-5 皿 （高）2 2 内；ナデのちヨコナデ 小石

649 140 土師器 イ84 SE436 SKl （口）11. 2 外；オサエ・ナデ 祖0.5-2mmの 良好 灰臼 完存 璽さ47g

-5 皿 （湛）2 2 内；ナデ 小石

650 140 土師器 イ84 SE436 SKl （口）10.6 クト；オサエ・ナデ 祖小0石. 5 -2 mm の 良好 淡黄 完存

-4 皿 （高）2.5 内；ナデ

651 153 陶器 イ84 SE436 SKl （口）15.6" 外； DXIナテ` のち糸切りのち 密0.5-2mmの 駐緻 灰臼
〇縁¥/3 山余椀（瀬吠戸没貪?) • 裔花あり

一＼ 搾 （高）5 S 高台にヨコナ,,... 内.0カザ` 小石 内而に自

652 128 磁器 イ84 SE436 SKl （口）15.8 外；施釉 密 竪緻 釉白 □社¥/10 白磁

ー1 椀 内；施釉

653 128 陶器 イ84 SE436 SKl （口）15.6 外； O?Oナずのち施釉 密05-3nvnの 堅緻 釉 口縁¥/10 瀬P

-2 卸皿 内； O?Oザ｀のち刻みのち釉 小石 暗灰黄楼白
654 153 土師器 イ84 SE436 SKl （口）17.0 外；ナデのちヨコナデ 祖0.5-2mmの 良好 口絃J/6 外面に煤付着

-4 羽釜 -c 内；ヨコナデのちケズリ 小石

655 143 土師器 イ84 SE436 SKl (0)20.0 外；オサエのちヨコナデ 祖0.5-2mmの 良好 淡黄楼
口紐¥/12 外面にi凜付着

-4 区 内；ハケメのちヨコナデ 小石

666 154 土師器D イ84 SE436 SEl （口）お.2 外内 ；オサエのちヨコナデ 柑小0石. 5 -知mの
良好 淡黄楼 口縁J/8 外面にi凜付着

-2 ;) ¥ケメのちヨコナデ

657 143 土師器鋼 イ84 SE436 SKl 
（口）30.0 外；ヨコナデ 小密石0.5-lllVllの 良好 淡黄楼 □社l/8 外面に煤付

着

-2 内；ヨコナデ

668 154 陶器 □ 84  SE436 SEl (0)匂.2 外；ロクロナデ 密0.S-2mmの 堅緻 褐灰 D縁¥/7

一1 ねり鉢 内；〇クロナデ 小石

659 1.42 陶器 イ84 SE436 SKl （高台） 外高台；ロにカヨ”3｀のちケズリのち 密小0石. 5 -3 mm の
駐緻 褐灰 高台¥/4 漏p?

-6 ねり鉢 10.3 tt'' 内； O刃tt"

660 143 土師器鉢 イ84 SE436 SKl 
<0)36.2 外； 1り1・trのちヨコ”‘ J.ll.0.5-2mmの 良好 暗黄褐 口縁J/12 内面に炭化物

ー1 内；ナデのちヨコナデ 小石 D縁部径は確証持てず

661 1.42 土製 イ84 SE436 SKl （長）5.1 外；オサエ・ナデ 祖0.5-2四の 良好 淡黄 完存 亘さ12g

-2 踵 （幅） I 8 内；円棒状具OJ抜き痕 小石

662 136 土製 □ 84  SD438 SD3 （（ 幅長） ） 5 4 外内 ；オサエ・ナデ
密0.5-2面の 良好 淡黄楼 完存 璽さ26g

-6 籍 2 4 ；円径状具の抜き痕 小石

663 137 土Gifi器 □ 85  S0438 SD2 (O)tt.5 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 3/4 外面底に板状圧痕

-9 皿 （高）2 3 内；ナデ 小石

664 138 土師器 □ 85  SD438 SD2 （口）18.1 外；ナず.l)'lメのちヨJナデ・カ` 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼
体部l-'2

-¥ 鍋 リ 内；ナテ` のちヨJ:tt... 7J"'J 小石

665 140 
陶器片口椀

イ85 SK441 SK2 （口）8 6 外；〇クロナデ 密0.5-lllVIIの 堅緻 灰白 口縁)/10 山余椀質

-7 内；ロクロナデ 小石

666 140 瓦質土火鉢器 イ85 SK4
41 SK2 （口）一 外；ナデのちヨコナデ 密0.5-Ammの 良好 褐灰 口絃部片

令 内；ミガキ 小石

667 154 石製 イ85 SK441 SK2 （幅）7.2 外；ケズリのち穿孔 褐灰 約J/2 沿石梨

-3 法エ

668 笠4 土師小器llII イ85
SK441 SK2 （口）7 8 外；オサエ・ナデ 柑小0石. 5 ~ 1 mm の 良好 淡灰 ほぼ完存 重さ20g(推定）

-7 （裔）0 8 内；ナデ

669 145 土師器 イ85 SK441 SK2 （口）8 I 外；オサエ・ナデ tll.0.5-2mmの 良好 淡黄楼 完存 豆さ23g

-1 小皿 （怠）0.8 内；ナデ 小石（多）

670 144 土師小器IIII イ85
SK441 SK2 （口）7 9 外；オサエ・ナデ 祖小0 . 5 -2 mm の 良好 淡黄楼 完存 亘さ18g

-8 （高）0 9 内；ナデ 石（多）

671 145 
土師炉器

イ85 SK441 SK2 （口）9 6 外；オサエ・ナデ 柑0.5-2mmの 良好 淡黄楼 3/4 

-6 （湛）1 5 内・ ナデ 小石

672 224 土師 イ85 SK441 SK2 <0)11.8 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 完存 菫さ75g

-2 皿 （裔）2 3 内；ナデ 小石

673 144 土師器 イ85 SK441 SK2 （口）11. 2・外；オサエ・ナデ 密0.5-llllTIの 良好 淡黄信 完存 外面底に円形にめぐるオサエ痕

-7 皿 （憑）2.2 四外 ；ナデ 小石 重重さ56g

674 224 土師器 イ85 SK441 SK2 (0)11.5 ；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 完存 さ52g

-1 皿 （高）2 3 内；ナデ 小石

675 140 土師器 イ85 SK441 SK2 <0)20.6 外；オりI・l)'.J°;岐のちョJザ‘‘ 祖0.5-2mmの 良好 淡黄 口絵J/i! □縁部外面に素地接合痕

-8 錫 内；ナずのち3]ザ` 小石

tab.24 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (15)
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番号 実測 器種寺 出土 遺構・層 取上時の 法量 阻竪• 技法の特筍 胎 土 規成 色退l残存度 偏 考

番号 グリット` 名など 名 称 (Cm)

676 笠6 土師器 □ 86  SD445 SD4 （口）7 6 外；オサ工・ナデ 祖0.5-2mmの 良好 淡黄橙 完存 重さ19g

-6 4、1111 （高）0.9 内；ナデ 小石

677 228 土師器 □ 86 S2442 SKl （口）7 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 ほぼ完存 菫さ24g(推定）

-7 小皿 （庖）1. 2 内；ナデ 小石

678 228 土師小器皿 □ 
86  SD445 SD4 （口）7.4 クト；オサエ・ナデ 祖0.5-Immの 良好 灰白 ほぼ完存 霊さ22g(推定）

-4 （惑）0 8 内・ナデ 小石

679 137 土師器 084 SD445 SD4 <0)7 9 外；オサエ・ナデ 祖0.5-lll1llr/J 良好 淡黄楼 完存 豆さ21g

-6 小皿 （高）1 0 内；ナデ 小石

680 228 土師器 □ 86 SD445 SD4 （口）7 3 外；オサエ・ナデ t小且0石.5-1叩心の 良好 灰臼 完存 重さ24g

-6 

王
（高）0 9 ~外 ; ナデ

681 228 □ 86 SD445 SD4 (0)7.6 ；オサエ・ナデ f.ll.0.5-11M1の 良好 淡黄 完存 外酉面さ2に3素a地接合痕
-5 (;1;)0 9 内・ナデ 小石

682 137 土師器 □ 84  SD445 SD4 （口）11. 0 外；オサエ・ナデ 柑0.5-2rrvnの 良好 淡黄 10/11 外面底に板状圧痕

-t 皿 （湛）2.1 内；ナデ 小石

683 146 土師器 □ 86  S0445 SD4 （口）11. 8 外内 ；オサエ・ナデ 柑小0不. 5 -l mm の 良好 淡黄 完存 外雷面に禁地接合痕

-8 皿 （高）2.4 ・ ナデ さ51CJ 

684 137 土8ifi器 084 SD445 SD4 （口）11. 5 外；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -2 mm の 良好 灰白 完存 重さ53g

-2 皿 （高）2.6 内；ナデ

685 137 土師器 □ 84  SD445 SD4 (0) 11.8 外；オサエ・ナデ 密0.5-Jmmの 良好 灰白 完存

-5 皿 （高）2 5 内；ナデ 小石

686 141 土師器 □ 85 SD445 SD5 （口）11. 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-2叩の 良好 淡黄稽 完存 外面底に円形にめぐるオサエ痕

-1 皿 （高）2 ,4 内；ナデ 小石 重さ60g

687 141 土師器 □ 85 SD445 SD5 （口）11.6 外；オサエ・ナデ 密0.5-2四の 良好 暗黄橙 完存 外豆面さに索地接合痕

-2 lID （嵩）2 4 内ナデ 小石 59a 

688 ざ7- 土師器 □ 85 SD445 SD5 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄捻 底部片 外面底に墨書「花押」？

2・3 皿 内；ナデ 小石

689 笠7 土師器 086 SD445 SD4 （口）11.S 外；オサエ・ナデ 祖0.5-3mmの 良好 淡黄 完存 外面底に板状圧痕

-3 IIIl （高）2 3 内；ナデ 小石 亘さ52g

690 227 土師器 □ 86 SD445 SD4 （口）11. 8 外；オサエ・ナデ 9且0.5-2mmの 良好 淡黄 ほぽ完存 亘さ60g(推定）

-2 皿 （高）2 3 内；ナデ 小石

691 146 土師器 086 SD445 SD4 （口）11. 0 外；オサエ・ナデ f.ll.0.s~2mmの 良好 淡黄 ほぼ完存 外面底に板状措圧定痕

-6 皿 （高）2 3 内；ナデ 小石 重さ55g( ) 

692 224 土師器 □ 85 SD445 SD5 （口）11.2 外；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -l nvn の 良好 灰臼 完存 重さ57g

-3 rm （高）2 4 内・ナデ

693 226 土師器 086 SD445 SD4 （口）11 I 外；オサエ・ナデ fll.0.5-2mmの 良好 淡黄 完存 亘内面のナデエ貝は半円形

-2 皿 （恵）2 4 内；ナデ（エ具） 小石 さ55g

694 180 土8ifi器 □ 87 SD445 SD4 (0)11.2 外；オサエ・ナデ 祖0.5-1四⑰の 良好 淡黄 完存 重さ58g

-4 皿 （高）2 6 内；ナデ 小石

695 180 土師器 □ 87 SD445 SD4 <0>11.S 外；オサエ・ナデ 祖0.5-lmmの 良好 淡黄 完存 霊さ47g

-6 皿 （高）2 5 内；ナデ 小石

696 224 土師器 □ 85 SD445 8D5 （口）11 1 外；オサエ・ナデ 密0.5-1111111の 良好 淡黄 完存 亘さ56g

-5 皿 （高）2 4 内・ナデ 小石

697 137 陶器 □ 84  SD445 SD4 （口）24. 4 外； D冗ナずのち力` ＇）のち施 密0.5-lnvnの 堅緻 釉 D縁¥/8 瀬p 折縁深皿

-7 盤 釉内；施釉 小石 灰緑

698 138 磁器 □ 85 SD445 SD5 （口）27 6 外；施栢 密 堅緻 柏 D縁1バO 青磁

-5 額 内；施釉 淡緑

699 139 瓦質土器 085 8D445 SDl （口）焚.2 外；ナずのちケス` リのち到"t 密0.5-2mmの 良好 灰 口縁¥/2 底部の足は4カ所

ー1 火鉢 <~>16.S のちスタンプ文 小石 〇緑の9裔花は8葉

700 180 土師器 ハ88 S2442 SK2 （口）B 8 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 ロ縁5/8

-2 皿 上 （高）2 6 内；ナデ 小石

701 180 土師器 ハ88 SZ442 SK2 （口）9 6 外内 ；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 灰臼 D絃'Y8
-t rm 上 （高）2 3 ・ ナデ 小石

702 178 土ftili器 ハ88 SZ442 SK2 <0>22.0 外；＂”のち 3Jザ‘・ケヌ‘‘リ 密小0石. 5 -2 mm の 良好 淡黄樗 口縁¥/5 外面に煤付着

-t 銀 上 内；ナデのちヨコナデ

703 170 土師器 ハ88 SZ442 SK2 <0>25.6 外； J)'.TメのちヨJザ-.,.ズ‘リ 密0.5-2mmの 良好 淡黄楼 口縁5/8 外面に煤付着

-2 鋼 上 内； tテいのち 3Jザ'•']ス｀‘リ 小石

704 175 土師器 ハ88 SZ442 SK2 （口）30.1 外；ハケメのちヨコナデ 密0.5-2mmの 良好 暗黄楼 口縁¥/2 外面に煤
付着

-2 鋼 上 内；ナデのちヨコナデ 小石（多）

705 178 這器鍋 ハ88 S2442
 SK2 （口）32.1 外；ハケメのちヨコナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 口縁3/8 外面に煤付着

-2 上 内；ナデのちヨコナデ 小石

706 179 土師器 ハ88 SZ442 SK2 （口）お.4 外； l)クメのちョ'.Jj-j".'Jス``リ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 口縁l/2 外面に煤付着

一1 鍋 上 内；ナデのちヨコナデ 小石

707 174 土師器饂 ハ88 SZ442 SK2 （口）34.2 クト；ハケメのちヨコナデ 密小0石. 5 -2 mm の
良好 淡黄 口縁l/8 外面に煤付着

-4 I- 内；ナデのちヨコナデ

708 175 土師器 ハ88 S2442 SK2 （口）認.2 外； ft'.TメのちヨJナテ`‘・ケス呵 密0.5-21M1の 良好 淡黄償 口縁¥/4 外面に煤付着

-t 鑓 上 内；ナデのちヨコナデ 小石

709 174 土師器羽釜 ハ88
SZ442 SK2 （口）3! S 外；ナデのちヨコナデ 密05-2mmの 良好 淡黄 口縁¥/12

-t 上 内；ナデのちヨコナデ 小石

710 180 土師器 ハ88 SZ442 SK2 （口）29 4 外；）)'.Tメ・ザ‘のちヨJj"j'' 密0.5-2mmの 良好 淡苗楼 D縁V8 外面に煤付着

-7 羽釜 上 内；板ナデのちヨコナデ 小石

711 174 土師器羽釜 ハ88 SZ
442 SK2 （口）30.6 外； n'.J";,l・ ナy-"のちヨJj-デ‘ 密0.5-2nmの 良好 淡黄 D縁¥/4 外面に煤付着

-3 上 内；ナデのちヨコナデ 小石

712 171 土師器 ハ88 SZ442 SK2 （口）27. 4 外； 11'.Tメ・ザ`‘のち3]ナラ`` 小密不0.5-2mmの 良好 淡黄楼 ロ縁2/5 外面に煤付看

-t 刃苓 I- 内桁ナデのちヨコナデ

713 177 土師器 ハ88 SZ442 SK2 <0)26.2 外； J)'.TメのちヨJtf"・カ‘、'J 密小0石. 5 -2 mm の 良好 淡黄楼 口縁5-'6 外面に煤付着

-1 羽釜 上 内；ナデのちョJ:tt".クス"IJ

714 166 土製 イ87 S2442 SKl （長）3.7 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 完存 重さ10g

-4 錘 （幅）1 9 内；円棒状具の抜き痕 小石

715 166 土製 a86 S2442 SKl （長）3 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 暗楼 完存 菫さ8g

-3 籍 （幅）1 6 内；円挫状具の抜き痕 小石

716 166 土製 イ87 SZ442 SKl （長）5 1 外内；オサ控状エ具・ナデ
密0.5-ll!VTIの 良好 淡黄 完存 亘さ13g

-7 籍i （饂）I 8 ；円 の坊き痕 小石

717 167 土梨 ハ87 SZ442 SKl （長）5.5 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 暗褐 完存 亘さ10g

-2 籍 （幅）1.5 内；円棒状具の抜き痕 小石

718 167 土製 ハ87 SZ442 SKl （長）5 6 外；オサ棒状エ且・ナデ 密0.5~lmmの 良好 褐灰 完存 璽さIlg

-t 藉 （幅）1 5 堕外； 巴才 OJ坊き痕 吾小石-111111の
719 144 土製 □ 86 SZ442 SKl （長）5 5 ； サエ・ナデ 良好 灰黄 完存 旦さ7g

-6 錘 （幅） I 2 内；円棒状具OJ抜き痕 小石

720 144 土製 □ 86 SZ442 SKl （長）4 2 外；オサエ・ナデ 密0.5~1mmの 良好 暗楼 完存 璽さ3g

-4 籍 （幅）0 9 内；円椿状具の抜き痕 小石

tab.25 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (16)
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番号 昇 器種等 出土 遺名 揖・層 取上時の 法量 囮竪• 技法の特筍 胎 土 煉成 色洩 残存度 偏 考

ク-')-外` など 名称 (C  m)  

721 144 土製 □ 86 SZ442 SKl （長）4 7 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 ほぼ完存 豆さ8g(推定）

-5 籍 （幅）1 5 内；円径状貝の抜き痕 小石

722 155 石製 a86 SZ442 SKl （幅）3.2 小口面を除く面に使用痕
．．． 濶部欠捐 砂岩質

-4 砥石
723 173 這器区 イ87 SZ442

 SK1 <0)20.2 外内 ；オり1・I、1メのちヨJげ‘ 密小0石. 5 -2 mm の 良好 淡黄楼 D緑¥/4

-2 ・ ナデのちヨコナデ

724 165 土Gili器 □ 88  SZ442 SKl （口）11.0 クト；ジがリメのちオり1・tf" *.ll.0.5-5mmの 良好 灰白 〇絃l/4

ー1 脚台付小皿 内；円挫状具抜き痕・布目 小石

725 161 
土8●影器 an ↓ 1 08  8 SZ442 SKl （脚柱） 外；オサエ・ナデ 柑0.5-2111111の 良好 淡黄橙 脚柱¥/2

-7 
脚土B台ili ヽ □ 8 8 

3.1 
内； 円円オサ径径状状エ具且・ナ抜抜き痕・ 布目 栢小0石. 5 -2 mm の726 165 SZ442 SK1 （脚柱） 外；デ 良好 灰黄褐 脚柱完存

-2 脚台付小 3.3 内・ き唐 小石

727 182 
脚土師台付器小0
ハ89 SZ442 SKl （脚柱） 外内；オサ状エ具・抜ナデ

祖0.5-2mmの 良好 淡黄 脚柱完存

-2 n 3.5 ；円挫 き痕 小石

'i'28 194 瓦器 □ 87  SZ442 SKl <0)9.3 外；オサエのちヨコナデ 密0.5-lmmの 良好 灰 D緑3/4

-3 小1II1 （高）1 S 内；ナデのちミガキ` ‘ 小石

729 182 這髯 ィ88 SZ442 SKl 
(0)8,8 クト；オり1・ナt"のちヨJナテ`‘ 密小0石. 5 -l m m の 良好 明褐灰 D縁l/]0

-1 （高）1. 9 内；ナデのちヨコナデ

7潤 184 土Bili器 ハ89 SZ442 SKl （口）9 2 外；オり1・ザ‘のち3Jtラ`` 密0.5-2mの 良好 淡黄楼 ほぼ完存 中北袂系？

-5 小IIIl （裔）I 9 内；ナデのちヨコナデ 小石 霞さ47g(推定）

731 172 土師器 イ87 SZ442 SKl <0)8 8 外；オりI・好‘のちヨJザ`‘ 密0.s~2mmの 良好 暗楼 〇絃¥/3 中北翡系？

-5 小皿 （裔）1 7 内；ナデのちヨコナデ 小石

732 167 土師小器皿 ハ87 SZ442 SKl 
（口）9 2 外内 ；オりl・ザ‘のちヨJザ` 密小0石. 5 -l mm の 良好 淡赤楼 D縁2/3 中北勢系？

-4 （怠）1 6 ・ナデのちヨコナデ

733 172 土師器 a87 SZ442 SK  (0>10.2 外；オり1・サ‘‘のち3Jナデ 密05-4mmの 良好 暗楼 口絃¥/2 中北駁系？

-4 小皿 （高）¥ 7 内；ナデのちヨコナデ 小石

734 148 土8ili器 □ 86 SZ442 SKl （口）8 2 外；オりl・ザ`‘のちヨJナテ`‘ 密0.5-3mmの 良好 淡黄楼 ロ経¥/2

-2 小皿 （恵）I 4 内；ナデのちヨコナデ 小石

735 161 土師器 088 SZ442 SKl （口）9.0 外；オり1・サ‘‘のちヨJナj" 密0.5-lmmの 良好 暗黄楼 完存 □緑部に油煙痕付醤

-3 小皿 （高）1 3 内；ナデのちヨコナデ 小石 重さ43g

736 172 土師器 イ87 S2442 SKl （口）8.6 外；オり1・ザ‘のち3Jtテ`‘ 密0.5-3nvnの 良好 灰 7/10 外面に素地接合痕

令 小皿 （高） 1.2 内；ナデのちヨコナデ 小石

737 159 土師小器皿 ロ8
6 SZ442 SKl （口）8 2 外内 ；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -I IMl の 良好 灰臼 完存 外塁面さに素地接合痕

-I （恵）I 3 ・ 板ナデ 30a 

738 184 土Bili小器皿 ハ89 SZ442 SK1 (0)8 .ti 外；オサエ・ナデ
密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 7/8 外面に素地接合痕

-4 （恵）1 3 内；ナデ 小石

739 229 土師器 086 SZ442 SKl （口）7 8 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 一部欠1員 霊さ23g

-2 小lill （高）1 2 内；ナデ 小石 のみ

740 159 
這晶

086 SZ442 SKl （口）8 2 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 完存 重さ33g

-9 （憲）1 4 内；ナデ 小石

'741 232 土師器 ロ86 SZ442 SKl （口）B 4 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄楼 ほぽ完存 重さ2Sg(推定）

ー1 小皿 （怠）1 4 内；ナデ 小石

742 148 土師器 □ 86 SZ442 SKl （口）9 0 外；オサエ・ナデ 柑0.5-2mmの 良好 淡黄捻 ほぽ完存 重さ43g(I佳定）

-8 小皿 （高）I 4 内；ナデ 小石

743 148 土師器 □ 86 S2442 SKl （口）9 0 外；オサエ・ナデ 祖0.5-Jmmの 良好 黒褐 J/2 内面に炭化物付番

-6 
土師頌器

（高）I 2 内；ナデ 小石

144 166 087 SZ442 SKl (0)15.4 外；オり1・ザ`‘のちヨJザ‘ 柑0.5-2mmの 良好 淡黄 ほぽ完存 重さ1劣 g(推定）

-5 皿 （意）3.2 内；ナデのちヨコナデ 小石

745 164 土師器 Jヽ87 SZ442 SKl （口）15.4 外；オり1・ザ‘のちヨJt;-"' 祖0.5-2mmの 良好 淡黄捻 完存 外面に素地接合痕

-2 皿 （高）3 4 内；ナデのちヨコナデ 小石 璽さ192g

746 151 土師器 イ86 SZ442 SKl （口）15.0 外内 ；オり1・ザ‘のちヨJザ` 小密石0.5-2mmの 良好 淡黄楼 ほぽ完存

-4 皿 （高）2 9 ；ナデのちヨコナデ

747 144 土師器 □ 86  SZ442 SKl (0)16 0 外内 ； 1りL・ザ‘のちヨJザ‘ 祖小0石. 5 -2 mm の 良好 淡黄楼 7/8 

-2 皿 （高）3 0 ；ナデのちヨコナデ

748 164 土8ifi器 □ 87 SZ442 SKl （口）16.1 外；オり1・tずのちヨJザ‘ 祖0.5-21M1の 良好 淡黄楼 4/9 

-3 皿 （高）3 3 内；ナデのちヨコナデ 小石

749 185 土師器 ハ89 SZ442 SKl （口）15.0 外；オりi・ザ` の`ちヨヰデ j.lJ.0.5-Jrrvnの 良好 淡黄棺 1/2 外面底に板状圧痕

ー1 皿 （高）2 8 内；ナデのちヨコナデ 小石

750 164 土師器 □ 88 SZ442 SKl （口）15.6 外； 1りl・ 好`‘のちョコナデ 柑〇.5-2匹の 良好 黄楼 9/10 外面に素地接合痕

ー1 皿 （湛）3 2 内；ナデのちヨコナデ 小石

751 159 土師器 □ 86 S2442 SKl （底）7.1 外；ロクロナデのち糸切り 祖小0石. S -2 mm の 良好 淡黄楼 底部完存 0クロ土師器

-10 皿 内；ロクロナデ

752 149 
陶器小lID

□ 86 S2442 SKl （口）8 6 外内 ；ロクロナデのち糸t)]り 小密0石. S -釦mの 竪緻 灰臼 t/,t 山皿

-7 （高）3.6 ・ロクロナデ

753 166 陶器 ィ87 SZ442 SKl （口）8.6 外；ロククロナデのち糸切り 柑0.5-2mmの 竪緻 賛灰 ¥/3 山皿 内面に鉄分付着

-¥ 小皿 （湛）3 5 内：ロロナデ 小石

754 150 陶器 □ 88 SZ442 SKl (0)7.6 外；〇クロナデのち糸切り 密0.5-:?mmの 駐緻 灰 D緑3/4 山皿（知多？）

-6 小皿 （高）2 l 四外 ；ロクロナデ
小栢石0.5-2mmの

755 166 
陶器小皿

イ87 82442 SKl （口）9 0 ；ロクロナデのち糸切り 竪緻 褐灰 D縁2/5 山llJl 内面に漆付着

-2 （高）2 1 内；ロクロナデ 小石

756 22-4 陶器 ロ88 SZ442 SKl <0>8.8 外；ロクロナデのち糸切り 密小0石. 5 -] Rvn の 竪緻 明褐灰 2/5 山[ill

1 小皿 （憲）2 I 内；ロクロナデ 内面見込みと外面に墨書「上J

757 172 陶器 ハ88 SZ442 SKl （口）8 6 外内 ；ロクロナデのち糸切り 小密石0.5-lmmの 竪綴 灰臼 口縁:,/8 山皿

-2 小IIIl （高）2 1 ;oクロナデ
758 16¥ 陶器 □ 88 SZ442 SKl (0)9 0 外；ロクロナデのち糸切り 密0.5-lmmの 堅緻 褐灰 □縁¥/2 山皿（ク0多？）

-5 小皿 （高）2 4 内；ロクロナデ 小石

759 150 陶器 □ 88 SZ442 SKl （口）8.0 外；ロクロナデのち糸切り 祖0.5-lmmの 堅緻 灰白
口縁¥/4 山皿（知多？）

-7 小皿 （庖）2 0 内；ロクロナデ 小石

760 150 
陶器小皿

□ 88 SZ442 SKl （口）9 3 外；ロクロナデのち糸tJ]り 密0.5-2mmの 豆緻 灰黄 口矮2,5 山(Il)(知多？）

-8 （嵩）2 2 内；〇クロナデ 小石

761 169 
陶片器口椀
ハ88 SZ442 SKl （口）9 0 外；ロクロナデのち片O 密小0石. 5 -2 mm の 竪緻 灰白 口縁l/4 山茶椀質

-2 内・ oクロナデ
762 149 磁器 イ86 S2442 SKl （高台） 外；クス.')出し高台のち施釉 密 堅緻 釉 高台¥/2 青磁

-4 椀 5 0 内；沈線のち施釉 緑黄

763 166 磁器 イ87 SZ442 SKl （口）9 6 外；施釉 密 竪緻 釉 口縁¥/8 青磁

-6 小皿 内；施枯 緑灰

764 172 
磁器小皿
ハ88 SZ442 SK1 （口）10.0 外；ケス＂リ出し高台のち施釉 密 竪緻 釉 D絃J/2 青磁丸lID

-t （高）2 3 内；陰刻花文のち施精 緑灰

765 168 磁器 a87 SZ442 SKl (0)11 2 外；ケ7."リ出し高台のち施釉 密 竪緻 釉 D縁¥/8 青磁同安窯系

-2 小皿 （高）2 2 内；陰刻文のち施釉 緑黄

tab.26 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (17)
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番号 昇 器種寺 出土 遺構・
層 取上時の 法量 調竪• 技法の特筍 胎 土 焼成 色艮l残存度 偏 考

,. リット` 名など 名称 (C m) 

766 173 磁器 □ 87  S2442 SK1 (0)14.0 外；陪刻蓮弁文のち施釉 密 堅緻 釉 □縁¥/10 青磁龍泉窯系

-3 椀 内；施釉 明緑灰

767 148 磁器 086 S2442 SK1 （口）14.8 外；施釉 密 堅緻 釉 口縁J/10 白磁

-7 椀 内；陰刻直線のち施釉 灰白

768 166 磁器 イ87 SZ442 SK1 （口）15.2 外内；・施p紺施~釉枯籍刻帽緯のち施精
密 竪緻 釉 D緑¥/8 白磁

-3 椀 灰白

769 161 磁器 □ 88  SZ442 SKl （口）16 0 外； 密 堅緻 釉 口絃l/5 臼磁

-4 椀 内； 灰白

770 157 磁器 a86 SZ442 SKl （高台） 外；ケl-リ出し高台のち施釉 密 堅緻 釉 高台3佗 青磁

-3 椀 -’、ー） 四外 ；施籍 緑灰

771 を2-2 陶器 ハ88 SZ442 SKl （口）15.6 ; OX! ナずのち糸切り、高 密0.5-2mmの 堅緻 褐灰 3/5 山茶椀（猿投知多犀）雲高台（に籾殻

楼 （喬）S.5 台にヨJ、tテ← 内； o,ciナラ` 小石 衰外面・底部に （不明）

772 164 陶器 ハ88 S2442 SKl （口）16 6 外； aカナデのち糸切り、高 密小0石. 5 -2 1M1 の 竪緻 灰白 口往j/5 山余椀

-5 祝 （高）ら6 台にヨJナア 内；〇冗ナテ`
｀ 

773 笠-3 陶器 ロ88 S2442 SK1 （高台） 外； a冗ナずのち糸切り｀高 密小0石. 5 -2 1M1 の 堅緻 褐灰 喬台完存 山余椀（渥美）外面に墨書

-5 椀 6 2 台にヨJH" 内； O?Oガ` 怠全に精穀痕

774 162 陶器 088 SZ442 SKl （口）16.4 外； D?Dナずのち糸t)]り、高 密0.5-2mmの 堅緻 灰白 D縁J/2 山余椀（猿投漆知付多）画台に精殻

-4 椀 （高）':,4 台に3Jザ` 内； O?!Jナラぃ 小石 痕 内面に 着

776 164 陶器 088 SZ442 SKl （口）17.2 外； D?Dナテ` のち糸切り、高 密0.5-2而nの 竪綴 灰臼 口緑¥/4 山茶椀（猿投知多）

-4 椀 （高）5 2 台にヨJナデ 内；〇カガ` 小石 高台に精殻痕

776 15-6 陶器 □ 88  SZ442 SKl （高台） 外； aヵ”•のち糸切り、高 密0.5-2nvnの 竪緻 褐灰 高台Id 山余椀（渥美）外面に墨書

椀 7 6 台にヨJtラ` 内；〇?Otテ- 小石

777 157 陶器 088 SZ442 SKl （口）15.S 外台； OXIナずの内ち；糸a切り、高 小密0石. 5 -2 mm の 区緻 灰白 高台4/5

高山山台茶茶椀椀に梢（穀瀬痕戸？ ） -2 椋 （宮）5 4 にヨJtラ` のガ`

778 172 陶器 ハ88 SZ442 SKl （口）15.8 外； O?Cl:tずのち糸切り、忘 密0.5-21TV1lの 竪緻 灰白 口経¥/2

-3 椀 （高）S 6 台に3JH" 内； O?Oサ" 小石 高台に精殻痕

779 191 陶器 イ89 SZ442 SKl （口）15.2 外；〇カナテ` のち糸切り` 高 密0.5-2叩の 堅緻 灰 口絃:,/]l 片口付山茶椀（瀬p?)

ー1 椀 （高）5 8 怠外にヨユ＋デ 内；〇カナデ 小石 窟台黍に籾て殻痕

780 ざ—4 陶器 □ 88  SZ442 SKl （口）一 ;oクロナデ 密0.5-2mmの 堅緻 褐灰 D絃部片 山余 猿投知多）

椀 内；ロクロナデ 小石 外面に墨書「1寺j

791 31-4 陶器 088 SZ442 SKl （口）一 外；ロクロナデ 密0.5-Jmmの 堅緻 褐灰 □社部片 山茶椀

-2 椀 内；ロクロナデ 小石 外面に墨書「1寺J

7$2 80-4 陶器 □ 86  SZ442 SK1 (0 い— 外内 ；〇クロナデ 密0.S-¥mmの 堅緻 灰臼 口縁部片 山茶椀

椀 ・ロクロナデ 小石 外面に墨書（不明）

783 22ー1 陶器 □ 88  SZ442 SKl （口）16 7 外； D?Dナずのち糸切り、高 密小0 石5 -2 mm の 堅緻 褐灰 j/2 山茶椀（渥美？）

椀 （海）5 :? 台にョコザ‘‘ 内；〇カナデ 外面に墨書「1寺」

784 150 陶器 イ86 SZ442 SK2 （口）16.2 外； O?O:tf"のち糸切り｀高 柑05-2mmの 堅緻 灰白 口緑J/6 山茶椀（瀬p'?)

-4 椀 （高）", l 台にヨJrデ 内；〇冗ナテ` 小石 高台に籾殻痕

785 167 陶器 □ 88  SZ442 SKl （高台） 外； O?Oナテ` のち糸切り、高 小密0石. 5 -2 mm の 堅緻 灰 高台完存 山余椀（涅美？）

-5 椀 7 2 台に3]ザ内； a冗ザ

786 157 陶器 □ 88  SZ442 SKl （口）22.0 外；ロクロナデのちケズリ 密0.5-2111T1の 堅緻 灰 口縁':,/12 山茶椀質

ー1 鉢 （高）7 4 内；ロクロナデ 小石

787 169 陶器 イ・J)88 SZ442 SK1 （口）31. S 外；回転げ‘のち回転ケス` リ` 密0.5-4mmの 堅緻 灰 忌台¥/2 山余椀質（猿投知多？）

ー1 ねり鉢 （湛）12.2 のち高台に3J好" 小石

788 173 土師器 087 SZ442 SKl (0)22 0 外； J)~ 双のち3]ザ.-~ ス..,J 密05-2叩の 良好 淡黄橙 ロ縁l/4

-1 鎖 四外 ；ナデのちヨコナデ
小吾0石. 5 -l mm の

'789 170 土師器 /¥88 SZ442 SKl （口）2e.e ；ナデのちヨコナデ 良好 淡黄捻 口縁¥/4 外面に煤付者

ー＼ 頷 内；ナデのちヨコナデ 小石

790 151 土師器 ィ86 S2442 SK2 (0)24.0 外；ナデのちヨコナデ 密05-tmmの やや軟 淡黄捻 口縁¥/8 外面に素地接合痕

-2 区 内；板ナデのちヨコナデ 小石

791 182 土師器 ハ89 SZ442 SKl （口）23.2 外内 ；ナデのちヨコナデ 密小0石. 5 -l ll10 の 良好 淡黄楼 口経}/8 外面に煤付塩

-3 韻 ・ ナデのちヨコナデ

792 161 土師器 □ 88  SZ442 SKl （口）21 4 外内 ；オり1・好` の`ちヨJザ`‘ 小密石0. 5-3mm(J) 良好 淡黄 口絃J/5 外面に煤付着

ー1 区 ；ナすのちヨJザ'•'.)"ス・｀＇）

793 161 土師器 □ 88  SZ442 SK2 （口）名8 外；ナデのちヨコナデ 密0.5-2mm(JJ 良好 淡黄信 口縁¥/.II 外面に煤付番

-2 II 内；板ナデのちヨコナデ 小石

794 122 土師器 a80 SK421 SKl （口）27.6 外；オりl・ザ‘のち3]ザ‘ 密小0石. 5 -l mm の 良好 淡信 口縁J/3 外面鍔以下に煤付着

-2 羽釜 内；ナずのち3Jザ'•'.J::l"'J

795 232 土師器 086 SZ442 SKl （口）7.5 外；オサエ・ナデ 密0.5-Smmの 良好 淡黄楼 ほぼ完存 亘さ23gCI街定）

-3 小皿 （裔）1 2 内；ナデ 小石

796 232 土師器 □ 86  SZ442 SKl （口）7 8 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 灰白 完存 重さ23g

-4 小皿 （涵）1 0 内；ナデ 小石

797 232 土師器 □ 86  SZ44L SKl (0)8 2 外；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -2 nvn の 良好 淡黄 完存 菫さ23g

-5 小皿 （高）1 2 内；ナデ

798 159 土師器 □ 86  SZ442 SKl (O)S 2 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 完存 豆さ32g

-6 小皿 （高）I 4 内；ナデ 小石

799 232 土師器 □ 86  SZ442 SKl (0)7 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄楼 完存 重さ20g

-8 
土師葎nn

（裔）1 1 内；ナデ 小石

800 159 □ 86  SZ442 SK1 <O>S 2 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 完存 亘さ26g

-7 小皿 （高） I 2 内；板ナデ 小石

801 232 
土師4器、IIIJ 086 SZ442 SKl (0)7,9 外；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -2 mm の 良好 淡黄 15-・、16 外重面に素地接合痕

-6 （高）1 I 内；ナデ さ26g

802 159 土師小器11ll 0
86 SZ442 SKl （口）8 2 外内 ；オサエ・ナデ 密小0石. 5 -1 岡 (/) 良好 灰白 ほぽ完存 外百面底にエCf具甘字当た）り康

-8 （裔）1 1 ．ナデ さ26a

803 208 土師小器皿
086 S2442 SKl <0)8 0 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 ほぼ完存 亘さ20g(推定）

-tt （喜）1 0 内；ナデ 小石

804 208 土師器 ロ86 S2442 SKl (0)7 8 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄捨 完存 旦さ19g

-10 小皿l （憲）1 1 内；ナデ 小石

8135 232 土師器 ロ86 SZ442 SKl (0)13 0 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄捻 ほぽ完存 外重面に素地（接合痕

-5 小皿 （高）1 5 内；ナデ 小石 さ26g 推定）

806 150 
土師小器1Ill イ86

SZ442 SKl （口）9 4 外内 ；オりI・ザ‘のち3]ザ` 密小0石. 5 ~ l mm の 良好 淡黄捨 口縁2/3

-5 （裔）2 0 ；ナデのちヨコナデ
807 149 土師器 ロ86 SZ442 SKl (0)9,0 外； 1り1・ナj-'"のちヨJナテ`‘ 密0.5-lmmの 良好 灰臼 口縁1尽 口緑部に油煙付着

-2 小皿 （裔）2 1 内；ナデのちヨコナデ 小石 ヘソlillの系統？

808 155 土師器 a86 SZ442 SKl (0) 10.2 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄償 完存 重さ46g

-1 !Ill （意）2 5 四外 ；ナデ
小吾石0.5-2mmの

809 172 土師器 □ 87  SZ442 SKl (0)11.6 ；オサエ・ナデ 良好 淡黄楼 ほぼ完存 重さ52g(推定）

-7 皿 （高）2 5 内；ナデ 小石

810 149 土師器 □ 86  SZ442 SK1 （口）11. 0 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 完存 亘さ57g

ー1 皿 （裔）2 3 内；ナデ 小石

tab.27 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (18)
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番号 翡 器
種寺 出土 遭構・層 取上時の 法量 武竪• 技法の特筍 胎 土 焼成 色埠 残存度 偏 考

グリット` 名など 名称 (C  m) 

811 144 土8ili器 □ 86  SZ442 SKl (0) 11.4 外；オサエ・ナデ 芥且0.5-2mm0) 良好 淡黄楼 完存 旦さ66g

-I 皿 （忘）2 6 内；ナデ 小石

812 乞9 土師器 086 SZ442 SK1 （口） 12 1 外；オサエ・ナデ 柑0.5-211111の 良好 淡黄 5/6 

も ill] （高）2 7 内；ナデ 小石

813 194 陶器 a86 SZ442 SKl （口）13 0 外； OXl:tテ＂のちヶ~··1 のち施 密小0石. 5 -J mm (/) 堅緻 枯 口絃J/12 天目茶椀

-2 椀 植外 内施釉 黒褐

814 150 陶器 a86 SZ442 SKl （口）11. 9 ; O?Dナずのち糸切りのち 密0.5-2rm,の 竪徴 釉 高台J/4 天目荼椀瀬p

-4 椀 （高心2 高台にヨJザ‘のち施釉 小石 黒褐

815 15-5 陶器 a86 SZ442 SKl （口）20.6 外；む>O:tず→糸切り→ ~~'lj 密0.5-2mmの 堅緻 釉 高台完存 平椀瀬戸

椀 （湛）9 6 →高怠施にヨJザ→施枯 小石 送釉緑灰 忘台内頭面に墨書「十」

816 158 陶器 a86 SZ442 SKl （口）21. 0 外；釉 密0.5-21Mlの 堅緻 口縁J/4 平椀 p 

-2 椀 内；施杓 小石 灰苗

817 158 陶器 a86 SZ442 SKl (0)15.0 外；〇刀サ”→糸切り→9ズ`リ 密0.5-2mm(/) 堅緻 釉 D縁5/8 平椀瀬戸

-1 椀 （高）6 7 →惑台にヨJナf→施釉 小石 淡黄

818 158 陶器 a86 SZ442 SKl （口）16 1 外； Dカナテー→ゞ糸→切施り釉→う炉J 密小0石.5-2叩の 堅緻 釉 ロ縁1バ！ 平椀瀬p

-4 棺 （高）7.5 →高台にヨJ-Jj 灰白

819 157 陶器 a86 SZ442 SKl （口）16.2 外；〇カナデ→糸切り→クス` ‘リ 密0.5-lnvnの 堅緻 釉 口紐¥/3 平椀瀬p

-4 椀 （高）7.9 →高台にヨコナテ”→施釉 小石 灰白

820 149 陶器 ィ86 SZ442 SKl (0) 16 4 外；施釉 粗0.5-2mmの 堅緻 釉 口縁l/6 瀬p?

-0 ,, 椀？ 内；施枯 小石 淡黄

821 158 陶器 a86 SZ442 SKl （口）19.1 外；〇?01デのちケスぃりのち施 密0.5-3mmの 堅緻 精 口緑J/3 瀬P

-3 鉢 釉内； O?Otずのち施釉 小石 灰白

822 160 陶器 a86 SZ442 SKl （口）19.1 外釉；〇カナt"施の釉ち糸切りのち 密小0石. 5 -l mm の 堅緻

淡暗釉楼

口社J/4 瀬p 内面にトチン痕：3カ所

-5 鉢 沼~)40 施内・

823 168 陶器 a87 SZ442 SK  （口）30.2 外； 1り1・ナデのちヨJナデ fll.0.5-8mmの 堅緻 口縁¥/4 常滑

ー1 ねり鉢 （高） 10 1 内；ナデ 小石

824 155 土師器 a86 SZ442 SKl （口）16 8 外； J)'.rメのちケス＂リ• ヨJH" 密0.5-3mmの 良好 淡黄楼 口縁J/6

-2 椀 （湛）7 2 堕外 ；ナデ 小石

825 148 土師器 ロ86 SZ442 SK1 （口I31. 4 ；ナデのちヨコナデ 祖05-臼mの 良好 淡黄 D縁1/5 外面に素地接合痕

-t 鎖 内；ハケメのちヨコナデ 小石

826 200 土師器 □ 86  SD445 SD4 （口）32. 8 外；オりI• I)クメのち 3]ザ‘• 以` 祖0.5-Jnvn(J) 良好 淡黄 口給3,,4

ー1 盤 ＇) 内；ナデのちヨコナデ 小石

827 173 土師器殷 □ 87  SD445 SKl （
口）3S. S 外内 ； J)ヶメのちヨJザ,.,.炉j 祖0.5-2mmの 良好 淡黄 □縁J/10

-4 ；ナデのちヨコナデ 小石

828 156 瓦質土器 a86 SZ442 SKl （口）36. 7 外；足貼り付プけのちミガキ 密0.5-611110の 良好 灰 口絃3/5

-I 火鉢 （高） 16. 1 のちスタン 文 小石

829 150 瓦質土器 a86 SZ442 SKl (0)16.6 外；ミガキのちスタンプ文 祖0S-2mmの 良好 灰 口紐l/4

-2 火鉢 内；ナデのちヨコナデ 小石

830 144 瓦質土器 □ 86 SZ442 SKl （口）ー 外；靱":tのちスタンア文・綸花 粗05-2mmの 良好 灰 ロ縁部片

-3 火鉢 内；ナデのちミガキ 小石

831 152 瓦質土器 イ86 SZ442 SKl （口）28. 6 外；ナずのちミカ` ーmのち浮文 密i21.5-2mmの 良好 灰 ロ縁¥/4

ー1 風炉 • 窓内・ ナデのちケズリ 小石

832 220 土師器 a77 SK449 SKl <0)7 8 クト；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡苗 ほぽ完存 直さ20gCI佳定）

-2 小皿 （癌） I 1 内；ナデ 小石

833 211 土師器 a77 SK449 SKl （口）7 6 外；オサエ・ナデ 密05-2mmの 良好 灰白 ほぼ完存

-5 這炉
No 29 （高）1 0 四外 ；ナデ

小吾0石. 5 -2 nvn の83,1 211 a77 SK449 SKl <0)7 9 ；オサエ・ナデ 良好 淡黄橙 完存 豆さ17g

-2 小皿 No 9 （庖）1 0 内；ナデ 小石

"835 211 土師器 a77 SK449 SKl （口）9 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 ¥/3 

-7 小IIIl No 31 （高）1.5 内；ナデ 小石

836 110 
土台師付小器皿

b77 SK449 おちこみ (0)8 6 外；オり1・ザ`‘のちヨJナテ`‘ 密0.5-Jmm(J) 良好 灰臼 口縁3/5

-3 （嵩）2 9 内；ナデのちヨコナデ 小石

837 認 t 土師器 b77 S2409 おちこみ （口）11. 4 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 口縁1/2

-5 IID （高）2 8 内；ナデ 小石

838 212 土師器 a77 SK449 SKl <0)12.1 外；オサエ・ナデ 密05-2nvn(/) 良好 淡黄 口縁¥/2 外面底に板状圧痕

-5 皿 No 10 （高）2 e 内；ナデ 小石

839 220 土師器 a77 SK449 SKl （口）12.0 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄捻 口縁3/5

ー1 • III] No 24 堪ii)27 内；ナデ 小石

840 230 土師器 a77 SK449 SKl (0)11.6 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 口絃9/10

-8 皿 No 44 （高）3.0 内；ナデ 小石

841 211 土師器 a77 SK449 SKl （口）11. 6 外；オサエ・ナデ 密0.5-21Mlの 良好 淡黄 ほぼ完存 外面底に板状圧痕

-S 皿 氏 43 （唐）2.9 内；ナデ 小石 璽さ59g(推定）

842 212 土師器 a77 SK449 SKl （口）10.8 外内 ；オサエ・ナデ 小密石0.5-3mmの 良好 灰臼 口縁9/]0 〇縁部に油煙痕付番

ー1 IlD No.25 （裔）3 0 ・ ナデ

843 212 土8ifi器 a77 SK449 SKl (0)11 4 外；オサエ・ナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 D縁j/5

-3 皿 No 32 （高）2 7 内；ナデ 小石

844 212 土師器 a77 SK449 SKl (0) 12.4 外；オサエ・ナデ 密0.5-2111111の 良好 淡黄 口紐d/5

-2 皿 No 34 （高）2 5 内；ナデ
小亜石0.5-3mmの

845 230 土@iii器 a77 SK449 SKl （口）12.0 外；オサエ・ナデ 良好 淡黄 ほぽ完存 重さ59g(推定）

-5 皿 No. II （高）2 4 内；ナデ 小石

846 111 瓦質土火鉢器 b77 SZ40
9 おちこみ （口）一 外；ミガキのちスタンプ文 密0.5-2111nの 良好 暗楼 □縁部片 土師質

-3 内；ナデ 小石（多）

847 193 土師器 b77 SZ409 ぉちこみ （口）12.S 外；ナデのちヨコナデ 小密iil石. 5 -l mm の 良好 淡黄 口紐J/]2 ミニチュア鉗

-7 小形鉗 内；ナデのちヨコナデ

848 193 土師器 b77 SZ409 おちこみ <D> 12.B 外；ナデのちヨコナデ 密小0石. 5 -l mm の 良好 淡黄 □縁¥/10 ミニチュア羽釜

-6 小形羽釜 内；板ナデのちヨコナデ

849 104 土師器 a77 SK449 SKl （口）21. 2 外；ナず・ 1)ケメのちョJナテ--. ., ス" 密0.5-2mmの 良好 淡黄 口縁¥/4

-4 錢 ＇) 内；ナテ` のちヨJナr 小石

850 107 土師器 a77 SK449 SKl 2 (0)23.
0 外； iず.J)'.Jメのち3Jtt"'・ ~ ス` 小密0 . 5 -2 mm の 良好 暗黄 体部j/6 外面に煤付着

-1 鉗 No I ＇) 内；ナずのちヨJザ-.,.~--·) 石（多）

851 107 土師器 a77 SK449 SKl （口）23.0 外；ナず.1)'.J": 位のちヨJサ`‘ 密0.5-2mmの 良好 暗黄楼 口紐J/6 外面に煤付蓄

-2 鉗 No 2 内・ナデのちヨコナデ 小石（各）

852 104 土師器 a77 SK449 SKl （口）19 0 外；ナデ・ I~ケメのちヨJザ‘・ケ~-・ 密05-2mmの 良好 灰臼 D緑J/2 外面に煤付番

-2 頷 リ 内；ナずのちヨJザ‘ 小石

853 110 土師器 b77 SZ409 ぉちこみ （口）21 3 外；ナデ・ l)'.JメのちヨJサ‘・クスい 祖0.5-lmmの 良好 淡黄 □経5/8

-I 銀 リ 内；ナずのちヨJザ-. ., かJ 小石（多）

854 108 土師器 a77 SK449 SK1 (0)22.0 外； fjず •1)'.J:奴のちョコザ‘・ケヌ` 密0.5-2nmの 良好 暗黄捻 ロ縁2/3 外面に煤付溢

ー1 鋲 リ 内；ナテ1 のちヨJザ‘ 小石（多）

855 104 土師器 a77 SK449 SKl (0)26.2 外；ナ;-・・・n'.l"メのちヨJサ`` 密0.5-2rrvnの 良好 淡苗 ロ経1バ9 外面に煤付着

-3 錯 内；ナデのちヨコナデ 小石

tab.28 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (19)

-76-



番号 昇 器種等 出土 遣構・ 層 取上時の 法墨 i目竪• 技法の特筍 胎 土 焼成 色曲 残存度 偏 考

グリッド` 名など 名称 (Cm) 

856 120 土師器 a77 SK449 SKl （口）21. 9 外；ナj-"•l)'.1.>IのちヨJ;t デ｀ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 口給¥/3 外面に煤付着

-1 頷 No 38 内；ハケメのちヨコナデ 小石

857 109 土師器 a77 SK449 SKl (0)25.2 外；ナず・ l)'JメのちヨJ;t-j".ケス` 密0.5-2mmの 良好 暗黄捻 D品¥/2 内OOに炭化物、外面に煤付着

-t 鎖 リ 内；ナテカのちヨJザ‘‘ 小石（多）

858 106 土師器臼 a77 SK449 SKl 
(0)四.4 外； tf'"•J)'.TメのちョJザ｀・ケス｀ 小密石0.5-21!Vl1(/) 良好 淡黄 D縁3/8 外面に煤付着

-1 No 37 リ 内；ナずのちヨJナデ`

859 219 陶器 b77 SZ409 おちこみ （底）21. 4 外；オサエ・ナデ tl10.5-61Mlの 堅緻 明赤褐 底部¥/2 常滑

-1 il 内；オサエ・ナデ 小石

860 189 土師器 b83 SK434 p i t 1 （口）14. 1 外；オりI・tがのちヨJザ‘ 密0.5-Jmmの 良好 淡黄楼 口縁}/3

-2 皿 No 2 （高）2 2 芭外 ；ナデのちヨコナデ
麟密小り石5-Jmmの861 184 陶器 e18 pit2 P i t 2 (0)8.9 ；ロクロナデのち糸切り 堅緻 灰臼 口緑らノ8 山[Ill(知多？）

-3 小皿 （湛）1. 9 内；ロクロナデ

862 183 土師器 b19 pit2 pit2 （口）S 8 外；オり1・j-テ`のち3ユザ‘ 密小0石. S -J mm の 良好 淡黄楼 口縁1心

-7 小皿 (S8455> （高）1 9 内；ナデ

863 183 土師小器llD b
19 pit2 pi t 2 （口）S 6 外；オり1・ザ‘のちヨJザ`‘ 小密I} 石5 -l mm の 良好 淡黄ti 完存 外面に素地接合痕

-6 ($8455) （高） I 4 内ナデ

864 183 這晶 bl9 pit2 pi t2 （口）9 0 外；オり1・サ＂のちヨ Jザ‘ 密0.S-lmmの 良好 淡黄楼 完存 外面iこ緊地接合痕

-5 ($8455) （高） I 6 内；ナデ 小石

865 183 土師器 b19 pit2 p i t. 2 （口）g 0 外；オり1・ザ‘のちョJザ‘ 密0s-1mmの 良好 淡黄捨 口緑2/3

-3 小皿 ($8455) （高）1. 3 内；ナデ 小石

866 188 土師小器皿
b19 pit2 pi t 2 （口）8.2 外；ォり1・ザ‘のちヨJtデ‘ 密0.s-2rnmの 良好 暗黄楼 口往¥/2

-8 ($8455) （高）1 6 内；ナデ 小石

867 75-1 陶器 c17 pit3 pit 3 （口）17.0 外高台；0にカヨJナずのち内糸：切OX)りのち 小密石0.5-lmの
旦緻 灰 完存 山茶椀（渥美）

椀 （高）5 4 n" tt" 

868 183 土師器 b12 :p i t 1 pi t 1 i口）16.0 外；オり1・ty"のちヨJtf" 密0.5~2mmの 良好 暗黄楼 □縁¥/2

-2 皿 （高）3 l 内；ナデのちヨコナデ 小石（多）

869 229 土師器 b16 pit2 pit 2 10)¥ら.t 外；ォり1・tずのちョJザ‘ 密0.5-2mmの 良好 暗黄楼 D絃¥/4 外面に素地接合痕

-8 皿 （忘）2 5 内；ナデのちヨコナデ
吾小0石. 5 -l mm の

870 188 土師器 b20 pit3 pit 3 (0)9 1 外；ォり1・fずのちヨJザ‘ 良好 暗黄捻 口縁3/5

-9 小皿 ($8455) （高） 1 3 内；ナデ 小石

871 188 土師器 d22 pit2 pit 2 (0)8. l 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 灰白 □縁3/5

-2 小皿 （裔） I I 内；ナデ 小石

872 184 土師器 d24 p it 1 p i t 1 （口）15 2 外；オり1・ザ‘のち3]ザ‘ 密0.5-2mmの 良好 淡黄 口縁3/8

-2 ITII （高）2.6 内；ナデのちヨコナデ 小不

873 38-¥ 瓦器 c21 pit2 pi t 2 d口）8.0 外；ナず・ヨJナずのちミが1 密0.5-lmmの 良好 灰 口縁V4 大~a系

小椀 （裔）3.2 内；ナデのちミガキ 小石

874 187 土師器 b45 P i t 1 p i t 1 （口）24.2 外；ヨコナデ 密0.5-2mmの 良好 灰白 口縁];']0

-6 鋲 内；ヨコナデ 小石

875 189 土師器 c45 p i t 1 p i t 1 (0)2¥ .0 外内 ；ヨコナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 D縁¥/12 外面に煤付羞

-7 鉗 ；ヨコナデ 小石

876 188 土師器 c26 pit2 pit 2 （口）涵.1 外；ヨコナデ 密0.5-lmmの 良好 灰臼 D縁J/J2 外面に煤付着

-7 錦 内・ヨコナデ 小石

877 187 陶器 b46 pit5 pit5 （口）14.4 外；むl(]fjずのち糸t}]りのち 密0.5-2mmの 竪緻 灰 D縁5/6 山茶椀（瀬p)内面に漆付者

-1 椀 （裔）5 4 高台にヨJザ‘ 内； a刃ナテ`‘ 小石 高台iこ棟殻痕'

878 20-3 陶器 c48 pit4 pit4 （口）16.4 外；口冗ナアのち糸t}]りのち 密0.5-2rnmの 堅緻 褐灰 口紐J/3 山余椀（渥美）

椀 （高）5 5 高台にヨJ:tt" 内； D:-UH .. 小石

879 188 土師器 b44 P i t 1 p i t 1 （口）9 l 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄捻 口縁2/3

-3 小皿 （高） I 2 内；ナデ 小石

880 187 土師器 b48 Pi t 9 pit9 （口）8 l 外；オサエ・ナデ 密0.5-2mrnの 良好 暗褐 口紐l/2

-8 小llD （高） 1 3 内；ナデ 小石（多）

881 .46-3 
陶片器0小瓶

b47 p i t 1 p i t 1 （口）7 4 外；ロクロナデ 祖0.5-lmmの 竪緻 褐灰 口縁J/4 山余椀質

内；ロクロナデ 小石

882 187 這信菰 e48 p i t 1 .P i t 1 <0)9 0 外内 ； 1り1・ザ` の`ち3Jザ‘ 密0.5-lrrvnの 良好 淡黄褐 ロ縁2/5 ミニチュア銀着

-7 小 （高）4 8 ；ナデのちヨコナデ 小石（多） 外面に煤付

883 189 土師器 e48 p i t 1 p i t 1 （口）7 6 外；オり1・ザ` のち3]ザ‘ 密05-2rronの 良好 淡黄摺 〇絃3/4 外面に素地接合痕

-3 小[I]] （溶）1. 3 内；ナデ 小石

884 190 土師器 e48 P i t 1 p i t 1 （口）11 .0 外；ォりI・ザ` のち3Jザ‘ 密05-2mmの 良好 淡黄褐 口縁¥/4 皿部内面に成形時の布目圧痕

ー1 脚台付小(Il 内；ナデ、極状具抜き痕 小石

885 187 土師器 e48 p i t 1 p i t 1 （口）13.8 外；オりI・tテ＂のち 3Jtラ`‘ 密0.5-2mmの 良好 捻 D縁J/2

-3 !ID （高）2 6 内；ナデ 小石

886 189 土師器 e48 p i t 1 p i t 1 (0)18.4 外；ナデのちヨコナデ 密0.5-2mmの 良好 淡黄償 口縁J/4 外面に煤付着

-5 鋼 内；ナデのちヨコナデ 小石

887 192 土師器 e48 p i t 1 Pi t 1 （口）32.8 外；オり1・ザ` のち3Jザ‘・クスい 柑0.5-3mmの 良好 暗黄捻 口縁5/]2 外面に煤付着

-t 鉗 内 板t'f"のちヨJナず・ケJ."リ 小石（多）

888 189 土師器 c49 pit2 pi t 2 （口）14. 2 外； 1り1・ザ`．のちヨJザ‘ 密0.5-2mmの 良好 淡黄信 〇縁3/8

-1 !Ill （高）3 1 内；ナデ 小石

889 187 土師器 b48 p i t 1 p i t 1 （口）13. 1 外；オり1・ザ` のちヨJザ‘ 密0.5-2rnrnの 良好 淡黄楼 口縁l/3

-5 IJll （高）2.9 ~外 ; ナデ 小石

890 242 土師器 b83 SK434 p i t 1 （口）15. 1 ; ~ り1・ナテ‘のちヨJrデ` 租0.5-lmmの 良好 淡黄橙 〇紐l/4

-4 !ID （裔）2 3 内；ナデ 小石

891 242 陶器 b83 SK434 p i t 1 （高台i 外； O'.)[Jナテ` ーのち糸切りのち 祖0.5-Immの 竪綴 灰 高台完存 山茶椀（涯美） 高台に砂圧痕

-7 椀 7~ 高台にヨJJテ” 内； OX! ザ` 小石

892 242 陶器 b83 SK434 pi t 1 （高台） 外； D尤9ずのち糸切りのち 小柑0石. 5 -8 mm の 堅緻 灰臼 古四ムoS心、
京山茶台椀に籾（渥穀美痕） 

-6 椀 7 l? 高台にヨJ紆’‘ 内 o・XJ:tデ‘

893 191 陶器 e59 p i t 1 p i t 1 (0)10.1 外施；0釉カナずのちo-,o'.Tス`‘リの 密05-2rrvnの 竪緻 釉 □縁1/12 浪p 縁釉皿l

-7 小皿 （高）2 8 ち 内； D? ロナテ＂のち釉 小石 淡緑灰

894 :248 土師器 e59 p i t 1 p i t 1 （口）一 外；ヨコナデ 密0.5-lmmの 良好 淡黄 口絃部片 外面に煤付着

-S 鍋 内；ヨコナデ 小石

895 210 土師器 a83 P it 5 pit5 （口）14.6 外内 ；ナデのちヨコナデ 小密0石. 5 -J mm (l) 良好 暗楼 D縁¥/5

-5 lIIl ；ナデのちヨコナデ

896 242 土師器韻 a84 p i t 1 
p i t 1 （口）ー一 外内 ；ヨコナデ 祖0.5-lmm(J) 良好 灰褐 ロ縁部片 外面に煤付溢

-3 ；ヨコナデ 小石

897 189 陶器 a83 pit6 pit 6 （口）8 1 外；ロクロナデのち糸切り 密0.5-lmmの 竪緻 灰臼 口縁ら/]2 山皿

-3 小皿 （高）2 2 内；〇クロナデ 小石

898 184 土師器 b47 p i t 1 p i t 1 <0)41.2 外；オり1・ザ`‘のち3]ザ‘ 密0.5-3mmの 良好 淡黄楼 口絃1バi 3足付くものと想定される

ー1 盤 内；ナデのちヨコナデ 小石

899 194 須烹器 ハ88 包含層 包 ナデのち指をカットにて表 密0.5-2mmの 堅緻 灰白 1足完存

-t 獣足壷 現する 小石

900 59-4 土師器 d46 不明 SKl (0)一 クト；オり1・丸ずのちヨJナぅ‘‘ 密0.5-1四の 良好 淡黄捻 □社J/8 ロ縁に油煙痕付着

小lill 内；ナデのちヨコナデ 小石

tab.29 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (20)
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番号 昇 器種等l出土 遣名 構・層 取上時の 法量 栂竪• 技法の特筍 胎 土 悦成 色囮 残存度 偏 考

グリッド＂ など 名称 (C m) 

901 199 土師器 [Ill I不明 不明 不明 （口）13.2 外；オり1・H'のちヨJザ‘ 密0.5-3mmの 良好 淡黄褐 m釦心 皿部内面に成形時の布目圧痕
-3 脚台付小 内；ナデ｀椿状具抜き痕 小石

902 132 土師器 c80 不明 SKl （口）一 外；オサエのちヨコナデ 祖0.5-Jmmの 良好 淡黄楼 口縁部片

-2 盤 内；ナデのちヨコナデ 小石（多）

903 199 
土台G付i!i器小nn 不明 不明 不明 1 浦5台i 外内 ；布目痕のちヨコナデ 密小0石. 5 -2 mm の 良好 淡黄 高台完存

-5 4.0 ：ナデのちヨコナデ

904 199 土師器 不明 不明 不明 1 沼5台｝ クト；布目痕のちヨコナデ 密0.5-3mmの 良好 淡黄 高台完存

-4 台付小皿 4.9 内；ナデのちヨコナデ 小石

906 193 陶器 ハ85 包含層 包 (0)8 6 外；ロクロナデのち糸t)]り
坐密密00 .. 5 5 -J mm の

堅緻 淡黄灰 口縁5/6 山皿（瀬p?)

-t 小llil （高）2 3 四外 ； Dクロナデ

906 193 陶器 ハ85 包含層 包 （口）B.8 ；ロクロナデのち糸切り -lmの 駐緻 灰臼 口縁2/3 山[IIl(知多？）

-2 小illl （高）2 2 内・ロクロナデ 小石 内面に漆付者

907 57-6 陶器 c44 SK364 SK群 (0)7 0 外；〇クロナデのち縦絹 密小0石. 5 -l ll'ffl の 堅緻 臼灰 口縁¥/3 山茶椀質

合子 -367 上層 内；ロクロナデ

908 硲—8 陶器 b44 不明 SK1 （口）ー 外；ロクロナデ 密0.5-21Mlの 竪緻 褐灰 口縁部片 在地不明

鉢 内；ロクロナデ 小石

909 57-7 陶器 c44 SK364 SK群 <0)一 外；ヨコナデ 密0.5-lmmの 竪緻 暗赤 口縁部片 常沿か？

鉢 -367 上層 内；ヨコナデ 小石

910 乞2-7 陶器 d77 不明 SKl （高台） 外； O?O:tずのち糸切りのち ＄且0.5-:?mmの 堅緻 淡灰 高台完存 山茶椀（知多猿投）

椀 6 8 高台にヨJ好‘‘ 内；〇刃ザ‘ 小石 高台に精穀痕、墨書「＋」

911 72-8 磁器 c63 不明 SD3 （底）3 7 外；ケス"')のち施釉 痴...... 堅緻 釉 底l-'':, 青臼磁

-2 小皿 内；陰刻文のち施釉 明緑灰

912 198 磁器 不明 不明 不明 （高台i 外弁文；クの,.-ちリ出施釉し恵台内•・ 旺茄刻釉蓮 初.... 』 竪緻
釉湊紐応

高台3/5 青磁籠泉窯系

-4 椀 4.2 

913 188 磁器 clO 包含層 包 （口）10.6 外；ケズリのち施釉 密 堅緻 釉 口縁¥/5 青白磁 景徳i員窯系

-5 小皿 （高）2 4 内；施釉 淡緑白

914 82-7 磁器 不明 不明 不明 （口）11. 8 クト； n包泊息 密 堅緻 釉 □絃J/8 青臼磁 D禿

915 198 
一磁坐器椀？

d76 包含層 包 （口）一 芭り卜 ；； 施n'ffi桂f. 蘭 密 堅緻
明釉緑灰

口縁部片 青磁

-3 椀 内；陰刻文のち施釉 経灰

916 96-1 磁器 c75 不明 SKl （口）16.0 外；ハケメ文のち施釉 密 堅緻 釉 □縁l/8 青磁同安惹系

椀 内；ハケメ文のち施釉 淡緑黄

917 121 土師器 c76 不明 SK2 （口）22 0 外内 ；オり1・1)'.JメのちヨJザ` 密小0石.5（-多lmm） の
良好 淡黄楼 口縁l/4

-3 錯 ；ナデのちヨコナデ

918 122 土師器 c76 不明 SK2 （口）21 2 外；オりI.I)クメのちヨコナテ`｀ 密0.5-lmmの 良好 暗黄楼 口紐¥/4 外面に煤付着

ー1 菰 内；ナデのちヨコナデ 小石（多）

919 195 瓦質土器 c76 包含層 包 （口）44.0 外；ミガキのちスタンプ文 密0.5-lmmの 良好 暗褐 ロ縁¥/6

-1 火鉢 内；ミガキ 小石

920 222 器瓦種質土器 不明 不明 不明 （底）25.2 外；磨涵 密小0石. 5 -2 m m の 良好 暗灰 底1-・・6

ー1 不明 内；ナデ

921 80-5 軒丸瓦 e47 SE377 SK1 外弁V；凸線表現の単弁索弁蓮 密0.5-2mmの 良好 暗蹂灰 瓦当2/5

内・ ナデのちケズリ 小石

922 163 軒丸瓦 □ 88  SZ442 SKl （径）12.0 外；凸緩表現の垣弁素弁蓮 密0.5-2四の 良好 淡褐灰 瓦当3,-4 中房iこ文ほなし

一1 弁文内；ナデ 小石

923 138 軒丸瓦 085 SD445 SD5 外；巴文 密0.5-2mmの 良好 黄灰 瓦当2/5

-4 ~外 ; ナデ
小碩0石. 5 -2 mm の

924 149 軒丸瓦 086 SZ442 SKl （径）10.2 ；巴文 良好 黄灰 瓦当2/5 瓦当面にハナレ砂付着

-3 内；ナデ 小石

9蕊 88-4 軒丸瓦 c70 SD391 SDl （径）11. 5 外；巴文、丸瓦部ナデ 祖0.5-2111llの 良好 灰白 瓦当4,,5

内；ナデ、丸瓦部布目 小石

926 163 軒丸瓦 088 SZ442 SKl （径）12.4 外；巴文、 丸丸瓦瓦部部布ナデ目 柑小0石. 5 -4 mm の 良好 灰 瓦当4/5 巴の中央に小突起あり

-2 内：ナデ、

927 162 軒丸瓦 □ 88 SZ442 SKl （径）12.1 外；巴文フ-―・ `圏線、珠文帯 祖
0.5-5mmの 良好 淡灰 瓦当4,-5

-2 内；ナ 小石

928 177 軒平瓦 ハ88 SZ442 SK2 （幅）3 I 外；唐早文 祖0.5-4面の 良好 暗黄楼 段顎

-3 上 内；ナデ 小石

929 119 軒平瓦 d75 SK403 SK2 外；文ほ不明 祖0.5-2mmの 良好 淡黄

-1 小石

930 64-1 軒平瓦 c58 SD391 SD3 （幅）4 5 外；ポジ丁ィブな唐早文 *.ll.0.5-:?nvnの 良好 灰 瓦当面にハナレ砂付溢

平瓦部布目 内；ナデ 小石（多）

931 186 平瓦 □ 87 SZ442 SKl （幅）2 3 凹；布目、糸切り痕 祖0.5-31M1の 良好 灰臼 韮面は面取り

ー1 凸；縄叩き目痕 小石（多）

932 216 平瓦 d75 SD402 SDl （幅）1 5 凹；布目｀糸切り痕 柑小0石.5（多-3）叩の 良
好 灰 蒻面は面取り

ー1 凸；縄叩き目痕 凸面はハナレ砂各い

933 250 平瓦 d75 SD402 SDl （幅）1.4 凹；布目、糸切り痕 rn0.5-4mmの 良好 灰 躁面は面取り

-1 凸；縄叩き目痕 小石（多） 凸面はハナレ砂多い

934 81-1 平瓦 c69 SD391 SD1 （幅）2 6 凹；ナデ、 f真骨痕 生祖祖00 .. 5 5 -4 m m の
良好 灰白

凸；ナデ 多）

935 応 平瓦 c26 8D347 SDl （幅）2 .ll 凹；布目 -4mmの やや軟 黄褐 雌面は面取り

-10 凸；足耗 小石

936 249 平瓦 d 7 4 SD402 SDl （幅）3 1 凹；布目、ナデ 祖0.5-4四の やや軟 淡褐

-3 凸；ナデ 小石

tab.30 ケカノ辻• 角垣内地区出土遺物観察表 (21)
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番号 昇 器種等 出土 遣構・
層 取上時の 法量 謳竪• 技法の特笥 胎 土 燎成 色調 残存度 偏 考

グ＇如 I,. 名など 名称 (Cm) 

937 1-2 陶器 1 2 SD503 SD503 （口） 16 3 外； O?Oナずの内ち：糸D切り、高 密小0石. 5 -2 mm の 堅緻 灰白
9/]0 山茶祝（沼美）

柘 No.6 （ 高ロ） 5 6 台にヨJザ. a?Oナデ

938 1-3 陶器 1 2 SD503 SIJ503 <)  17. 4 外； a冗ナアのち糸tJ]り、高 密0.5-2mmの 堅緻 灰臼 9/10 山余椀（沼笑）

椀 No 7 （高）6 0 盆外に3]ザ 内； Dカザ 小石 高台に堕（穀痕

939 1-1 陶器 l 2 SD503 S応03 （口）15.4 ; O?D:tテ＂のち糸切り、高 密0.5-2mmの 堅緻 灰臼 9/10 山余椀渥美？）高台に籾殻痕

椀 （忘）5 9 台にヨ］ザ` 内； O?Dナf 小石 内面に重ね煉き痕（籾殻痕）

940 1-5 陶器 l 2 SD503 S応03 （口）16.0 外； O?Oナテ了の内ち；糸O切り、高 密小0石. 5 -2 mm の 堅緻 灰臼 ¥/3 裔山茶台祝に （知多）
椀 頃笞）", 7 台に3Jtデ 冗ザ‘

941 1-6 陶器 k3  8D503 S0503 （高台） 外；〇カナデのち糸t)]り、高 密小0石. 5 -2 m m の 堅緻 灰臼 高台¥/2 山余椀携（骰渥痕美）

椀 No. 3 7 4 台にヨJナデ 内； a,a:tデ 外面に灰釉浸け掛け？

942 1-4 陶器 l 2 SD503 SD503 （忌台） 外； D?Dナずのち糸切り、高 密0.5-2mmの 堅緻 灰白 高台¥/2 山余椀（渥美）

椀 No 8 8 2 台にヨJtr 内； Dカザ 小石 内面に窒ね焼き痕

943 2-1 陶器 l 2 SD503 SD503 （口）安ち.3 外内；ヨコナデデ 小密0石. 5 -3 mm の 堅緻 赤褐 D縁l/4 常沿

辺 No.4 ；ヨコナ

944 1-7 土師器 1 2 SD503 S応03 （口）14.2 外内 ；オり1・ザ‘のちョコザ`‘ 密小0石. 5 -2 mm の 良好 暗償 口社J/4

皿 No.9 ・ナデのちヨコナデ

945 3-1 土師器 j4  8D508 S応08 （口）12.3 外；オり1・ザ‘のち3Jザ`‘ 密0.5-2mmの 良好 淡褐 D縁9/10 外面に素地接合痕

皿 No. I 内；ナデのちヨコナデ
小吾石0.5-31M1の

946 3-4 陶器 k2  SD508 SD508 （口）15.2 外；〇カナアのち糸t}Jりのち 堅緻 灰臼 2/5 山茶椀（知多）

椀 （裔）5 8 高台にヨJ好‘ 内； a刃ザ` 小石 高台に籾穀痕

947 2-2 土師器鑢 k3 SD508 S応02
（口）認.3 外；オり1・好`‘→ ョコナテ-.,:,."'•) 小m0石.s~2mmの 良好 淡黄楼 J/2 外面に煤付看

No 2 内；ナず.1)'.f .,t→ヨJナず・クス'"I)

948 4-5 陶器 c8  SK510 Sk510 （口）10.0 外； Dカナテ｀のち,.~-リのち施 密0.5-lmmの 堅緻 釉 l/4 天目茶椀（中国）

949 4-3 這げ c8  SK510 SK510 （口） 12. 1 堕外 内；施釉；オり1・打‘`のちョJtデ‘ 藉小石-2mmの 良好 は醤 3/4 外面に素地接合痕

皿 内；ナずのちヨJザ‘ 小石

950 5-1 土師器 c8 SK510 S1<510 （口）31. 4 外；ヨコナデ 祖0.5-tmmの 良好 淡黄楼 □経J/6

鎖 内；ヨコナデ 小石

951 5-7 土師器 b8 Pi2t 23 ) 
p it3 （口） 12.0 外内 ；オサエ・ナデ 小密0石. 5 -l mm (J) 良好 淡黄 D絃l/4

皿 ($応 （高）2 7 ・ナデ

952 3-1 土師器 flO SD512 $1)512 （口） 13.S 堕外外 ； オり1・ザ‘のち3Jナf 密0.5-2面の 良好 暗黄楼 ¥/2 

皿 ;nゞのちョコfテ`‘ 小石

953 3-5 土師器 flO SD512 SD512 （口）お.2 ；ナデのちヨコナデ 柑0.5-lmmの 良好 淡償 口絵¥/6 外面に煤付着

鎖 内；ナデのちヨコナデ 小石

954 3-8 土師器 flO 8D512 SD512 <0)27 4 外；ナデのちヨコナデ 象且0.5-lmmの 良好 淡楼 D絵¥/6

鍋 内；ナデのちヨコナデ 小石

955 4-1 土師器 flO 8D512 SD512 （口）30 6 外；オり1・ザ`＇のちヨ Jナj" rn0.s-2mmの 良好 淡橙 □緒7/10 外面に煤付醤

鍋 内；オサ1・ザ‘のちヨJザ‘・ケス・ 小石

956 5-11 土師器 i 5 SD518 SD518 （口）31 4 外；ヨコナデ 祖0.5-2mmの 良好 淡楼 ロ縁J/10

韻 内；ヨコナテ 小石

957 5-2 土師器 f4 SK514 Sk514 （口）ー 外内 ；ヨコナデ 祖小0石. 5 -2 mm の 良好 淡楼 口縁部片

羽釜 ；ヨコナデ

958 5-3 土師器組 c9 SK515 SK515 
（口）ー 外；ヨコナデ 柑0.5-1mmの 良好 淡楼 口縁部片

内・ヨコナデ 小石

959 7-6 磁器 g9  灰褐色土 灰褐色土 （口）10.4 外；~!釉刻文？のち廂釉 密 堅緻 釉 D縁1/4 青磁口禿

小皿 沼高）2 0 四外 ； 施 明灰緑黄灰
960 7-1 陶器 d6 暗褐色土 暗褐色土 （高台） ; o?otずのち糸切りのち 密0.5-2mmの 堅緻 高台完存 山茶祝（渥美）

椀 -（．← 0 喬台にヨJザ‘ 内；〇刃ザ‘ 小石

961 6-6 磁器 k3  表土 表土 （底）ー 外；阻刻文のち施釉 密 竪緻 釉 底部片 青臼磁

合子 内；施種釉 送釉緑灰

962 6-9 磁器 k3 表土 表土 （口）一 外；施 密 堅緻 D縁J/,1 青白磁口禿

椀 内；施釉 淡緑灰

963 4-2 土師器租 g9  灰褐色土 灰褐色土 （口）29 B 外内 ；オり1・ザ‘のち3]ナラ`‘ 芥小ll.0石.5-2面の 良好 明楼 □経J/S 外面に煤付渚

• がり1・ザ`‘のちヨJt'f"'

964 6-5 陶器 flO 表土 表土 （高台） 外； Dカナずのち 1:1·•1 のち施 小密0石. 5 -2 mm の 竪緻 釉 惑台¥/4 瀬P 丸椀

椀 4.2 釉内；施釉 茶

965 6-3 陶器 gll 表土 表土 （古四ムol 釉外；〇刀ナj-"のちケス`＇）のち施 小密0石. 5 -l mm の 豆緻 釉 高台J/4 瀬P 丸祝

椀 4.4 内；施釉 茶

966 6-4 陶器 flO 表土 表土 <0)31 .4 
外内 ；； 施施釉釉 小密0石. 5 -l mm の 竪緻 釉暗赤褐

口縁l/6 瀬戸

播鉢
967 6-2 陶器 B区 表土 表土 （口）B 3 外内 ；ロクロナデのち糸切り 粗小0石. 5 -2 mm の 堅緻 灰臼 4/S 山皿（クD多）

須恵生器皿
（湛）1.7 ；ロクロナデ

968 6-1 B区 表土 表土 (~ 頁）28.6 外；タタキメのちヨコナデ 粗0.5-31M1の 堅緻 灰 頚部t/4

―蚕 内；タタキメのちヨコナデ
小吾0石. s ~ 2 nvn の

969 23-2 軒丸瓦 k6  SK504 Sk504 （径）16.B 外；巴文・珠文帯 良好 黒灰 瓦当J/3 三尊寺山門・観音堂に同苑瓦あ

内；ナデ 小石 り

970 23-1 患ギ桟瓦 k5 SZ519 S蕊 19 （径）11.0 外内 ；巴文・珠文帯 小密0石.5-2面の 良好 黒褐 丸瓦当

；ナず ¥/3 

971 24-1 妻f桟瓦 d7 SK511 Sl<511 （厚）4 0 外；唐早文 密0.5-llllTIの 良好 暗黄橙 平瓦当

内；ナデ 小石 2/5 

972 24-2 軒桟瓦 d7 SF501 SF501 （厚）4 l 外；唐早文 密0.5-lmmの 良好 黒灰 平瓦当 外区外緑しこ0に上の刻印

西Dス1-t r7 内；ナデ 小石 2/5 

973 11-1 桟瓦 i 5 SK520 Sk520 （厚） I 6 外；ナデ 密小0石. 5 -l mm の 良好 灰

内；ナデ

974 13-1 息t桟瓦？ e6 SK505 Sk505 （厚）2 5 外；ナデ 小3且0石.5-2mmの 良好 灰
内；ナデ

975 ぷH ー文字瓦 g3  SK509 Sk509 （厚）2 3 外；ナデ 粗0.5-2mmの 良好 灰 釘穴あり

内；ナデ 小石

~76 18-2 平瓦？ d7 SK511 SK511 （厚）2 1 外；ナデ 密0.5-2mmの 良好 灰 釘穴あり

内；ナデ 小石

977 10-1 ー文字瓦 h5  表土 表土 （厚）3 6 外内 ；ナデ 密小0石. 5 -2 mm の 良好 灰

？ ；ナデ

978 21ー1 丸瓦 表土 表土 （長）お.4 外；ナデ 密0.5-3mmの 良好 灰 蒻面は面取り

内；布状圧痕•椿具痕 小石

979 15-1 丸瓦 表土 表土 （長）26 2 外；ナデ 密lil.5-2mmの 良好 灰 蒻面は面取り

内；布状圧痕 小石

980 22-2 甦面P瓦 表土 表土 （幅）9.9 外内 ；ナデ 密小0石. 5 -2 mm の 良好 灰 蒻面は面取 9

；布状圧痕

981 笠—1 鰹面P瓦 表土 表士 （幅）9 8 外；ナデ 密0.5-2mmの 良好 灰 蒻面は面取り

内；布状圧痕 小石

982 8-1 平瓦 表土 表土 （幅）23.2 外；ナデ 密0.5-2mmの 良好 灰臼 蒻面は面取り

内；ナデ 小石

tab.31 蚊山地区出土遺物観察表 (22)
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v 調牡資料の科学分析
瓦窯SF5 0 1の考古地磁気年代

はじめに

土が焼かれると、冷えるときに、含まれている磁

性鉱物が地磁気の方向に熱残留磁化を獲得するとい

う性質を利用して、焼土の残留磁化方向から遺構の

年代を推定することができる。これが考古磁気年代

推定法である。考古地磁気データが蓄積するととも

に、年代推定の精度も向上してきた。しかし、その

結果、過去の日本では、地球磁場方向の地域差が現

在よりももっと大きかった時期があったこと（広岡、

1977;1989)などの問題点も明らかになってきた。特

に、 14世紀から18世紀にかけては、本州中央部（近

畿•中部• 関東地方）と西日本（中国西部～九朴l北

部）では、偏角に大きな違いがあったこと（広岡、

1993)が判明し、この期間については、西日本用の

考古地磁気永年変化曲線と本州中部用のものを別に

用意しなければならなくなってきた。幸い、 17・18

世紀については、標準としている西南日本の考古地

磁気永年変化曲線(Hiraoka、1971) は東海地方の

データを基に描かれているので、標準曲線の補正は

必要でない。

考古地磁気試料の採取と測定

年代を推定するためには、焼土の残留磁化の方向

を詳しく知らなければならないので、試料として採

取した焼土が窯体内でどのような方位になっていた

かが正確に測られた定方位サンプルでなければなら

ない。このときの方位測定の精度が推定年代値の精

度を左右するので、できるだけ正確に測らねばなら

ない。そして、その焼土が最終焼成終了以降動いて

いない部分でなければならない。更に、遺構の部位

によって残留磁化方向が異なることがあるので、よ

く焼けて、しかも、正確に地磁気の方向を記憶して

いる部分からサンプリングをすることが最も重要で

ある。古窯では床面が上記の条件を満足するので、

サンプリングは窯中央部の床で行うことが多い。今
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富山大学理学部地球科学教室

広岡公夫• 田中彰子

回の蚊山遺跡瓦窯では、ロストルの間の床面から14

個の試料（試料番号EM1-14)を採取した。

残留磁化の測定には、夏原技研製のリングコア型

スピナー磁力計(SSM-85型）を使用し、 6回置き

直し法で測定した。

採取してきた試料が持っている残留磁化を自然残

留磁化(naturalremanent magnetization、略して

NRM)といい、これには磁化方向や強度が変わり

にくい磁気的に安定な成分が多く含まれているが、

試料によっては弱い磁場でもすぐに方向を変えてし

まうような非常に不安定な磁化成分も含まれている

ことがあり、このような場合には不安定な磁化成分

が最終焼成後の長い堆積期間中に、地球磁場や周り

のものが作る磁場の影響を受けて磁化方向を変えて

しまっていることがある。このように、 NRMは色々

な安定性の磁化成分から成り立っている。不安定な

磁化成分は、誤差のもととなるので消して仕舞わな

ければならない。不安定成分の消去には、交流消磁

法という実験手段を用いる。焼かれた温度が低く、

磁化強度が弱い時には不安定な成分が多くなる。

地磁気を遮蔽した無磁場空間内にソレノイド・コ

イルをおき、そのコイルに交流電流を流す。コイル

内に発生する交番磁場によって、コイル内に置かれ

た試料は交番磁場で磁気的に揺すられて、不安定な

磁化成分が消去される。実験の手順は、まず、全試

料について、 NRMの測定を行い、磁化方向のまと

まり具合や磁化強度を知る。次いで、交番磁場の強

さを適当な段階に設定し、交流消磁を行い、消磁後

に磁化測定を行う。この段階で磁化のまとまり具合

いに改善が認められないときには、更に高い消磁磁

場の段階で消磁を行う。この手順を繰り返して、何

段階もの消磁を行うことを段階交流消磁という。今

回は 50 0 eの1段階で消磁実験を行った。

NRM測定の結果得られた偏角、伏角、磁化強

度はtab.32に、 50 0 eの消磁後のそれはtab.33に



示されている。どちらの結果でも、 4個の試料(E

M6,9,13,14)の磁化方向は他の試料のそれから少し

外れている。これには、試料採取の際の方位測定の

誤差か、試料として採った部分がなんらかの原因で

磁化獲得後に動いたかなどの理由が考えられるが、

いずれにしても、昔の地磁気を忠実に記録している

ものとは考えにくいので、蚊山遺跡瓦窯の平均磁化

方向を計算する統計処理の際には除外した。これら

の試料には、表中に＊印が付されている。

平均磁化方向と磁化のばらつきの大きさを求める

統計計算には、フィッシャーの方法 (Fisher,1953) 

を用いた。統計計算では、平均偏角• 平均伏角 ・95

％レベルのフィッシャーの信頼角 (a95) ・フィッ

シャーの精度係数 (K)および平均磁化強度を求め

る。

ここで a95は、真の磁化方向が、平均磁化方向

（平均偏角・ 平均伏角）のまわり士 a95の範囲に95

％の確率で存在することを示しており、平均磁化方

向がどれくらいの誤差を持っているかを表す値であ

る。測定試料が多くなるほどその平均磁化方向の信

頼度が高くなるので、同一遺構からの試料数が多く

なるほどa95の値は小さくなる。通常、上記のよう

に 1 遺構から 10~15個程度の試料を採ることにして

いる。よく焼けた窯跡の場合には、磁化のばらつき

が多少大きなものでも a95は30 以内におさまる。

Kは、個々の試料の磁化方向の平均的なばらつき

の程度を表すパラメータである。この値が大きいほ

どばらつきが少ないことを意味し、通常のよく焼か

れた焼土遺構では500以上の値となる。また、この

値は試料の数には関係なく、その遺構の個々の試料

の磁化方向のばらつきがどの程度であるかを示して

いる。統計計算の結果はtab.34に示されている。 a-

95はNRMでも1.08° 、消磁後は0.83° となり、

非常にまとまりの良いことがわかる。ことに、消磁

後はKの値も3000を越えており、そのことがよくわ

かる。したがって、ここでは、より、まとまりのい

い50 0 e消磁後の結果を考古地磁気データとして

採用する。
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考古地磁気年代

tab.34の考古地磁気データを考古地磁気永年変化

曲線上にプロットすると、 fig.42のようになる。白

丸が50年ごとの地磁気の方向を表わし、黒丸が測定

結果（蚊山地区瓦窯SF501の平均磁化方向）、それ

を囲む円がフィッシャーの信頼円 (a95) を示す。

上述のように、 17-18世紀については、東海地方で

はこの永年変化曲線を補正する必要はないので、こ

れを標準曲線として採用した。図からわかるように、

測定結果は、 18世紀の永年変化曲線より少し伏角が

浅い方にずれているが、もともと、この永年変化曲

線には多少の誤差が含まれているので、これくらい

のずれがあっても仕方がない。黒丸に一番近い部分

の永年変化曲線の年代が推定年代値を与えるので、

考古地磁気推定年代は次のようになろう。

瓦窯SF501 A.D. 1735士15年
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試料番号 偏角 伏角 磁化強-度4 試料番号 偏角 伏角 磁化強-度4 
(o E) (0) (X 10 emu/g) (o E) (0) (XlO emu/g) 

EMl 2.5 41.6 18.1 EMl 1.3 42.0 18.0 

2 1.5 44.6 18.6 2 2.0 44.9 18.5 

3 2.9 40.8 9.2 3 3.9 41.6 9.06 

4 2.7 40.6 9.70 4 2.4 41.6 9.59 

5 2.2 40.8 7.29 5 3.4 42.3 7.03 

6 0.4 38.2 8.44 * 6 -0.7 40.1 8.14 

* 7 2.2 43.6 12.6 7 1.4 44.1 12.6 

8 4.2 42.3 9.01 8 3.5 42.8 8.99 

* 9 -1.7 40.5 90.3 * 9 -0.8 41.3 8.87 

10 0.9 43.2 32.9 10 2.4 44.1 32.7 

11 5.2 42.9 11.5 11 3.2 44.1 11.4 

12 5.4 44.0 10.6 12 3.2 44.1 10.3 

* 13 10.6 34.5 17.1 * 13 9.9 35.1 16.9 

* 14 2.5 40.3 71.5 * 14 4.1 47.7 6.90 

＊ 統計計算の際に除外したもの。 ＊：統計計算の際に除外したもの。

tab.32 瓦窯SF 501のNRMの磁化測定結果 tab. 33 瓦窯SF 501 500e消磁後の磁化測定結果

遺構名 消磁段階 N D I U95 K 平均磁化強度
(0 E) (°) (0) (X 10-4 emu/ g) 

瓦窯SF501(NRM 10 2.9 42.4 1.08 1994.3 14.0 

50 Oe 10 2.6 43.2 0.83 3359.6 13.8 

N: 試料個数、 D:平均偏角、 I: 平均伏角、 a9 s : フィッシャーの信頼角、

K: フィッシャーの精度係数。

（ ）は年代推定のための考古地磁気データとして採用しなかったものを示す。

tab.34 瓦窯SF501の考古地磁気測定結果

Declination 
N 

~IJUJ 

fig.42 西南日本の考古地磁気永年変化と瓦窯SF501の考古地磁気測定結果
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VI 調査のまとめと検討
岩出遺跡群の調査は今回の調在も含めると 4次と

なり、調査面積も19,941面にも及ぶ。中世を中心と

した遺跡の総調査面積としては、現状では明和町に

所在する斎宮跡に続くものといえる。岩出遺跡群の

調査によって、南勢地域における中世集落の検討は

かなりの深化が見られることとなろう。

この章では今回の調査も含め、岩出遺跡群におい

て認められたことをまとめ、今後の検討課題の提示

も含めて若干の考察を行うこととする。

1 左郡古墳群について

左郡古墳群の状況については、今回の調査成果も
① 

踏まえて前川嘉宏氏によって検討されている。その

ためあまり付け加えることはないが、当古墳群周辺

の古墳群のあり方との比較から、いくつかの問題点

を指摘しておこう。

a 群構成と所属時期

H 1左郡地区の調究を含め、都合23基の古墳が確

認されている。いずれも削平を受け、埋葬施設が明

らかなものは横穴式石室墳を除いては 1基もない。

周溝から出土した土器を見ると、田辺昭三氏による
② 

大阪・陶邑編年のTK23-T K209型式に併行する

ものであり、おおよそ 5世紀末頃-7世紀初頭にか

けて形成された古墳群と見なしてよい。墳形には円

墳・方墳がある。

全ての古墳から土器が出土しているわけではない

ので断定的なことは言いにくいが、当古墳群の変遷

には以下の典味深いものがある。まず、初現期に築

かれた古墳 (5.7.23)はいずれも円墳であり、末期

(7世紀初頭頃）に築かれたものは、円墳(14.20)

も存在するものの、方墳 (4・17)もあることであ

る。時期が判明している方墳は 7世紀初頭頃のもの

のみである。
③ 

このように、左郡古墳群は落合古墳群などの比較

的初期の群集墳によく見られるような「方墳→円墳」

という変遷ではなく、 「円墳→円墳・方墳」の流れ

が存在していたものと考えざるを得ない。近接する

落合古墳群の場合、その初現は4世紀末頃まで遡り、

円墳の出現はTK23-47型式併行でその後暫くで古
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墳群の造営そのものが途絶える。左郡古墳群におけ

る初現期の円墳が所属時期は、落合古墳群において

円墳が出現する時期とほぼ併行しているわけで、こ

の点のみを採り上げれば、当時の墳形に円墳が主体

となっていた類例として用いることができるかと思

われる。

TK23-47 TK43 

落合 方~ i 

i一円一 l 

左郡 I 円 I

-----+-方一

5世紀末以前に方墳が形成されており、 5世紀末

頃------6世紀前半頃にかけては円墳、 6世紀後半頃以

降には円墳と方墳で構成されるようになる、という

古墳群の事例としては、三重県内では安濃町• 平田
④ 

古墳群、松阪市・中部平成台団地造成にかかる古墳
⑤ 

群（大分山・常光坊谷・狼谷• 川原表）など、いく

つかの調究事例から想定され、「方墳→円墳」の移

行時期はTK23------47型式併行期付近、 「円墳→円墳・

方墳」の時期はTK43型式併行期付近、という想定

ができそうである。要するに、方墳単独で構成され

る時期、円墳単独で構成される時期、両者が混合さ

れる時期（混合といっても両者が意味なく認められ

るのではなく、何らかの理由・意義は存在すると想

定される）、という概略3段階の存在が想定され、

それぞれ有機的な関係のもと連続しているように思

われる。

ただし、 MT15型式併行期頃まで築造される方墳
⑤ 

群もあるようで、具体的な動向が地域単位で若干異

なることは充分考えられる。

今回の検討はこれ以上踏み込まないが、左郡古墳

群の意義のひとつとして「円墳→円墳・方墳」の構

成変化を示す資料であること、そして群集墳におい

て円墳の後に方墳が一定の意義をもって再度登場す

ることに注目したい。

b 古墳群の立地と集落との関係

左郡古墳群が形成されていた当時の地形的な環境

は、左郡地区と蚊山地区との間に小規模な谷が入り、

左郡地区～ケカノ辻• 角垣内地区に向かって低平な



台地が広がっていたものと考えられる。したがって

左郡古墳群は、この低台地の南斜面に漸次築かれる

ことによって群集墳として構成されたものといえる。

このような、丘陵（台地）南縁部を利用して構築さ

れている古墳群はさほど珍しいわけではなく、近接

する落合古墳群などにも認められるものである。ま

た、群のなかで初現的なものが斜面上方に構築され

ている点も、落合古墳群などの例と同じである。

相違点としては、落合古墳群の場合、それが構槃

された場所が明瞭に見渡せ、しかも集落を形成する

ことのできる場所が古墳群の南方に存在しているの

に対し、左郡古墳群の場合にはそれに相当する場所

は古墳群の南側には認めることができない。

左郡古墳群はその末期に横穴式石室墳を有するも

のの、初現は 5世紀末頃まで遡るものである。この

ような古墳群の調査例はあまり多くなく、古墳群を

形成した集落との関連が不明である点からすると、

初期群集墳の一例として扱うよりは後期群集墳の類

に含めて考えるべき事例といえるのではないか。

2 中世岩出遺跡群にかかる事例と検討

岩出遺跡群の中心となる時期は、平安時代末頃か

ら室町時代に及ぶ中世を中心とした時期である。岩

出の歴史的環境については、第11章でも述べたとお

り岩出祭主との関連が重要で、この点を最重視して

考察をする必要があるといえる。このことを念頭に

置き、調査成果を検討する。

a 出土遺物一土器類一

出土遺物のなかでも中心となるのが土器類である。

今回の調査では平安時代末～室町時代にかけての土

器類が認められたが、多様な状況を呈している。そ

のことについて見ておこう。なお、時期区分は第W

章の I~N期区分を用いる。また、中世前期と後期

の境は11期とm期の境とし、説明的に必要な場合は

西暦や鎌倉時代などの表現も適宜行う。

概観

岩出遺跡群を構成する土器類には、土師器類・瓦

器類・瓦質土器類・陶器類・磁器類がある。

土師器類 皿•小皿· 椀などの供膳形態、鍋．

羽釜などの調理形態のほか、盤などの食事に関連し

ないと思われる形態がある。土師器類の圧倒的大部
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分が南伊勢系土師器群により構成される。器種構成

としては原則南勢地域のあり方と同様であるが、当

遺跡に特徴的な器種が存在することは第W章で触れ

たとおりである。

瓦器類 椀•小椀•小皿などの供膳形態を構成

するものであるが、出土量は極めて少なく、大和・

伊賀地域からの搬入品と考えられるもののみである。

当遺跡における瓦器は客体以外の何物でもない。

瓦質土器・瓦質系土器類 通常、伊勢ではm期

相当の頃から出土しはじめるが、ここでは11期から

その存在が認められる。火鉢や風炉がある。瓦質土

器は大和産と思われるものである。

瓦質系土器類については、左郡地区での出土に止

まる。これは、南伊勢系土師器の範疇で把握できる

と断定できず、仮に素地胎土の点からそれが首肯さ

れても以前の系譜が辿れない一群であることから、

そのような状況が成立する背景の考察が必要となる。

現在までのところ、このようなものは当遺跡にしか

例がなく、類例を待って検討する必要がある。

陶器類 椀•小皿• 卸皿• 盤•練鉢•播鉢•甕•

壷などが認められ、主に調理形態・供膳形態・貯蔵

形態が中心となる。

中世前期 (I-II期）は山茶椀と呼称される椀．

小皿類で、少量の練鉢や壷・甕を含む。練鉢は知多

半島産を中心とする。山茶椀は肉眼観察では知多・

渥美半島産ないしは猿投産のものを中心としている

ようである。中には瀬戸北部系の山茶椀もあるが、

客体でしかない。

東海諸窯産と考えられる特殊な器種の存在につい

ては第W章で触れたとおりで、当遺跡の性格を考え

るうえで重要である。

中世後期 (m期）には瀬戸産と考えられる練鉢類、

古瀬戸後期に属する施釉陶器類がある。施釉陶器類

には平椀• 卸皿• 盤などがある。貯蔵形態の甕• 壷

類は常滑産のものが中心となる。信楽産のものなど、

上記以外の産地と特定できるものはない。

磁器類 青磁• 白磁• 青白磁がある。椀•小皿・

合子・茶入・瓶などの器種があり、比較的多様であ

る。特に、青白磁がこれだけまとまって出土した例

は旧伊勢国はおろか三重県下全体でもなく、当遺跡

の特殊性• 重要性を物語っているといえる。



土器の変遷～土師器皿について～

南伊勢系土師器群中の皿・小皿類の変遷について、

当遺跡で認識することができた知見を述べる。

中世における土器類の変遷については、型式学的

な変化とともに、いわゆる法量の変化によって区分

が可能であることは多くの先学によって明らかにさ

れているところである。法量変化のうち、特によく

用いられるのが器高と口径との比率（器高指数）に

よって示されるものであることもよく知られている。

当遺跡の土師器皿類の変遷を考えるにあたっては、

上記の方法を考慮に入れつつ、完形

品のものが多いことも踏まえ、口径
⑦ 

と重量との関係から変遷を見てみた。

その結果がfig.44である。

当報告でいう I~ill期にかけての

土師器皿が、口径では16cm内外から

9 cm内外へと変遷することは既に指
⑧ 

摘されている。今回の土器資料によっ

てもそれは追認されるのであるが、

重量としては、 1個体170g前後か

ら50g前後へと変化することが確

認された。そして、口径15cm内外の

一群の場合、その重量は最大約40g

の差があるのに対し、口径11~12

cmの一群では15gほどしかないこ

とも確認された。このことは、時の

経過に伴って土器の製作に用いられ

る素地粘土が一定化する傾向にある

ことを示している。

遺構単位で見ると、溝•井戸など

の遺構から出土したものには特に個

体間重量と形態の差が大きく、土坑

出土のものにはそれが少ないことが

わかる。ただし、土坑のなかでも別

目的で掘削された後に廃棄土坑とし

て用いられた可能性が考えられるも

のは、個体間重量の開きが大きい。

S K153 は口径• 重量の 2点から 2

群に分かれるので、 2時期のものが

存在すると考えるべきであろう。

区分

I期

II a期

II b期

1-,., .. ,. 

ill a期

I 

Illb期

口径
(cm) 

-18-

15.5 -l4 

-14-

-13-

-13-

-12-

-11-

11-9 

重さ
(9) 

を見たのがfig.43である。型式的な要素としては、

口縁部のヨコナデ手法の方法、口縁部から底部に至

る角度、口縁部と底部との器壁の関係などが挙げら

れる。また、 Ilb期に至ると土器に用いられる素地

粘土が白色化し、その後皿期を通じてその傾向の続

くことが指摘できる。

なお、実年代は伴出した陶器類などから割り振っ

た。図中の1200年・ 1250年の位置については今後の

変動はあまりないものと考えるが、 1300年・ 1400年

の位置については今後1型式程度のズレが生じる可

器 形 (1 : 4) 
主な遺構出土
土器との関係
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上記の点を踏まえ、形態的な変化 fig. 43 岩出遺跡群における南伊勢系土師器皿B系統の変遷
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能性を含んでいる。

遺構単位の土器組成について

今回の調査によって出土した土器のうち、 IIa期

に相当する SE381・S D391、lib-ma期のSD

341、皿 a期のSK406・408、SD412について、そ

れぞれの全体的な土器の構成比率を見たのがtab.35
⑨ 

-40である。これを見ると、各遺構• 時期毎で多少

のばらつきはあるものの、土師器皿• 小皿類が全体

の66-97%を占め、他者を圧倒している状況が観察

される。ただし、 SD391は脚台付小皿• 台付小皿

のほか、陶器注口付小鉢• 片口椀•特殊墨書土器な

どを含み、祭祀的な匂いのする遺構であること、 S

D341・S K406・S D412は土師器皿類ばかりを投

棄したのではないかと思われるほどの遺構であり、

直接的な比較は注意が必要である。多気遺跡群（美
⑩ 

杉村）における本書m期相当の土器組成では土師器

皿類がおよそ60%、土師器煮沸具類が32%ほどであ

り、 SE381や多気遺跡群の状況あたりが実質的な

土器組成のあり方かと思われる。

そのように考えると、左郡地区を含めた岩出遺跡

群では、土師器皿類の組成比率が極めて突出したも

のと認識される。それは、多気遺跡群における本書

W期相当の土器組成にも匹敵、あるいはそれ以上の

ものであり、当遺跡の通常集落とは異なった特殊性

が指摘できるのではないだろうか。

b 特殊遺物について

今回の調査で確認された特殊な遺物といえるのは、

上記の土師器・陶器類のほか、絵画のある山茶椀、

漆の付着した土器類、温石、四葉硯、墨書土器類な

ど多様である。四葉硯からは字の書ける人物の存在

が考えられる。伊勢地域で類例の少ない温石からは、

岩出という地域を越えた、もしかすると鎌倉との関

連を持っていたかも知れない人物の存在が想定でき

る。しかし、温石については今後の類例を待って再

度検討せざるを得ない。

絵画および墨書土器

絵画山茶椀は、梅・桜•柳と水鳥の描かれたもの

とモミジの描かれたものがある。ともに繊細かつ優

雅な表現であり、描手の感性の豊かさが想像される。

この絵そのものが生産地において描かれたものとは

考え難く、生産地を離れた後、描かれたものと見て

よかろう。この絵画が描かれた後に当遺跡に運ばれ

たのか、あるいは当遺跡で描かれたのかは知る由も

ない。いずれにしても当遺跡におけるこの絵画土器

の出土は、当遺跡に極めて風流な人物が存在してい

たことを充分に裏付けるものである。

(cm 

16 
SX70-1々

u
 

12 

SK408(●） 

50 100 200 250(9) 

fig. 44 土師器皿口径• 重量相関図
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これと良く似たものに687の墨書のある土師器皿

がある。これは、断定はできないが花押の可能性が

高い。とすれば、この周辺にかなりの有識者の存在

を想定させる。

また、墨書土器で特に注目されるのは、 「上」と

「侍」の墨書である。 「上」の墨書は 4点あり、い

ずれも山皿に書かれたもので、 SD391を中心に出

土している。 「上」は恐らく「たてまつる」の意味

fig.45 山茶椀 (639)外面の絵画 (1 : 1) 

-87-

であり、片口を持つ特殊な器形であることと併せて、

何らかの祭祀的な匂いがする。 「侍」の土器はSD

391のほかSZ442周辺で4点あり、武士の存在を想

定させる。これらの遺物群が今回の調査における S

D391以北で集中的に出土していることは、この付

近が当遺跡においてかなり重要な意味を持つ地区に

近いことを示していると考えるべきであろう。

漆付着土器

II a期に相当する遺構から出土している山茶椀等

の内面には、漆の付着したものが存在する。山茶椀

質

! 
比率（％）

器 種 点数
類 個別 機能別 質類別

小皿 431 55.61 

土 南 皿 175 22.58 83.09 

脚台付小皿 18 2.32 

師 伊 台付小皿 20 2.58 
84.38 

鍋 8 1.03 
1.16 

器 勢 三足鍋 1 0.13 

ミニチュア鍋 1 0.13 0.13 

瓦質 火鉢 1 0.13 0.13 0.13 

ロクロ 小皿 1 0.13 

土師器 0.52 0.52 
皿 3 0.39 

小皿 11 1.42 
10.84 

椀 73 9.42 
陶
片口椀・注口椀 5 0.64 0.64 

鉢•小鉢 3 0.39 13.29 
1.42 

器 ね り 鉢 8 1.03 

亜ギ 2 0.26 
0.39 

甕 1 0.13 

皿 6 0.77 
青 1.16 
磁 椀 3 0.39 
磁
合子 1 0.13 0.13 1.68 

白 皿 1 0.13 
器 0.26 
磁 椀 1 0.13 

青白 I 皿 1 0.13 0.13 

775点 100.00 100.00 100.00 

tab.35 溝SD 3 9 1の土器組成



質! 比率（％）
器 種 点数

類 個別 機能別 質類別

質: 比率（％）
器 種 点数

類 個別 機能別 質類別

小 皿 52 45.22 土 南 小 皿 184 62.16 
土 南 96.95 

皿 24 20.87 66.09 師 伊 皿 103 34.79 97.96 

鍋（小） 7 6.09 器 勢 鍋 3 1.01 1.01 
師 伊 85.22 

鍋（中） ， 7.82 18.26 陶 瀬 椀 2 0.68 0.68 
1.02 

鍋（大） 5 4.35 器 常 甕 1 0.34 0.34 
器 勢
ミニチュア鍋 1 0.87 0.87 磁 青 椀 2 0.68 0.68 1.02 

ロ師クロ
小 皿 2 1.74 

土器 2.61 2.61 
皿 1 0.87 

器 白 皿 1 0.34 0.34 

296点 100.00 100.00 100.00 

小 皿 3 2.61 tab.38 溝 SD341の土器組成
陶 9.56 

椀 8 6.95 10.43 
器

甕 1 0.87 0.87 

瓦器 椀 1 0.87 0.87 0.87 

青磁 椀 1 0.87 0.87 0.87 

115点 100.00 100.00 100.00 

質

= 
比率（％）

器 種 点数
類 個別 機能別 質類別

tab.36 井戸SE 381の土器組成
土 南 小 皿 229 65.61 

97.42 
皿 111 31.81 

師 伊 98.28 
鍋 1 0.29 0.29 

器 勢 ミニチュア鍋 2 0.57 0.57 

陶 練 鉢 1 0.29 0.29 

質， 比率（％）
器 種 点数

類 個別 機能別 質類別

0.86 
器 甕 2 0.57 0.57 

磁 青 椀 2 0.57 0.57 

小 皿 306 53.77 0.86 
器 白 皿 1 0.29 0.29 

土 南 中 皿 1 0.18 
349点 100.00 100.00 100.00 

皿 239 42.00 96.31 
tab.39 土坑SK406の土器組成

大 皿 1 0.18 
師 伊 97.54 

台付小皿 1 0.18 

鍋 5 0.87 0.87 

器 勢 ミニチュア鍋 1 0.18 0.18 

盤 1 0.18 0.18 

質

! 
比率（％）

器 種 点数
類 個別 機能別 質類別

椀•平椀 4 0.70 小 皿 76 47.50 
陶
瀬戸． 1.57 

盤 5 0.87 
2.10 器ヽ! 

96.25 
皿 78 48.75 98.13 

靡 卸 皿 1 0.18 
器 0.53 

鍋 3 1.88 1.88 

練 鉢 2 0.35 陶 瀬 練 鉢 1 0.62 0.62 
1.24 

瓦質 火 鉢 1 0.18 0.18 0.18 器 常 甕 1 0.62 0.62 

青白磁 瓶 1 0.18 0.18 0.18 青磁 椀 1 0.62 0.62 0.62 

569点 100.00 100.00 100.00 160点 99.99 99.99 99.99 

tab.37 土坑SK408の土器組成 tab.40 溝SD412の土器組成

-88-



の器壁が漆を塗るのに決して適当なものではないこ

とから、それに塗布したものというよりは、山茶椀

を塗布するための容器として用いられた結果と考え

た方がよさそうである。そうすると、漆器などの漆

製品にかかる作業がこの地で行われ、それに携わっ

たエ人等の存在が想定されるのである。

c 岩出遺跡群の性格と空間的構成について

集落の空間的構成については、これまでに調在さ

れた近畿自動車道関係調究の事例も併せて考察する

必要がある。上記の遺物の検討とを踏まえた上で、

岩出における中世集落の特徴を考えてみよう。

掘立柱建物群のあり方

今回の調査における掘立柱建物は、ケカノ辻• 角

垣内地区では 4箇所、蚊山地区では 1箇所の掘立柱

建物集中地区があった。すでに調査結果が公表され

ている所り垣地区では 2箇所、左郡地区では 7箇所

ほどが存在するため、全体的に見れば14地区ほどの

掘立柱建物集中箇所が存在することになる。勿論、

これは発掘調査が行われた範囲における状況である

ので、遺跡総面積と調究面積との単純な比率から見

ても、この約25倍ほどの掘立柱建物集中地区が存在

している可能性も充分考えられる。

この状況は、比較的近接する楠ノ木遺跡の掘立柱

建物集中箇所が6,890面の調査地区のなかでわずか

5箇所しかないことを考えた場合、極めて密集した

状況下にあることを示している。

中世墓のあり方

中世墓と考えられる遺構は、ケカノ辻• 角垣内調

査区の中～南部に多く、 2カ所の中世墓集中地区が

存在していた。このような傾向は、 H1左郡地区に

おいても認められる。これらのあり方は、墓域とし

て明確な線引きを行うことこそ難しいものの、全く

無秩序に墓が営まれたのではなく、ある程度の共通

認識のもとで一定の場所に造墓が行われていたこと

を推察させる。

なお、今回の調査のなかで、確実に屋敷墓と考え

られるようなものは存在していない。少ない調査面

積からではあるが、一応共同墓地的な発想のもとで

造墓活動がなされたものと考えておきたい。さらに、

墓と考えられる遺構が当調査区北部にはほとんど見

られない事実は、消極的ながら、調査区北部の重要
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性を物語っているとできる。

また、 SX305のような、恐らく墳丘を有し、完

形の青磁碗を副葬品としているような例は、土師器

皿類のみを副葬する一群とは明らかに差異が存在す

る。 SX305のような墓を核とした中世墓域の存在

が想定されるのである。

土師器皿を中心とした遺物群について

先述のように、土師器皿類を多量に含む遺構が存

在している。土師器皿類の大量投棄は、岩手県平泉

町・柳の御所遺跡、鎌倉の都市遺跡でも見られるよ

うに、饗宴などの行為の後で行われたものである可
⑪ 

能性が高い。三重県内では、時期の違いこそあれ斎

宮跡（明和町）で頻繁に確認されるし、中世後期・

北畠氏の本拠である多気遺跡群の大蓮寺跡周辺でも

確認されている。逆に、集落としては通常の部類に

含まれる楠ノ木遺跡やある種の生産遺跡である勢和
⑫ 

村若宮遺跡ではあまり確認できない傾向にある。こ

れらのことから、岩出遺跡群が通常の集落の部類に

含めるよりは鎌倉・多気・斎宮のような特殊な集落

の部類に含めるべきものであるといえよう。

瓦とその分布から

今回確認された中世瓦の分布状況を見る。 tab.9 

に掲載したとおり、中世と考えられる瓦はケカノ辻・

角垣内地区からのみある程度出土しているが、蚊山

地区からは皆無で、 Hl左郡地区からも微量に留まっ

ている。破片点数では、調査区からの出土は64点で

決して多いとはいえず、これだけの資料からは何も

確実なことは言えない。しかし、出土地点の分布を

見ると SD391付近から次第に多くなっており、特

に85ラインあたりでそのピークのあることが判る。

このデータから、少なくとも85ライン付近の西ある

いは東に中世の寺院が存在していた可能性を考える

ことができよう。

区画溝の存在

当遺跡では、 II~ill 期にかけての区画溝と考えら

れる大規模な溝が多数確認されている。これらの溝
⑬ 

は、昭和18年当時の地籍図に照合してみると、地割

りとの関連が窺えそうなものとそうでないものとが

見受けられる。地割りとの関係が窺えるものはケカ

ノ辻•角垣内地区で、そうでないものは左郡地区で

多いようだ。



fig.46 昭和18年時点の地割りと調査区との関係 (1: 2,500) 波線は水路、破線は字堺を表わす。
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まず、地割りとの関連が窺えるものには、 SD30 

4,343,345,347~350,358,391,398,435,445 などがあ

る。このうち、 343,345,347~350 は、それ自体が

近接してあることや地割りに見られる道の存在から、

2条 1対となる道の側溝である可能性が考えられる。

S D304とSD311、SD398とSD402との関係

も同様なものと考えられる。

地割りとの関係が見出しにくいものとしては、左

郡地区のなかに多い。これは、左郡地区の南に谷が

隣接していることから、自然環境の影響から地割り

の改変が激しかった可能性が考えられる。

今回の調究結果から見ると、中世全般を通じ、昭

和18年当時の地割りとの整合性は比較的良好である

といえ、それはケカノ辻• 角垣内地区で特に顕著と

考えてよさそうである。それを踏まえたうえで当調

杏区周辺の地割りを見ると、字ケカノ辻において昭

和18年当時の道がぐるりと廻っている部分の存在に

気付く。今回の調査においてもこの付近では土師器

皿類の多量廃棄遺構•絵画土器などの特殊な遺構・

遺物が確認されているところであり、何らかの大規

模な居館、あるいは瓦の分布状況からは寺院（仏堂）

の存在が想定されるのである。

岩出遺跡群の性格

以上のことから推察すると、次のように考えるこ

とができる。すなわち、ケカノ辻• 角垣内地区の調

究区北部は、付近に寺院（仏堂）の存在も想定でき、

かなり重要な人物の居住地に近い可能性を考えるこ

とができる。調在区の南方から左郡地区にかけては

墓が分布する区域を介してそれに付随する集落が展

開していたと推察される。地形的に見た場合、かな

り重要な人物の居住地は西側の地形上高い部分に想

定するのが妥当かと思われる。

今回の調究も含め、岩出地区での調査では、鎌倉時

代初期～室町時代にかけての集落が広範囲に展開す

ることが確認された。この事実と第II章で検討した

歴史的背景を考慮すれば、かなり重要な人物とは岩

出祭主となり、今回まさに岩出祭主の屋敷地を中心

に形成された集落を調査したと考えて、まず間違い

なかろう。

ただし、今回の調在内に祭主館と特定できる場所

は確認できなかった。上記の状況から推察すれば、
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字ケカノ辻周辺、あまり調査区から隔たらない場所

にそれを推定しておくのが最も妥当かと考えられる。

その際、板塀跡と考えられる SA458は、その一端

を示すものと考えることも可能である。

ところで、祭主館を中心に、それに関わった集落

が形成されているということは、当時における岩出

集落が通常の集落以上に求心的な位相にあることを

示している。この求心性については、第1I章で触れ

た中世前期を中心とした岩出の機能からも充分に窺

われるところである。

岩出遺跡群のような、広範囲に集落が展開する事

例として同様な時期の遺跡は、伊勢地域で確認でき

るのは現在までのところ斎宮跡くらいしかない。今

後、このような集落遺跡の調在成果の蓄積が必要で

あり、安易な評価ば慎まねばならないが、少なくと

も当該遺跡が楠ノ木遺跡などの散在的（散村的？）

な集落とは異なった機能を果たしていた場、すなわ

ち位相的には都市としての機能を想定するのが妥当

であるかと考えられる。

これは、その後当地に岩出城下町が形成されてい

ることからも、この地が周辺の集落以上に重視され

ていた場所であることを示していると考えられるの

である。

岩出中世集落の状況について、以上のような見通

しを提示した。岩出遺跡群が、まさに岩出城下町が

形成される以前の中世岩出集落の重要な部分に相当

することは充分推察されよう。

岩出遺跡群～中世集落～形成の歴史的背景

ただし、いくつかの問題点もある。第1I章でも述

べたとおり、岩出に祭主館が存在しているのは、遅

くとも長暦2(1037)年以前であり、今回までの調

在によって確認された集落とは少なく見積もっても

約15 0年ほどの開きがある。瓦の中には11世紀代

に比定できるものもあり、寺院• 仏堂の類の存在は

想定されるが、集落の形成を窺わせるものは明確で

ない。発掘調在結果により、平安時代後期の祭主館

の周辺には大規模な集落が形成されていなかったよ

うだ、とするのは簡単だが、では、なぜそうなので

あろうか。

その理由はいくつか考えることができる。まず、

最も大きな理由が、平安時代末から鎌倉時代にかけ



て神宮祭主の機構が独自な中世的権力として再編さ

れる動向であろう。岩出遺跡群のあり方も、それと

密接に関わっていると考えるのが妥当である。

この頃になると全国的な趨勢として領域型庄園が

展開することから、集落形態の変化が生じるという

ことも考えてよいのではなかろうか。祭主という極

めて重要な領主権力を有していた岩出についても、

このような中世的庄園領有との関係から何らかの説

明を行っていく必要があろう。

また、当該地域局辺部における集落のあり方が、

12世紀付近を境に大きく変化する事実とも大いに関

連しそうである。玉城町・楠ノ木遺跡などの中世集

落の出現がやはり平安時代末期の12世紀中葉付近で

あるし、多くの発掘調在で確認された集落が12世紀

代に起点を持っている。

これと大いに関連する事象として、 11世紀末から

12世紀初頭における祭主権力との権力的拮抗のなか

で形成された、祢宜庁の支配機構確立の要因を考え

ることができるのではないか。これは、神宮正祢宜

の「プール」として存在していた権祢宜層を再編成

し、多数の関連する業務に充てることによって権力

を強化しているらしいことである。棚橋光男氏の検

討によれば、それは「恐らく在地の諸勢力を荒木田・

度会氏という擬制的紐帯に組織・吸収」することに
⑭ 

よってなされた、とされる。

岩出遺跡群の発展は、以上のような歴史的背景の

もと形成されていった、と見ることができる。した

がって、「祭主」対「祢宜庁」という歴史的要因の

なかで、両者の権益強化に伴って形成されていく集

落の存在が想定されるのである。岩出遺跡群という

場も、まさにそのような流れのなかで把握されよう。

3 中世集落形成にかかる諸要因

続いて、考古学的に見た中世集落形成にかかる諸

要因を概観し、今後解決すべき問題点を挙げておく。

現在、特に伊勢という地域において、我々が発掘

調究によって確認する遺跡は、ほ場整備事業にかか

る田圃の部分の調査や、新規道路の設置など、現状

集落の部分ではなく、耕地などに利用されている部

分を調査する場面が極めて多い。そのような現状環

境下にある部分の調査を眺めてみると、平安時代後
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半期頃の遺跡の確認例は特に少なく、 12世紀段階頃

から13恨紀頃のそれは頻繁に確認され、 14世紀から

15世紀頃のそれはあまり明確でなく、 16枇紀頃にな

るとぱらばらとは確認できるものの、面としてまと

まったものはあまりない、という状況が感覚として

ある。もう少し乱暴な言い方をすると、現耕地の調

査では12世紀から13世紀の集落ばかりが目立って確

認される、ということができるのである。この状況

に対し、三重県ではあまり進んでいない現況市街地

や集落部分の調杏成果が蓄積されねば確固とした説

明は困難であるが、それでも12世紀から13世紀にか

けての集落ばかりが確認される状況は異様である。

現在の集落部分（当然、山を切り開いてできたよう

な団地等は除かれる）とは、誤解を恐れずに言えば

各種の要因はあろうが地形的に見ても仕みやすいか

ら今でも住まれているのであって、この状況が中世

と大きく隔たっていることは考えにくい。すなわち、

現在の集落部分に中世集落が重なっていることはま

ず間違いないのであり、これを前提として集落のあ

り方を考えていく必要があると思われる。

ここで先の棚橋氏の所論を加味すれば、 12恨紀か

ら13世紀代にかけて実質的な権力を有していた神宮

という領主権力の影響下で、庄園的な開発の進捗に

より、集落の拡大＝現田圃に遺跡として観察される

状況が現出した可能性も充分あり得ることでなので

ある。

12世紀頃に見られる事象は、細かな点ではいくつ

かある。考古学的には、① 「倉」とは言えない総柱

掘立柱建物の増加、②掘立柱建物に伴う南東隅土坑

の出現、③瀬戸・猿投・知多・渥美産などの、いわ

ゆる山茶椀の多量流入（消費）、などや、 12世紀末

頃の①南伊勢系土師器群の編成、②いわゆるロクロ

土師器の消滅、などがある。伊勢の中世前期に対す

る考古学からの提言には、これらの要件に、想定さ

れる歴史的事象と噛み合わせるという、グローバル

な検討が必要不可欠である。

4 近世の遺構と遺物について

a 瓦窯について

今回の調査で確認された近世の瓦窯は、県内の事
⑮ 

例としては、大山田村風呂谷館跡 (fig.47) の例に



続き、 2例目である。ただし、風呂谷館跡のものは

焚口が2方向にあるいわゆる「ダルマ窯」なのに対

し、蚊山地区のものは平窯の類と考えざるを得ない。

構造的に異なるものが近世に到っても併存している

事実は、瓦生産とどのように関連するのか、今後の

検討が必要である。

b 出土瓦について

瓦窯から出土したものには、 0に上の字の刻印が

ある軒桟瓦がある。この印刻は尾張藩江戸上屋敷で
⑯ 

も確認されている。さらに尾張藩上屋敷遺跡ではこ

の刻印のあるものにヘラ描きで「勢朴I渡會郡 山田

宮本」 「伊勢山田八日市」と書かれており、今回確

認された資料との関連が注目される。地元での聞き

取りによると、 0に上の刻印は度会郡度会町棚橋で

かつてあったとのことで⑰、現伊勢市・玉城町・度

会町にかけての地域一円に同じ刻印を有する近世瓦

工人の存在が想定される。

また、土坑SK504から出土した軒丸瓦(fig.40-9 

69)は、第傷などの照合から、現岩出地内に存在す

る三尊寺の山門および観音堂に用いられた瓦と同笥

であることが確認された (PL.23参照のこと）。第
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fig.47 風呂谷館跡検出瓦窯 (1 : 50) 

II章で触れた三尊寺山門の鬼瓦銘、および考古地磁

気測定結果からも、 SF501の操業年代を18世紀初

頭頃と考えておいてよかろう。

さて、三尊寺との同箔関係から蚊山地区の瓦窯が

三尊寺の瓦のみを焼いていたと判断することはでき

ないにしても、供給先のひとつが確認できたのは幸

いであった。今後、周辺の寺院に用いられている瓦

と照合し、近世の瓦供給範囲、あるいは同苑瓦につ

いて、盛んに考察されている古代のものと同様に考

察の対象とされる必要があろう。

以上、今回の調査成果を基に、古墳群と中世集落、

および近世の遺跡についての検討を行った。岩出地

区内遺跡群は所り垣地区・左郡地区の調査も含めて

考えると、旧石器～近世にかけての長期にわたる複

合遺跡である。 4次にわたる調査により、遺跡全体

に十字形のトレンチを入れたようになり、その概略

は把握できることとなった。このような、大規模遺

跡のほぼ全容を知れるのは希有なことであり、今後

の研究資料としては極めて重要な成果である。

しかし、祭主館の実態や岩出城下との関係など、

さらに検討を要する問題も多い。今は 2本の道路下

で眠る調査区を活かすためにも、隣接地区の有効な

保存と調査が必要である。

註

① 前川嘉宏ほか「近畿自動車道（勢和～伊勢）埋蔵文化財発掘
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